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序　章　Ｚより始めよ







　薄うす暗ぐらい部屋の中で、俺おれは最後の作業を行っていた。

　もっとも作業といっても確かく認にん事じ項こうの一覧に目を通していく程度のものだ。元々俺に複雑な物理だの科学だのの知識は無い。『こうすれば上手うまく行く』と教えられた事を忠実になぞっている程度の事である。

「――問題無し」

『それは幸いです』

　俺の呟つぶやきに画面の中の人工知能が応じてくる。

　レイヴン。

　かつてＶＲＦＰＳゲーム『ストラグル・フィールド』において、プレイヤーを支し援えんする為ためのキャラクターとして設定されていた存在。勿もち論ろん、当時のレイヴンは、人工知能と呼べる様な代しろ物ものではなく、いわば定型文を状じよう況きように合わせて繰くり返かえすだけの人形に過ぎなかったが――俺の目の前に置かれた小型ディスプレイに映し出だされたそれは、こうして俺の呟きにも反応して、気き遣づかいの言葉を投げてくる程度には頭が良い。

　さすがは天才・桂かつら椎しい子こ特製の人工知能プログラムである。

　既すでにお手本があったとはいえ、限られた時間と資材の中でこれを組み立てるなど、凡ぼん人じんには不可能だっただろう。ちなみに、わざわざレイヴンの姿と声を与あたえてあるのは、伊達だてでも酔すい狂きようでもなく、転送先に『受け皿』が在る方が、上手く行く可能性が高いし、転送するデータ量も減らす事が出来るから……だとか。

「では、そろそろ送り出すとするか」

　俺は肩かたを回して凝こりを解しながら画面の中の娘むすめにそう告げる。

「責任重大だ。心して掛かかってくれ」

『勿論です』

　とレイヴンは頷うなずいてくる。

「合い言葉は――」

『生き延びろ。世界をやり直す為に』

「――Good」

　俺は笑え顔がおでそう言うと、キーボードのリターンスイッチを叩たたく。

　途と端たん、有機ＥＬディスプレイの中のレイヴンは凍こおり付つき、その上に『データ転送中』の文字と、進行具合をパーセント表示する小画面が開く。

　それだけだ。勿論、何ら劇的な事象は起こらない。

　ただ黙もく々もくと廃はい屋おくの片かた隅すみで転送作業は進行していく。

　後はそれが１００％になるまで、俺はぼんやりと眺ながめていれば良い――筈はずだったのだが。

「…………」

　何処どこかで瓦が礫れきの崩くずれる音がする。

　豊富な経験が培つちかった、殆ほとんど超ちよう能のう力りよくじみた勘かんで俺は察知した。奴やつ等らだ。

「まったく……」

　少しは『大仕事』の後の、余よ韻いんに浸ひたらせて欲ほしいものだが。

　俺は壁かべに立てかけてあったバレットＭ８２Ａ１を手に取る。元々狙そ撃げき銃じゆうというだけあって、長い、重い、ゴツい、装そう弾だん数が少ないと、まあ近接戦闘ＣＱＢには全く向かない、面めん倒どう臭くさい代物だが……俺の手持ちの中では、コイツの[image: ]ＢＭＧ弾だんが奴等を一いち撃げきで制圧可能な唯ゆい一いつの弾だん薬やくという事で、手放せないのである。

「さて……」

　色々と分からない事尽ずくめだが、ともあれ今は、結果が出るのを待つだけだ。

　あまりにも分の悪い賭かけだが、やらない訳にはいかない。俺は溜ため息いきをつきながら、手製の火か炎えん瓶びんの数を確かく認にんし、これを詰つめ込んだバックパックを背せ負おう。

　これだけは以前と変わらぬ真夏の日差しに照らされ、陽炎かげろうの立ち上る中、ひび割れた舗ほ装そう道路を近づいてくる――幾いくつもの人ひと影かげ。逆光気味で詳しよう細さいは分からないが、勿論、あれが生きている人間である筈も無い。

「『最高のハッピーエンド』まで、もう一ひと踏ふん張ばり、するかね」

　俺はそう呟いて、バレットの装そう填てんハンドルを引いた。







第一章　Ｚは希望のＺ







　小型エンジンの軽快な駆く動どう音おんを振ふり撒まきながら、ゴムボートは水面を滑すべっていく。

　日差しは強くも無く弱くも無く、何処どこまでも延々と薙なぎの海が広がっている。とりあえずは快適と言えるだろう。もう少し暖かければ泳いでも良い位だ。

「…………」

　何となく、流れ去る水の中に浸つけていた手を引き上げて、匂においを嗅かいでみる。

　この辺り――沖おきにまで出てくると、各種排はい水すいやらゴミで汚よごれていた港こう湾わん部ぶと異なり、生なま臭ぐささの混じった潮の臭いも殆どしないし、水も掌てのひらですくって見た限りでは、綺き麗れいに見える。

　海はどこまでも平和で……以前と変わらず、ただそこに在る。

　無論、時には波高く荒あれる事もあるだろう。北の方では白く凍り付く事だってあるかもしれない。だが恐おそらく本質的な意味で海は何も変わっていない。取り返しのつかない様な――不可逆的な変質は無い。恐らくこの後もずっと。陸の上と違ちがって、此こ処こには変わるべきものも失われるものも無いのだから。

「……むしろ海の上の方が安心出来るってのは、皮肉なもんだよな……」

　俺は苦く笑しようを浮うかべてそう呟いた。

　少なくとも――此処では凄せい惨さんな死体を眼めにする事も無ければ、陰いん鬱うつな呻うめき声ごえを耳にする事も無い。

　映画、アニメ、小説、漫まん画が、ゲーム等など々など、いわゆる創作物の中で、『世界』の滅めつ亡ぼう後を描えがいた、いわゆる『ポストアポカリプス』モノにおいては海そのものが干ひ上あがった世界が描かれる事が多いが、恐らくそうなる可能性はもう無い。

　人類はもう核かく戦せん争そうはおろか環かん境きよう破は壊かいも出来ない。出来なくなった――多分。その意味では、やはり世界は平和なのだろう。認にん識しきする者も殆ど居ない概がい念ねんに何の意味があるのか……俺には分からないが。

　俺の名は出で庭わ博ひろ明あき。

　十七歳さいの元男子高校生。でもって元引き籠もりのＶＲＦＰＳゲーマーで……今は、何だろうな。ゲリラ戦士ってとこか？　まあ人類文明が事実上崩ほう壊かいしちゃった今、肩かた書がきとか何の意味も無いんだろうけどさ。自己紹しよう介かいしなくちゃならない相手もまず居ない。

「――そういえば乙おと羽わ」

　俺はエンジンの傍そばについている同乗者を振り返って言った。

「ゾンビって泳いだりはしないのか？」

「作品による」

　と無表情に答えてきたのは――同乗者の少女だった。

　肩の辺りで切りそろえる感じの黒くろ髪かみ――ボブカットってやつだっけ――と、円つぶらな黒くろ瞳めの上に掛けられた赤いフレームの眼鏡が特とく徴ちよう的てきな少女である。

　美び醜しゆうを問えば間ま違ちがいなく美人さんなのだが、あんまり化け粧しようっ気けが無い事と、全体的にぼんやりしていて表情に乏とぼしい事から、間近でしばらく見ていないとその器量には気付きにくい。勿もつ体たいない話だとは思うが、本人はあんまり自分の容姿に興味が無いみたいだった。

　樹じゆ堂どう乙羽。十七歳。

　俺の命の恩人であり、俺の相棒であり、そして――死して尚なおも徘はい徊かいするモノ、いわゆるゾンビに関してやたら詳くわしい少女である。

　まあ端たん的てきに言えば変人だ。

　他に詳しくなるべきものなんて幾らでもあるだろうに、この少女はゾンビに関してやたらと情熱を燃やすというか、並ならぬ興味を抱いだいていて、とにかくそっち方面では異常な位の博識を誇ほこる。前にふと思いついてゾンビ映画を何本くらい観たのかと問うたら、文字通りに殿でん堂どう入りしている有名作品――『ナイト・オブ・ザ・リビ●グデッド』は勿論、ゾンビ映画の始祖と言われている『恐きよう●城じよう』から映画版『甲こう鉄てつ城じよう●カバネリ』まで、年代順に百本以上題名を列挙されて辟へき易えきした。

　とはいえ――彼かの女じよのそのゾンビマニアっぷりに俺おれは助けられたのだ。

　文明が崩壊した上、動く死者達たちが仲間を求めて徘徊するこの世界で、俺が今も生きていられるのは間違いなくゾンビ通の彼女と出会えたからだ。そういう意味で俺は感謝しているし尊敬もしている。何だか気き恥はずかしいので、いちいち口に出す事は無いが。

「『ハウス・オ●・ザ・デッド』のゾンビとかは泳ぐし」

　脳内のゾンビ関連データべースでも検けん索さくしているのか、少し首を傾かしげて言う乙羽。

「『スイス・アーミー・マ●』のは、ジェットスキーみたいに海を行くし」

「どういう理り屈くつなんだよそれは」

　というかジェットスキーみたいに高速で水上を突っ込んでくるゾンビとか居たら、いい加減、ゾンビ慣れした俺でも怖こわくて色々漏もらしちゃう自信があるぞ。

「『ナチスゾ●ビ／吸●機き甲こう師団』のゾンビは湖の中から上がってくるし。そもそもゾンビは泳げなくても溺おぼれない。だから流されて島に漂ひよう着ちやくするゾンビとかもいる。『ゾンビ・ア●カトラズ』とか」

　淡たん々たんとした口調でそう解説してくる乙羽。

　いつもぼんやりしているというか、はっきりした表情を示す事が殆ど無いので、下手すると本人までゾンビっぽく見える時すらあるが――まあそれはさておき。

「あー……なるほど。既に死んでるんだから、改めて溺でき死しはせんわな」

　とりあえず、ぱっと見回した限り、俺達以外、周囲に人影は無い。船せん影えいも見当たらないし、勿論、泳いでいる者も、そして浮かんで漂ただよっている者の姿も無い。後者の場合は迂う闊かつに近づくと、いきなり襲おそわれたりする可能性があるので油断は出来ないが。

　今や『動かなくなった』という言葉は『死』の表現としては不十分だ。

「ウイルス感かん染せん型ゾンビの場合――海に落ちたゾンビを食べた魚や鳥が、ゾンビ化する場合もあったりする」

「…………な、なるほどな」

　ふやけきって倍近くに膨ふくれあがった死体をつんつんする魚とかを想像して俺はうんざりした。この一ヶか月げつ余りで腐ふ乱らん死体だの何だのはいい加減見慣れたが、ふやけて膨れた死体ってのはまた別のこう……神経に直接来る様な醜しゆう悪あくさがある。確か腸内でガスが発生して腹が膨らむんだっけか？

「作品によってゾンビの特性は様々。泳ぐゾンビも実例多数」

　いやまあ、俺達がしてるのは現実のゾンビの話なのだが。

　しかし先さき程ほどから乙羽が挙げてきた作品の様に、泳ぐゾンビが居た場合、下手に今この状況で襲われれば、俺達は完全に詰んでしまうだろう。陸上と違って逃にげ場ばが無い。泳ぐにしても、相手もまた泳げるのなら、逃げ切きるのは難しいであろうし……陸上をよろよろ歩くゾンビと一いつ緒しよで、動きそのものが遅おそいならなんとかなるかもしれないが、中にはジェットスキー並の速度で移動するゾンビとかも居るらしいし。

　そんな事をつらつらと考えていると――

「……あれか」

　緩ゆるやかに上下する海面に小さな浮標ブイが浮かんでいるのが見えた。

　わざわざあちこちを探し回り、このゴムボートを調達した目的である。

「エンジン止めてくれ」

「……ん」

　乙羽が頷いて小型エンジンのスイッチを切る。

　数秒後には推進力を使い果たして漂ひよう流りゆうを始めるゴムボート。

　俺はボートに積んであったオールを使って、ゆっくりと浮標に近づいていった。

　小型の太陽電池と充じゆう電でん池ちを積んであるので、夜中でもＬＥＤライトが点てん滅めつし、位置を確認出来る小さな浮標――灯とう浮ふ標ひようというやつだ。

　通常は、船せん舶ぱくが海上での位置を確認したり、入港経路を確認したり、あるいは暗あん礁しようの場所を知らせるといった用よう途とで設置される代物である。つまりそれ自体は定位置に存在するというだけで、その機能を果たす代物だ。

　だから海上に浮かんでいるメンテナンスフリーなそれを、維い持じ管理以外の目的で近づいて触さわろうなんて奴やつは普ふ通つう、居ない。普通は道路標識をわざわざ触りに行く奴がいないのと同じである――が。

「んー…………これか？　ひょっとして」

　と俺はゴムボートから身を乗り出すと、浮標に引っかけられた、細い細い、数メートルも離はなれれば見落としてしまいそうなナイロンの紐ひもを手に取った。浮標そのものの色に合わせてあるので、近づいて触ってみないとその存在を確認するのも難しいだろう。

「……よっと」

　俺は手に軍手を填はめると、そのナイロンの紐を手た繰ぐり寄よせる。

　いや。正確には手繰って――水面下に在る品を引き上げる作業だ。二十メートル分ばかり手繰ったところで、暗い水底から、黒く塗ぬられたコンテナが引き上げられてくるのが見えた。コンテナといっても、見るからに大おお雑ざつ把ぱな代物で、水圧のせいか各所が歪ゆがんでおり、防水性も怪あやしい感じだが――代わりに透とう明めいなビニール袋ぶくろで二重か三重にくるんであった。

「重っ！」

「手伝う」

　俺がコンテナをボートの上に引っ張り上げるのに四苦八苦していると、乙羽が膝ひざ立だちで寄ってきて同じく紐を引っ張ってくれる。

「よっこら……せっ!?」

　やがて、俺と乙羽がボートの上に一辺が一メートル強といった感じのコンテナを引っ張り上げた……その瞬しゆん間かん。

「――ッ!?」

　俺は思わず息を呑のんでいた。

　ずるりと。まるでそんな音を立てるかの様な感じで、水面下からコンテナと共に引っ張り上げられてきた――それ。頭があって。腕うでがあって。脚あしがあって。胴どう体たいがある。今も尚、人体の基本形を備えながらも、表面がふやけきり、あちこち膨れあがって、見るも無む惨ざん、恐ろしく醜悪に腐ふ敗はいしきった屍しかばねだ。

　いや。それが単なる屍であったなら今いま更さら、俺も焦あせりはしなかったが。

「………………」

　ごぼり、とタラコみたいに大きく膨れあがった唇くちびるの間から水を吐はく死体。

　それだけでは飽あき足たらず、それはよろよろと腕を動かしながらゴムボートの縁ふちに手を掛けて、這はい上あがってこようとしていた。

「……くそっ！　こいつ――」

　まずい。俺は咄とつ嗟さに蹴けり落おとそうとするも、引き上げたばかりのコンテナが邪じや魔まで上手く動けない。しかも死体にはコンテナに結びつけてあった紐が同じ様に絡からまっている様で、何度かボートの縁で滑っても、再び海中に没ぼつしてはくれなかった。

「…………」

　ごぼごぼと濁にごった泡あわを吐きながら、俺にのしかかる死体。開いた顎あごには既に歯なんて一本も残っていなかったが、その顎は歯など無くても皮ひ膚ふを引ひき裂さき骨を噛かみ砕くだくだけの力があるのを、俺は知っている。

　俺は咄嗟に腰こしの後ろに挿さしていた拳けん銃じゆう――スミス＆ウェッソンＭ３６０Ｊ〈サクラ〉に手を掛けた。短銃身スナブノーズの回転式拳銃リボルヴアだが、この超ちよう至し近きん距きよ離りでは外しようが無い。

「――ッ！」

　ひゅん、と空気を切り裂く『刃ブレード』の音。

　俺の頭上をかすめる様にして振られたスコップ――いやショベルは、死体の頸けい部ぶに吸い込まれるかの様に命中し、まるで名刀の斬撃の如くあっさりと頭部を切り落としていた。

　ごろん、と自分の背中を転がって落ちていく死体の頭部。数秒間、胴体部分、特に手足はまるで虫の様に機械的な痙けい攣れんの動きを示していたが――しかしすぐに静かになった。

「助かった、乙わ――わっ!?」

　と礼を言う俺の上に覆おおい被かぶさってくる、乙羽。

　見事にショベルをフルスイングして動く死体を首チョンパしてくれたのはいいが、乗り慣れないゴムボートの上で立ち上がっての行動だった為、バランスを崩したらしい。

（うおっ……や、柔やわらかい!?　いやそんな事考えている場合ではなくてな!?）

　頬ほおに押おしつけられる、ブラウス越ごしの柔らかな肉の――しかし死体のそれとは異なり、瑞みず々みずしい弾だん力りよくを保ったままの、感かん触しよく。割と乙羽は着やせするたちだというのは知っていたが、実際にこうして顔に押しつけられるとまた、感動――いや、本当にそんな事考えている場合ではなくてな。

「博明……」

「う、動くな、危ないから」

　ジタバタとショベルを持ったまま暴れる乙羽を、とりあえず腕を伸のばして抱きしめて言う。すぐに理解してくれたのか、彼女は大人しくなった。

「立ち上がるなよ。落ちるぞ。横に転がって――そう」
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　と――乙羽が俺の上から退くのを確認してから、俺も身体を起こす。

　幸い、コンテナは海に落ちる事無くボートの上に残っていた。

「…………」

　乙羽は――ボートの縁に寄りかかり、俺から顔を背そむける様にして俯うつむいている。

　さすがに胸を、俺の顔に思いっきり押しつけたのは恥はずかしかったのか。まるでその後ろ姿は乱暴された後の乙おと女めの様にも見えて――別に俺は悪くない筈だが、何だか罪悪感がむくむくと起き上がってくるのを感じたりして。

「あー……その、すまん」

　とりあえず俺は頬をかきながら言った。

　だが乙羽は無言。

　彼女の場合、傷の確認とかいって平気で俺の前でも下着姿になったりもするから、あんまりこういう事は気にしないかとも思っていたが――やはり直接、胸に触られるのは嫌いやだったりするのかもしれない。乙羽は前述の通り、命の恩人で大事な相棒だ。嫌きらわれては困る。なので俺は慌あわてて思いつく限りにご機き嫌げん取りの言葉を並べてみる事にした。

「気にするなってのもあれかもしれんが、その、まあ、えっと、ごちそうさまっていうか……その……実に素す晴ばらしかったというか……乙羽って着やせするんだなというか……ああ……いやええと……あの……乙羽……さん？」

「…………」

　やはり乙羽は無言。

「――乙羽？」

「…………」

　尚も黙だまって俯いている彼女の横に、やはり四よつん這ばいで近づいてくと。

「……あんまり観察出来なかった……」

「せんでいい」

　水面下に沈しずんでいった動く水死体の頭部を、名残なごり惜おしそうに見つめている少女にそう告げると――俺は溜息をついてナイフを抜ぬいた。

　コンテナは一辺一メートル程ほどのほぼ立方体だ。見た目よりも分厚いビニールをナイフで裂いて――俺はコンテナを開く。

　中に入っていたのは――

「おお、あるある……！」

　俺は思わず歓かん声せいを上げていた。

　コンテナの中身は――武器弾薬だった。

　具体的には回転弾倉式拳銃リボルヴアと、自動拳銃オートマチツクがそれぞれ何なん挺ちようか、それにそれらに使う弾薬の箱が沢たく山さん。

「ＷＯＬＦとＢＬＡＺＥＲばっかだな……まあ贅ぜい沢たくは言えないんだけどさ」

　どっちも弾薬の製造メーカーのブランド名で――まあ安物だ。

　ＷＯＬＦが確かロシアのメーカーだっけか。弾薬の箱は全部で十個以上近く入っていたが、ウィンチェスターとか、その辺の弾は見当たらない。とはいえ、今の俺達に重要なのは手持ちの武器に使える弾薬かどうかである。とりあえず〈サクラ〉に使える38ＳＰ弾が三箱、百五十発ばかり確保出来たので、俺としては非常に助かった。

　回転弾倉式拳銃の方は――形こそ〈サクラ〉や〈チーフスペシャル〉、〈ディティクティブ〉といった定番の名銃に似ているが、いずれも刻印を見るとメーカー名や型番が聞いた事も無いものだったり、製造番号が無かったり。恐らく典型的なサタデーナイトスペシャル――ジャンクガンとも言われる安物だ。

　自動拳銃の方はというと、こちらは全すべて同一機種――ロシア産の小型自動拳銃マカロフＰＭだった。

「そういえば制式拳けん銃じゆう交こう替たいもあって、余よ剰じよう在庫のマカロフがロシアマフィアから流れてきてるって話があったな……」

　ロシア軍の制式拳銃はＭＰ４４３〈グラッチ〉に更こう新しんされて久しいが、ソビエト時代から大量生産されてきた事もあって、マカロフは世界中のあちこちで現げん役えきな上、軍の倉庫から横流しされた分が日本にも流入してきてるんだとか。確かここ何年も、マカロフは違い法ほうな銃じゆう器きの押おう収しゆうでは一位を独走中だった筈だ。昔は中国製のトカレフ自動拳銃のコピー、54式が多かったらしいけども――

「ヤーさんの武装も世界情勢に影えい響きようされるんだな」

　と俺は苦笑した。

　そう。このコンテナ……ヤクザが密輸入した武器弾薬なのだ。

　以前から俺は馴染なじみのガンショップの店員や、ＶＲＦＰＳ仲間で海上保安庁関係者だという人間から、ヤクザはこの手の方法で銃を密輸入するって話を聞いた事があった。

　でもって――最近知り合った別の人から、地元のヤクザが定期的にこの浮標を使って武器弾薬を密輸入していると聞いたので、確認しに来たのである。

　具体的には……外国の船が都市部の港こう湾わん内に入る直前、ほんの数分だけ停てい泊はくして、船員がコンテナを海に『誤って落とし』、ついでにこの浮標に紐を引っかける――ただそれだけの事だ。

　恐らく本来、コレを受け取りに――回収しに来るヤクザは、もう動く死体と化しているだろうから、俺達が代わりに回収して有あり難がたく使わせて貰もらっても、文句を言ってくる奴は居ないだろう。多分。というか、ひょっとしたら、あの紐に絡まっていた死体、あれが本来の『持ち主』だったのかもしれない。

「後は……ってこれ、手しゆ榴りゆう弾だんか!?　おいおい」

　コンテナの一番底に入っていたのは、手榴弾らしき塊かたまりが五つばかり。見た目はこれまたロシアのＲＧＤ－５っぽいけど、文字の印刷も刻印も無いから、密造の複製品か。

　密造手榴弾ってのもちょっと怖い感じがするが……正直、その破は壊かい力りよくは危機的状況を一気に逆転する事だって有り得る。俺は有り難くこれも回収して使わせて貰う事にした。まあ後で一発は試ためしに使って、確かめてみるべきだろうが。

「帰るぞ、乙羽」

「…………ん」

　尚も名残惜しそうに海面を見ていた乙羽にそう告げると――俺はゴムボートのエンジンを再始動した。
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『歩く死者』『死に戻もどり』『動死体』『死人憑』『Ｚ』『ゾンビ』

　死してなお動き、生者に襲いかかる人間のなれの果て。

　自じ称しよう『ゾンビのプロ』こと樹堂乙羽によると……本来それはヴードゥ教の司祭ボコが死者にある種の蘇そ生せい処置を施ほどこし、農園など使し役えきする為に奴ど隷れい化した存在だったのだという。

　勿論それは単なる民間信しん仰こう――いわゆる迷めい信しんの一つだった。

　死体が動く筈が無い。

　いや。更さらに正確に言えば多た細さい胞ぼう生物、高等生物の肉体が、個体としての死亡後も統合的に制せい御ぎよされて動くなどという事は、理屈の上ではあり得ない。

　ましてや二本の足で目標に向けて歩くなど、絶対に無理だ。

　そもそも二足歩行というのは元々恐ろしく複雑で精せい妙みような行動なのだ。それには平へい衡こう感覚が不可欠であり、それを司つかさどるのは大たい抵ていの場合に内ない耳じと――そこで感じた加速を感覚として処理する脳が機能していなければならない。

　死んで心臓の鼓こ動どうが――循じゆん環かん器き系けいが停止している生物が、そうした複雑な神経系の細さい胞ぼうを統合制御出来る筈が無い。それこそ空想小説における『異世界の魔ま物もの』ならばともかく、散々研究し尽つくされてきた人間の肉体に関して、そんな現象が起こる余地が在るとは考えにくい。

　如何いかにウイルスだ、寄生生物だ、と理屈を付けても同じだ。

　そもそも循環器系が停止しているならば、筋肉を動かす事だって出来ないだろう。しばらくは電気刺し激げきでも与えてやれば、解かい剖ぼうされたカエルの足の様に機械的な収縮はするかもしれないが、あっという間に細さい胞ぼう内ないの栄養を使い切って動かなくなる。

　そうだ。理屈に合わない。

　だから多くの人はそれを空想の産物、迷信の一種、として扱あつかってきた。

　やがてゾンビは恐怖映画において低予算で撮とれる怪かい物ぶつという事で――何しろ役者にそれっぽいメイクを施すだけでいい――重宝される様になり、ジョージ・Ａ・ロメロ監かん督とくの歴史的名作（乙羽談）『ナイト・オブ・ザ・リビ●グデッド』以後、『ゾンビに噛まれた者もゾンビになる』という吸きゆう血けつ鬼き的要素が加えられ、創作物におけるゾンビの『流儀スタイル』が固まっていく。

　ちなみに『ナイト・オブ・ザ・リビ●グデッド』はニューヨーク近代美術館にも所蔵されるカルト・クラシック映画となっているそうで、アメリカ国立フィルム登とう録ろく簿ぼに永久保存登録されているんだとか。

　やがて二十世紀末に発売されたゲーム『バイ●ハザード』や映画『２８日●……』『ワールド・ウ●ーＺ』といった映画では、オカルトではなく科学的な側面からゾンビを説明しようとする側面が加わってくる。

　こうした作品では放射線やウイルスという科学的な用語で死体が動いて人間を襲うという設定が成されているらしい。

　ただ――俺から言わせて貰えば、『悪あく霊りようの仕し業わざ』だの『悪あく魔まの仕業』だのというオカルト用語がただ『ウイルスの仕業』だの『寄生虫の仕業』だのに入いれ替かわっただけで、やっぱり死体が歩いて人間を襲うという現象の説明としては無理があると思う。

　だが……俺達の今居るこの現実、いつの間にかもう事実上、滅亡しちゃった世界、そこに問題のゾンビが徘徊しているのは紛まぎれもない事実なのである。理屈に合おうが合うまいが、それはそこに居て俺達に食い付こうとする。同じく死体になって徘徊するのが嫌なら、これに対たい抗こうする手段を考えねばならない。

　具体的にはその『生態』――といって良いのかどうか――を理解して対処せねばならない。夜行性なのか昼行性なのかとか、空間把は握あくは眼でしているのか耳でしているのかそれとももっと別の何かかとか、生者と死者の見分けはどうやってつけているのかとか。

　だから俺達は、余よ裕ゆうが有ればゾンビの行動を観察する。

　個体差はそれなりにある様だが、それでも『概おおむねゾンビの行動とはこういうものだ』という把握が出来れば、対処は随ずい分ぶんと楽になる。

　なので――
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　俺達は道路沿いに建っていたショッピングセンターの前に車を停とめた。

　武器弾薬入手の為に寄った港から離れ、内陸部に向けて半日以上走った後――夜明け前の事である。

「…………」

　おっかなびっくり、俺は車から降りてみた。

　俺達が乗っているベンツのＧクラスは、民間の車両ではあるものの、不整地走行も考こう慮りよした重量級の四輪駆く動どう車しやである。見た目だけでも厳いかつい車だが、実際に非常に頑がん丈じようなので、この中に乗っている限りは割と安心出来る。

　逆に言えば、この車から降りれば、途端に何処かに潜ひそんでいたゾンビに襲われる可能性が出てくる訳で。

「んー……」

　俺は眼を細めて辺りを見回した。

　郊こう外がい型がたショッピングセンターらしく、土地を贅沢に使ってだだっ広い駐ちゆう車しや場じようが設けられている。あちらこちらに自動車が停まっているのが見えたが、とりあえず俺達以外に動くものの姿は見えない。勿論、自動車や植え込みの陰かげに隠かくれている可能性は在ったが。

　今までの経験から分かってきた事だが、ゾンビは、一定まで活動すると、消しよう耗もうを抑おさえる為なのか、腐敗が進行するからか、冬とう眠みん――いや休きゆう眠みんの様な状態に入るらしい。お陰でそういう不ふ発はつ弾だんみたいなゾンビがあちらこちらに座すわり込んだり倒たおれていたりするのだ。

　これに気づかずに歩き回ると、死角からいきなり襲われる事になる。

「……さて」

　俺は先日、手に入れた自動ライフル――〈ライトウエイトストーカー〉のスコープを使って、ショッピングセンターの建物までの道を確認していく。注意深く、ゆっくりと。さすがに完全に陰になっている部分までは見えないが、もし『眠ねむりゾンビ』が居るなら、足の先が見えていたり、腐くさった体液の痕あとが地面に残っている可能性が高い。

「……居る？」

「いや……今のところは確認出来ない」

「……残念」

「残念とか言うな」

　とか何とか――俺の後から降りてきた乙羽と定番ぽいやりとりをしつつ、更に数歩進んで俺は周囲を確認していく。

　入口や窓は破は壊かいし尽くされ、あちらこちらには火災の形けい跡せきも在る。比ひ較かく的てきゾンビ惨さん禍か初期に――未まだ各種防災装置が働いていた時期に起きたのだろう、火か災さい跡あとは全体に回る事も無く、部分的だった。

「博明様、私が確認に行きましょうか？」

　と声を掛けてくるのは、運転席に座っている眼鏡のメイドさんだった。

　そう。メイドさんなのだ。何故なぜか。メイド服着てるし。運転の為か人工皮革の指貫フインガーレスグローブ填めてたりするので、微び妙みようにメイドの格好としては破は綻たんしてるけど。

　彼女の名は植うえ村むら鐵てつ子こさん。

　先日訪おとずれた古こ茶さ花はな邸ていで、ベンツＧクラスや〈ライトウエイトストーカー〉と共に俺達が手に入れた仲間の一人だ。

　メイドさんの格好をしていて、実際、メイドさんなんだけど、古茶花家の一人ひとり娘むすめを護衛する役目も負っていた為、海外の軍人が運営する教室で要人警護目的の戦術訓練タクテイカル・トレーニングを受けており、非常に頼たよりになる女性である。

　先の、地元やくざが拳銃密輸をしているって話も、彼女から聞いたものだ。

　ちなみに年ねん齢れいを聞いてみたが、満面の笑みで回答拒きよ否ひされた。眼鏡の奥おくの眼は全く笑っていなかったけれども。

「いえ、俺おれが行きます。植村さんは、いつでも走れるように、ここに居てください」

　植村さんにそう言うと、俺はもう一度、今度はライフルを下ろして自分の眼で辺りを見回してみる。高い倍率のスコープは狙そ撃げきには良いが、どうしても視野が狭せばまるのだ。

　やはり――居ない。大だい丈じよう夫ぶか。

「このまま一気に中に入ってみるか」

　周囲への警けい戒かいは怠おこたらず――俺は前まえ屈かがみの状態で壊こわれた入り口まで走る。

　あちこち焼やけ焦こげているが、まだ頑がん強きようそうな入り口脇わきの柱に辿たどり着つくと、背中を預けて、一つため息をついた。ここまででゾンビの姿は見ていない。

「やっぱりもぬけの殻からなのか？」

　銃じゆう口こうを店内に向けながら、侵しん入にゆう――辺りを見回す。

　中は結構……暗い。

　入り口やあちこちから光は入ってきているが、闇やみが凝っている場所も少なくない。植村さんから貰った小型のマグライトを左手に逆手で構え、その上に〈ライトウエイトストーカー〉の銃じゆう床しようの先せん端たん部分を載のせた。警察の突とつ入にゆう作戦でよくやるライトの構え方である。軍だと普通のライトを使わずに、ヘルメットに取り付けた暗視装置で対応するのが基本だが、生あい憎にくとそんな便利なものは此処には無い。

「…………」

　それにしても本当に静かな場所だ。

　耳を澄すませても聞こえてくるのは――

「――博明さん」

「ひぐわぁっ!?」

　いきなり背後から声を掛かけられて、俺はみっともない悲鳴を上げていた。

　慌てて振り返かえるとそこには、愛用のショベルを携たずさえた乙羽と――そして、その隣となりには長い栗くり色いろの髪かみをした、美しい御お嬢じよう様さまが立っていた。

　俺に声を掛けてきたのは、この御嬢様の方だ。

　整った目鼻立ちに上品な仕草が非常によく似合う。栗色の髪も脱だつ色しよくや染せん色しよくではなく地毛である様で、斑まだらも無くとても美しい。ただそこに立っているだけで、こう、周囲の空気まで変えてしまいそうな女の子だった。

　ただしその手に携えているのは、無骨な小しよう銃じゆう――レミントンＭ７００なのだが。

　古茶花篠しの。

　ＶＲＦＰＳゲーム〈ストラグル・フィールド〉において俺の相棒役を務めていた狙そ撃げき手しゆであり、見た目通りにイタリア人の母と貿易商で日本人の父の間に生まれた、御嬢様だ。

「な、なんで、車に残ってた筈はずじゃ？」

「すみません。やっぱり心配になって……」

　ライフルを手にしつつ篠さんは少しはにかむ様な笑みを浮かべた。

　おおう。か……可愛かわいい！　もともと黙って佇たたずんでいると、もうそれだけで見とれちゃう位に美人の篠さんだが、ふと垣かい間ま見みせる、少し子供っぽい表情がもの凄すごく愛らしい。

「私はその……博明さんの相棒……ですから」

　しかも……なんて言ってきて。

『相棒』って言葉を『彼女』とか『恋こい人びと』とかに置おき換かえても違い和わ感かんが無い位の恥ずかしがり様で――これがまた激げき烈れつに可愛らしくて。ああもう。どうしてくれようか。

　などと俺が考えていると。

「博明は私の相棒」

　と篠さんの隣で乙羽がショベルの柄えで自分の肩かたを叩たたきつつ、そう言った。

　なんか乙羽の眼鏡の奥から放たれる視線が、微妙にきっつい感じがするのは気のせいか。気のせいですね。気のせいじゃないと怖いよ。

「博明一人だと心配」

「……そ、そうですか」

　随分と乙羽に鍛きたえられて、対ゾンビ戦には慣れた積もりだったが――今ひとつ信用されていないという事か。まあ無理も無い。

　俺は苦笑しつつも、結局、三人で店内に入る事にした。なんだかんだで『相棒』が隣に居るのは心強い。それがどっちも女の子というのが、男の子の俺としては情けない感じだが……実際に二人共優ゆう秀しゆうなスキル持ちなので俺としては文句のつけようが無いのだ。

「がらんとして、寂さびしい感じですね」

　と篠さんが店内を見てそう評する。

　俺と乙羽は食料調達の関係で、この手の状態になった建物を幾いくつも探たん索さくしてきた経験が有るが……篠さんからすれば、初めて見る光景なのだろう。沢山の人が居て当たり前の風景が無人になっている状態というのは、かなり不気味だ。

「襲しゆう撃げきの跡あと。これはゾンビによるものじゃない」

　と乙羽が言って床ゆかを指さす。

　そこには明らかにバイクのものと思おぼしきタイヤ痕がくっきりと残っていた。

　ゾンビはバイクには乗らないだろう。だとするとこれは――

「ここを襲ったのはゾンビだけじゃない？」

「暴徒化した人間が物資を求めてこの種の店を襲うのは、ゾンビものの定番」

　と篠さんの問いに淡々と乙羽が答える。

「…………」

　篠さんの表情が、わずかにだが引き攣つるのが見えた。

　ゾンビ惨禍の最中、一番洒落しやれにならない混乱期を、俺や篠さんは部屋に引きこもる事で、あるいは家に立てこもる事で、やり過ごした。だからこうした極限状じよう況きよう下での人間の醜みにくい争いを実際に見てはいない。篠さんに至っては、むしろ正反対――自己犠ぎ牲せいによる気高い親の愛情を目まの当あたりにして生き延びてきた。

　だが……乙羽は、むしろそんな状況を、その身一つで生き延びてきたのである。

　ゾンビ映画の定番らしいので、知識としては勿もち論ろん有ったのだろうが、彼女は恐おそらく実際に人間同士が醜い争いをしている現場をその身で体験している。生きた人間同士が浅ましく食料や物資を巡めぐってお互たがいを蹴け落おとし合い、あるいは殺し合う様な場面を。

　未だ十代の女の子が……だ。

「乙羽……」

「なに？」

　声を掛けても彼女はいつもの様に無表情、平然としている。

「いや、何でもない。それより――これが人間の襲撃だってんなら、此こ処こに残っていた人間はどうなったんだ？」

「死ぬと自動的にゾンビになるから、ここにまだ残ってる可能性はあり」

「……嫌な情報をありがとう」

　うんざりして俺はそう言った。

「ですが、それならもう出てきてもおかしくありませんか？」

　篠さんの指し摘てきももっともだ。

　俺達は喋しやべりながらも歩いている為ため、既すでに結構、奥にまで進んでいるが、未だにゾンビと遭そう遇ぐうしていない。前述の休眠状態ゾンビがそこらの物もの陰かげに居る可能性は有るが、それなら俺達の話し声や匂においに気づいて起き上がってきてもいい筈である。

「博明。ゾンビは生前の行動をなぞる傾けい向こうがある――覚えてる？」

　と乙羽がふと何か思い出したかの様に声を掛けてくる。

「覚えてるよ」

　俺の両親や、スーパーで品出ししてたゾンビ……等など々など、今一つ理由は分からないが、俺が目もく撃げきしてきたゾンビは、大抵が生前の、習慣的な行動をなぞっていた。

　人間には肉体記き憶おくなんてものもあるという説が有って、臓器移植手術を受けた人間の味の嗜し好こうが、臓器提供者のそれに変わってしまった……なんて話も有る。脳は神経細胞の塊な訳だけど、神経細胞そのものは全身に在るので、肉体の方でもある種の記憶を保持している可能性ってのが指摘されていたのだ。

　まあそこまで難しい話でなくとも、昔から『身体からだで覚える』なんて考え方もある位だから、繰くり返し繰り返し行っていた動作を、脳が死んでも身体が覚えているってのは理解し易やすい話である。

「ここに集まるゾンビ、つまりショッピング・モールに居るのは、店員や客……」

　乙羽はぴっと指を一本立てて見せながら言った。

「つまり、まだ開店前なので、居ない」

「…………いや。あのな」

　確かに時計を見ると未だ朝の七時だから、ショッピング・モールが開く時間じゃないのは確かだが。いくら何でもそんな理屈――

「なるほど。それでゾンビがいなかったんですね」

　と納なつ得とくの表情で頷うなずく篠さん。

　いや、いやいやいや！　ちょっと待ってお二人さん!?

「それ納得する所じゃないし！　ってか、乙羽もドヤ顔してんじゃねえよ！」

　乙羽が無表情なのは変わらないのだが……もう一ヶ月以上一緒に行動しているので、口くちの端はしとか、目め尻じりとか、そういう細かい所を見ていれば、このゾンビマニア少女がそこはかとなく得意げなのは分かる。

「では、出庭博明博士による、納得のいく説の開示を要求」

「誰だれが博士だよ。っていうか説ってお前――」

　そんなのは無いのだが。なんだこの敗北感？

　俺がどう言い返してやろうかと頭をひねっていると。

「…………」

　静まりかえった通路の――奥。

　そこから聞き慣れた呻うめき声ごえが漂ってきた。

「……居るじゃん」

「……徹てつ夜や残業？」

「死後も残業か」

「世せ知ち辛がらい世の中」

　そんな会話を抑えた声で乙羽と交かわしつつ、俺は篠さんに頷いて見せると、手で指示を出してフォーメーションを組む。

　前衛――切り込み隊長は本人の希望も在って白兵戦装備――ショベル持参の乙羽。俺は十歩ばかり後ろから銃で支し援えん。殿しんがりは篠さんで後方の警戒。

「……声からして、相手は一人」

　足音を殺し、猫ねこの様に背中を丸めながら進んでいく乙羽。

　もう何度も戦っているし、彼かの女じよなら大だい丈じよう夫ぶだと分かっていても、やっぱり緊きん張ちよう感で手に汗あせが滲にじんでくる。俺は生なま唾つばを飲み込んでから声を掛けた。

「気をつけろよ。罠わなの可能性だってあるからな」

　ゾンビが罠を仕し掛かけるとは思えないが、乙羽がホームセンターでしていた様に、以前立たて籠こもっていた連中の仕掛けたものが残っている可能性は有る。

　だが――

「……博明。来て」

　廊ろう下かの奥にまで達した乙羽は――俺おれ達たちの方を振ふり返って手招きしてきた。

　身を伸ばし、ショベルも構えず、既に警戒を解いている感じだが……

「大丈夫なのか？」

　俺と篠さんは互いに顔を見合わせてから、彼女の方に近づいていく。

「一体何が……って」

「ひっ……！」

「……うわ……これはひどいな……」

　廊下の奥、曲がり角の所で俺達が見たのは――上半身のみで床に転がっている女性のゾンビだった。どうも比較的、最近に『転化』したのだろう。身体は腐敗している様子は無いし、顔には未だ、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねが引っかかっているのが見えた。

　恐らく事故か何かで、下半身が破壊されてしまったのだろう。切断図からは、おびただしい出血と共に、腸などの内臓がはみ出している。お陰で一目でゾンビと分かるが、黙ってその辺に立っていたら、生存者と見分けがつかなかったかもしれない。

「……ん？」

　そのゾンビにはもう一つ、奇き妙みような特とく徴ちようが有った。

　大量にお菓か子しを抱かかえているのだ。着ているジャケットのポケットにも、お菓子が詰つめ込まれてぱんぱんに膨ふくれあがっているのだが、それだけでは足りないとばかりに、両りよう腕うででお菓子の袋ふくろを、幾つも抱え込んでいる。抱え込みきれなくて、幾つかは周囲に散らばってしまっていたが。

　自分で喰くう為に？　いや、まさか。

「上半身だけでも動くんですね……」

　と篠さんが怯おびえの滲む声で呟つぶやく。

「頭を潰つぶさない限りは、動くのが定番」

　と乙羽がショベルの先でゾンビを軽く突つきながら言う。

　下半身が無いので動き回る事が出来ないし、起き上がる事も出来ない。腕はお菓子を抱えたままで使えない。ゾンビはゾンビだが、不用意に近寄ったりしない限り、あまり脅きよう威いにはなりそうになかった。

「この方、ずいぶんと外国のお菓子を抱えてらっしゃいますね？」

　ふと篠さんがそんな事を言ってきた。

「これって皆みんな……輸入ものですよ」

　と指摘されて気づいた。確かに書かれている文字が全部――英語だ。ついでによく見直してみると、チョコレート関係がやたらに多い。

「バレンタインデイに義理チョコを沢山配る人だったんでしょうか……？」

「んな訳ねえし」

　と思わず篠さんにも乙羽と同じ調子で突っ込んでいる俺。

　容姿といい中身といい、ほぼ完かん璧ぺきな御嬢様なんだけど、篠さんは篠さんでどっかズレているところがあるのだ。そこが可愛かったりもするが。

「でもこんなに沢たく山さん抱かかえて、一体――」

　篠さんが身を屈かがめて、床に落ちているお菓子の袋を一つ、手に取ろうとする。

　その瞬しゆん間かん――

「ゥォオァァアアガァァアァッ！」

「きゃっ!?」

　歯をむき出しにして、今までになく威い嚇かくを示すゾンビ。

　まさかこんなにいきなり、怒おこる――そう怒るだ――とは思っていなかった俺達は、一いつ瞬しゆん、対処が遅おくれた。ろくに動けないゾンビだと侮あなどっていたせいもある。

　ゾンビが、いきなり床から跳はねた。

　篠さんの目の前に落ちるゾンビ。腕うでが伸びて彼女の足首を掴――

「――お嬢じよう様さまッ！」

　叫さけび声ごえが響ひびく。次の瞬間――轟ごう然ぜんたる銃じゆう声せいと共に、ゾンビの頭部はまるで赤黒いペンキを詰め込んだ水風船の様に弾はじけ飛とんだ。

「――!!」

　びしゃりと血と脳のう漿しようと骨片が床にぶちまけられる。

　上うわ唇くちびるから上をまとめて吹ふき飛ばされたゾンビは、そのまま仰あお向むけに倒れた。

　遥はるか彼方かなたで一いつ瞬しゆん遅おくれて――思い出したかの様に、かちん、と硬こう質しつな音を立てるのは、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきで吹っ飛ばされた銀縁眼鏡の残ざん骸がいだろう。

「ご無事ですか!?」

　モスバーグＭ５００散さん弾だん銃じゆうを油断無く構えたまま駆かけ寄よってくるのは、言うまでもなく植村さんだった。よく見ると右手の指の間に散弾の実包を二発挟はさんでいる。

　おお!?　――コンバット・リロード！

　軍用ショットガンでしばしば行われる撃うち方かたで、弾倉に頼らず、一発ずつ排莢孔から実包を放ほうり込んで撃つ方法だ。散弾銃は色々な弾たまが有るが、この方法なら一発ずつ弾の種類を随ずい時じ選んで撃ち分わける事も出来る。

　植村さんは、彼女から見て篠さんの向こう側に居たゾンビを撃つのに、散弾ではなく、鹿しか狩がりなんかに使われる一発弾――スラッグ弾やサボット弾――を使ったのだろう。散弾では篠さんに当たる可能性が有るからだ。

「植村さん――どうして」

「申し訳ありません。皆みな様さまが帰って来られるのが遅おそいので、心配になりまして」

　乙羽の問いに――もう脅威は過ぎ去ったと見たのか、植村さんが銃を下ろして言った。

　俺も改めてゾンビの方を見てみるが、綺き麗れいさっぱり頭部の殆ほとんどを取り除かれたそれは、もはや、痙けい攣れんもしていない。

　どんな拳けん銃じゆうやライフルよりも口径のでかい散弾銃の一発弾は、射程距きよ離りこそ短いものの、制圧力……いわゆるストッピング・パワーが異常にでかい。ゾンビの頭部を着弾の衝撃で破壊した上で、ごっそりえぐり取っていったのである。

　お陰で篠さんの身体には殆ど血や脳漿が付いていない――のだが。

「――確かく認にん」

　そう言ってしゃがみ込み、いきなり篠さんの服を脱ぬがせようとする乙羽。

「ひゃっ!?　ちょ、ちょっと乙羽さん、何を!?」

「脱いで」

　と下から篠さんを見上げつつそう命じる乙羽。

「噛かまれていたら――引っかかれていたらゾンビ化する可能性」

「いやちょっと待てお前は!?　それってこの場で言うことか!?」

「処置が早ければ、傷のついた四し肢しを落とすだけで済むかも」

　などと言ってショベルを振り上あげる乙羽。

「『ワー●ド・ウォーＺ』で見たから。ウイルスが回りきる前に切除。一瞬を争あらそう」
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「や――やめっ……!?」

「引っかかれてない！　触ふれてない！　俺見たから！　間ま違ちがいないから！」

　背後で植村さんが散弾銃を構える気配を感じつつ、俺は必死にそう叫んだ。

「……そうなの？」

　ショベルを下ろして首を傾かしげる乙羽。

「触さわられてないと……思います……」

　と篠さんも訴うつたえる。

「そう。良かった」

「いや、お前な……」

　俺は長いため息をついた。

　乙羽の判断力、決断力の高さは頼たのもしい限りなのだが、その感覚が常人のそれとは乖かい離りしすぎていて時々、怖こわい。ゾンビ対策に限っては彼女が正しい場合が殆どだが、だからといって土ど壇たん場ばでその判断を違和感無く受け入れられる者ばかりじゃない。

　乙羽が篠さんの足をショベルで切り落としていたら……それが篠さんを救う唯ゆい一いつの方法だと説明する前に、植村さんが乙羽を射殺していただろう。

　ああくそ、心臓に悪い……

「すみません、植村さん――篠さんと先に車に戻っていてください」

「承うけたまわりました」

　植村さんは頷くと、篠さんと共に通路を引き返していった。

「……お前さ」

　俺は改めて乙羽に向き直って言う。

「もう少しこう……配はい慮りよっていうか……他人の気持ちを考えた行動をだな？」

「早期発見、早期対処、これ大事」

「そうかもしれねえけどさ。そもそも俺の前で、女の子の服をひん剥むこうとするなよ」

「…………」

　ぱちぱちと、眼鏡めがねの奥で不思議そうに眼を瞬まばたかせる乙羽。

　あ。これは分かってない顔だな。

「だからその、見る方も見られる方も恥はずかしいっていうか」

　そもそも傷の確認にしても、口頭で説明して篠さんが納得すれば、どうとでもなった訳で。勿論、もし本当に傷が付いていたら、一瞬を争う事態――というのは分かるのだが、相手にろくな同意も得ないままに服を脱がそうとしたら、そりゃ揉もめるのも当然だ。

「お互い、何度も確認したけど。恥ずかしかった？」

「恥ずかしくないとでも思ってたのか」

　乙羽と出会った日以後も、俺達は毎日の様にお互いの身体の確認をしていたが、早々に懲こりた俺は、先まず俺が脱いで乙羽に確認させ、その後で乙羽を俺が確認するという方法をとる事を提案した。

　これならまあ、ズボンさえ脱がなければ俺の息子むすこがアレな状態になっているのを見られずに済むし。乙羽は乙羽で、俺の息子がアレな状態になっているのを見ると赤面する癖くせに、俺に下着姿を見られる事は全く気にしていない様子だったので、この方法でしばらく穏おん便びんに来た訳だが。

「でも博明は平気に見えた」

「全然平気じゃないっての。十代男子の……せ、性欲、なめんなよ」

「でも――」

「これでもやせ我が慢まんしてんだよ、最初の日みたいな醜しゆう態たいさらしたくないからな」

「…………」

　乙羽は束つかの間ま、何か考え込む様に瞬きを繰り返していたが。

「……そっか。それならいい」

「いやまて、何がいいんだ何が」

「まあ、その、色々」

　と珍めずらしく口ごもる乙羽。

　ちょっとその顔が赤い気もしたが……ひょっとして初日の、俺の息子が（以下略）でも思い出しているのか。頼むから忘れてくださいお願いします。

「……そういえばさ、乙羽。ゾンビって、生前の行動をなぞる傾向にあるんだよな？」

「例外も色々あるけど」

　俺達が今まで観察してきた限りでは、そういうパターンが多い。

　乙羽によると、そういうゾンビが出てくる映画もよくあるとか。

「それじゃあさ……」

　俺は完全に死体に戻ったゾンビの脇にしゃがみ込んで、お菓子の袋を一つ、手に取った。

「こいつ、こんなにお菓子を抱えて何処どこに行こうとしてたんだろうな……？」
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　なんだかんだでショッピング・モールは空から振ぶりだった。

　既に大したものは残っていなかったのだ。

　食べ物は自じ販はん機きの中に至るまで全すべて空っぽ。ゾンビの抱えていたチョコレートも、包装されているとはいえ、ウイルスだの菌きんだのが付着している可能性が有るとなると、食べるのを躊躇ためらってしまうから、その場に残してきた。

　バックヤードに辛かろうじて残っていた衣類、主に下着類と、靴くつ、それに百均ショップで確保した雑貨諸もろ々もろが戦果の全てだった。

　俺達は数少ないそれらを車に積み込むと、出発した。

　目指すは郊こう外がい。都市部はむしろ色々な意味で危険だからだ。

　で――

「…………っと」

　俺は助手席で昨日手に入れた武器の手入れ――というより分解して作動確認を行っていた。回転弾だん倉そう式はまあ滅めつ多たな事で作動不良を起こさないからいいが、自動拳銃は、ぱっと見た限りじゃ分からない不具合を抱えている事も珍しくない。

　百均ショップで調達してきたプラスティックの料理トレイの上に、大おお雑ざつ把ぱに分解したマカロフを置いて俺は各部の作動を確かめていた。

「見た限りじゃ大丈夫そうだけど――後で試射してみるか」

「それが良いと思います」

　と言ってくるのは運転中の植村さんである。

「マカロフは頑強な軍用銃ですから、そうそう不具合は出ないとは思いますが」

「そうですね」

　ちなみに乙羽と篠さんは後部座席。

　乙羽はいつもの様に無表情に座っているが、篠さんが先さき程ほどの一件で相当に消耗したのか、乙羽に寄りかかる様にして眠っている。

　乙羽に足を切り落とされかかったのだから、もっと彼女の事を危険視して警戒してもおかしくないのだが――俺が事情を説明すると、篠さんはすんなりと納得してくれた。

　見た目通りの素す直なおな良い子である。

「…………」

　乙羽は乙羽で、寄りかかってくる篠さんを、起こしたり押おしのける訳にもいかない様で……むしろ篠さんの頭が肩から滑すべり落おちそうになると、片手を添そえて押さえたりして支えている。元々の乙羽はこういう地味に優やさしい所がある子なのだ。

「なに？」

　ルームミラー越ごしに見ていた乙羽が、俺の視線に気づいたらしく――いつもの様に無表情に問うてくる。

「いや、別に」

「…………」

「しかし篠さんも寝ねちゃってるし、ちょっと早いですけど――何処どこか適当な場所で少し休きゆう憩けいしますか？」

「そうですね。良いと思います」

　と植村さんが頷く。

「植村さんも朝からずっと運転しっ放しだし。乙羽――何処か良い場所在るか？」

「ん……」

　乙羽はごそごそと膝ひざの上に載せていたナップザックを漁あさって、中から道路地図を引っ張り出した。

「ここが適当かも。もう少し西に行った所に――あ。見えてきた」

　乙羽の台詞せりふが終わらない内にそれは俺達の視界の中に入ってきた。

　即すなわち――かなり幅はば広ひろい川が。

「河か川せん敷しきにでも行くってのか？　見晴らしは良いだろうけど――」

「違ちがう。もう少し行ったら多分……見えた」

　と乙羽が指さして示すのは、川の真ん中にぽつんと生じた陸地部分だった。

「まさか……あの中なか州すか？」

「そう。見晴らしもいいし、川は水の流れや川底の堆たい積せき物ぶつのせいで、浅あさ瀬せでも歩きにくい。ゾンビは近寄りにくいし、転んで流されやすい。同時に接近にも気づきやすい」

「なるほど……」

　道理だ。ついでにいえば多分……川の水の音や匂いで俺達の存在が紛まぎれてしまうという利点も有るだろう。

「植村さん、この車であの中州まで行けそうですか？」

「ええ、勿論です」

　そう言いながら植村さんは河川敷に降りるスロープを見つけてそこに車を進ませる。

　大小様々な石が敷しき詰められた河川敷に入ると、Ｇクラスはさすがにがたがたと揺ゆれ始め、眠っていた篠さんが『ふぇ……？』と少し間の抜ぬけた、でも妙みように可愛い声を上げて起きてきた。

「すみませんお嬢様」

「えっと……あ、私眠っちゃってたんですね」

　少し恥ずかしそうに言う篠さん。

「前方に見える中州に車を停とめて少し休憩いたしましょう。川底の泥どろや砂じや利りにタイヤをとられてはまずいので、少し勢いをつけます。揺れますからご注意ください」

　そう言うや否いなや、Ｇクラスは加速――分厚いタイヤが水を撥はね上げながら川へと突っ込んでいく。わずか数秒でＧクラスは中州へと辿り着き、その真ん中で植村さんはエンジンを切った。

「んん…………さすがにずっと乗ってると身体があちこち痛いな」

　言いながら俺が先ず車から降り、続けて植村さん、乙羽、そして篠さんが降りてくる。

　中州は――俺が見たところ、三十坪つぼ程度の広さがあった。川岸で見ていた時よりも広い印象だ。小さめの家なら一軒けん建てられそうである。

　けっこうあちこちに背の高い雑草が生えていて、風に揺れているのが見える。

　俺はとりあえず――念ねんの為にと中州の周囲をぐるりと回ってみたが、水中に潜ひそんでいる様なゾンビは見当たらなかった。乙羽の言う通り岸からゾンビが歩いて渡わたってくる可能性は低いだろうが、上流で川に落ちたゾンビが流れ着く、という可能性を考こう慮りよしたのだ。

　とりあえず此処は安全の様だ。

　ほっと一息ついて俺がその辺に腰こしを下ろそうとすると……

「――博明」

　Ｇクラスの車体を回り込んで乙羽が俺を呼びに来た。

「植村さんが、格かく闘とう技ぎを教えてくれるって」

「は？　格闘技？」

　いきなり何を言い出だすのかこいつは。

　というか――植村さんが言い出したのか？

「私が頼んだ」

　と言う乙羽の後ろから、当の植村さんが姿を現した。

「博明様もご一いつ緒しよされますか？」

「いやいや、植村さん休んでてくださいって」

　どう考えても一番働いているのは植村さんである。

「乙羽！　お前、もう少し人の事を考えて――」

「いいんですよ。それにこれも今後の為ですので」

　と植村さんは嫌いやがる様子も無く微び笑しようしている。

　というか全然疲つかれた様子が無いのだが、どんだけタフなんだこの人は。見た目は本当にごく普ふ通つうの若い女性なのだが、俺おれ達の中では一番――男の俺よりも体力がありそうだ。

「博明――『銃が無かったら俺はただの足手まとい』って言った」

　と乙羽が俺に詰め寄りながら言ってくる。

「そりゃ言ってたけど……」

「良い機会。私も覚える」

「そんな一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるもんでもないんだろうけど――」

　まあでも良い機会なのは乙羽の言う通りだ。

　当たり前だがＶＲＦＰＳでは、あくまで射しや撃げきでしか戦わないので、俺は格闘技はからっきしなのである。ＦＰＳで鍛えた反射神経と筋力だけに頼っていては、確かに至近距きよ離りでの遭遇戦には対処しきれない可能性が高い。

「それじゃあ、植村さん。お疲れの所を悪いですけど……」

「いえ、お気にならさないでください」

　柔やわらかい物もの腰ごしでそう答えると――

「基本は護身術ですから、筋トレだの体力作りだのは省きます。まずは――向かってくる相手に対して素す手でで対応する場合。博明様。真まっ直すぐこちらに来てもらえますか？」

　そう言って植村さんが、俺に手招きをしてくる。

「え？　そっちにで……うわぁっ!?」

　随ずい分ぶんと気楽な物言いだったので、俺も呑のん気きに近づいたのだが――互いの手が届く間合いに入った途と端たんに、俺は植村さんに胸むなぐらを掴つかまれ、そのまま視界がぐるりと一回転した。

「ぐへっ!?」

　地面に雑草が密に生えていた事と――俺が地面に叩き付つけられる直前に、植村さんは一瞬だけ手を引いて俺を浮うかせてくれたお陰かげで、俺は投げられても悶もん絶ぜつせずに済んだ。

「どうですか？」

「ひ、人ってこんなにあっさり投げられるんですね……」

「柔じゆう道どうや合気道は人体の構造学と力学ですからね。無む理り矢や理り力でぶん投げている訳ではありません。ちなみに空手やボクシングといった打だ撃げき技主体の格闘技は、こと、『歩く死者』相手ではあまり有効とは思えませんので、考慮していません」

　蕩とう々とうと淀よどみない口調で植村さんはそう説明してきた。

　まあ確かに殴なぐられても痛がらない、身体の一部が千切れようが、骨が折れようが、平然と向かってくる相手に、生半可な打撃技は意味が無いだろう。

　投なげ技わざの場合でもゾンビをそれで倒たおすのは難しいだろうが、ひっくり返せば、その後は逃にげるなり、思いっきり首を踏ふんづけて脊せき髄ずいを折るなり、対処する為の余よ裕ゆうが出来る。

「――乙羽様。いかがでしょうか？」

　と植村さんが乙羽を振り返かえって尋たずねる。

「うん、動きは悪くない」

　……お前は何様だ。

「ただゾンビ相手という事を考えるなら、アレンジは必要」

「といいますと？」

「例えば――」

　といいながら、乙羽が立ち上がった俺に近づいてくる。

　膨れあがる悪い予感。

「おい乙羽――もがっ!?」

「ゾンビが持つ最大の武器は歯」

　と言いながら、乙羽が握にぎり拳こぶしを俺の口へとねじ込んできた。

「というか問題なのは顎あご。爪つめも感かん染せんの危険があるけれど、厚めの服を着ていれば余よ程ほどの事が無い限りは大だい丈じよう夫ぶ。対して顎は噛み付かれると厄やつ介かい。なのでまずそれを無力化」

「もが、もががっ!?」

「なるほど。それは効果的かもしれませんね。ですが、手を直接入れるのは危険では？」

「勿論その通り。本来は厚めの手て袋ぶくろをした上で、道具があれば、そちらを使う。押し込むのは何でも良いと思う。意外に丸めた雑誌が効果的。上手うまくやれば歯を叩き折れる」

「もがっ……もがっ……」

「なるほど。手に入りやすく、使い捨てもしやすいと」

「そう。使い捨てならば感染リスクも減らせる」

「――っていつまでも人の口の中に手を突っ込んでんじゃねえ！」

　乙羽の手を引ひき抜いて俺は喚わめいた。




●




　そんなこんな――で。

　かなり不安な滑り出しではあったものの、植村さん指導、乙羽監かん修しゆうによる対ゾンビ格かく闘とう術講座は粛しゆく々しゆくと行われ、そのまま、ロープを使った各種サバイバル技術なんかの授業になだれ込んで――二時間近く続いた。

　ちなみに万が一の場合に備え、ロープは左右の対岸へと伸のばされ、それぞれ河川敷に突き立てたバールに結びつけてある。俺が何度も川の中で転びながら、対岸まで引っ張ったのだ。ロープを掴めば、川の流れに足をとられる事なく、対岸まで比ひ較かく的てき早く辿たどり着つけるという寸法である。

　まあそういう訳で――筋トレだの何だのは省くと言った植村さんだが、終わった頃ころの俺は、見事に疲ひ弊へいしていた。

「つ、疲れた……全然軽くじゃないし……！」

「それでは、今日はこの辺にしましょうか。博明様、お疲れ様さまです」

　同じように動いてた筈はずなのに、植村さんは汗一つかいていない。

　これがゲーマーと本物の戦せん闘とう訓練履り修しゆう者の差か。

「博明様は筋が良い。きっとすぐに私を越こえられますよ」

「あ、ありがとうございます……」

　お世辞だか慰なぐさめだか知らないが、まあ褒ほめられて悪い気はしない。

「じゃあ私と植村さんは周辺を調べてくる」

　とロープを掴みながら言う乙羽。

「博明はお昼の準備をしてて」

「休ませる気ないのか!?」

　と文句を言ってみたものの、よく考えれば朝から何も食べていない。しかも散々身体を動かした後なので、確かに空腹感はかなり大きくなっていた。

「まあ分かった。気をつけてな？」

「……ん」

　頷くと乙羽と植村さんはロープを伝って対岸に渡っていく。

　二人が概おおむね川を渡り終えたのを確認すると、俺はため息を一つついてＧクラスの後部に回った。食材と――それから調理器具を降ろす為だ。

　だが……

「あ、博明さん」

「篠さん――」

　そこでは既に簡易コンロを降ろして、鍋なべで何やら調理を始めている篠さんの姿があった。

「えっと、乙羽にお昼ひる御ご飯はん作るように言われたんだけど――」

「とりあえずお米はもう少ししたら炊たけますよ」

　と篠さんは笑え顔がおでそう言ってくる。

「先に準備してくれてたのか。悪いな」

「役割分担は当然でしょう。相棒なんですし」

　と篠さんは言ってくれた。

「鐵子さんと訓練をしておられたでしょう？　お疲れでしょうから休んでいてください」

　ああ……良い子だ……何だか泣けてきそう。

「それにしても乙羽の奴やつも人使いが荒あらいぜ」

「そうかもしれませんね」

　と朗ほがらかに笑う篠さん。乙羽が大たい抵ていは無表情なので篠さんの笑顔が余計に印象に残る。

「しかも偉えらそうに監修って言って、あれこれ注文つけてきてさ、本当ここに休憩しに来たのか、って感じだよな……本当、あいつは、初めて会った時から人を荷物持ちに使ったりして容よう赦しやないっていうか」

　などと俺が愚ぐ痴ちをこぼしていると。

「……博明さん、乙羽さんと仲が良いですよね」

　ふと思い出したかの様に篠さんがそう言ってきた。

「え？　そ、そうかな？」

　まあ尊敬も感謝もしているし、険悪な仲という訳ではないのだが。

　言葉の捉とらえ方かたにもよるんだろうけど、『仲良し』か？　と改めて問われると即そく座ざに頷き難がたい部分がちょくちょくある。『友達』と『仲間』のニュアンスの違いというか。どっちかといえば俺が単に、乙羽に振り回まわされているだけの様な気もする。

「昔からのお知り合いなんですか？」

「アイツと？　いやいや、まさか！」

　俺は何故なぜか慌あわてて首を振った。

「長さなら、篠さんの方がずっと長いよ」

「えっ、そうなんですか？　随分と親しそうでしたので、てっきり昔からのお知り合いなのかとばかり……」

「あー……」

　まあ単純な知り合ってからの時間経過ではなく、実際に顔を合わせて接していた時間、あるいはその時間単位の中でもやりとりの密度、を考えると乙羽と親しいのは間違いない。

　正直、女の子とこんなに長く一緒に行動して、自然に接するのも恥ずかしながら初めての経験である。

「乙羽はなんていうのか、ちょっと変わってるっていうか……なんかアイツとは、一緒に居ても緊張しないんだよなぁ」

　最初に思いっきり緊張させられたから、以後は何というか、距離感が掴めてきたというか。乙羽は乙羽でゾンビが絡からまないと色々無む頓とん着ちやくな所があるから、あまり気を遣つかわずに済むという事もある。

「博明さんは、ひょっとして、女性といると緊張してしまうんですか？」

　と首を傾げて篠さんが問うてくる。

「え、ま、まあそりゃ、俺ずっと……その、自宅警備員っていうか……家に居る時間が長かったもんで……」

　俗ぞくに言う『引きこもり』を若じやつ干かん、マイルドな表現にして誤ご魔ま化かす俺。

「それじゃあ……私と一緒に居る時も？」

　と少し身を乗り出して篠さんが更さらに問うてくる。

「え……？」

　いやあの。ちょっと――近いんですけど篠さん。

「私も乙羽さんと同じ女性ですけど……緊張、します？」

「え、あ、ぅあ……」

　恥ずかしながら言葉が出てこない。

　何だこの状じよう況きよう。何て答えれば良い？

「あの、博明さん？」

　篠さんが俺の眼を覗のぞき込みながら言った。

「な、なんでしょう、篠さん？」

「乙羽さんは『乙羽』で、私は『篠さん』なんですね？」

　一瞬、彼かの女じよが何を言っているのか分からなかった。

　あ……ああ……呼び捨てか、『さん』づけかって事か。

　乙羽は何というか、向こうからさっさとこっちを呼び捨てにしてきたから、普通にこっちも呼び捨てにするのが当たり前になった。乙羽もまるで気にしている様子が無いし。

　とはいえ、十代の男女がお互たがいの名を呼び捨てというのは、まあ、その、色々勘かんぐられても当然な気もする。

「前にも言いましたけれど。私も篠、と呼んでくださいませんか？」

「え？　いや、でも」

「私は……その……博明さんと、乙羽さんより前からの付き合いなんでしょう？」

「それはそう――だけど」

　なんか深窓のお嬢様そのまんんまの彼女を呼び捨てにするのは、かなり抵てい抗こうがある――というより勇気が要いる。

「これは不平等です」

「いや、平等とか不平等とかそういう話じゃ……」

「ゲームで組んだ時には普通に名前で呼び合っていたじゃないですか？」

「いやあれは――……てか、篠さんはその、銃とか車とか、恩人だし……」

「乙羽さんの事も恩人と仰おつしやってませんでした？」

「……言いました。はい」

「なら条件は同じ……ですよね？」

　いや条件て。言いたいことは分かるけど――

「でも、篠さんも俺おれの事さん付けだし」

「そうですね。では私も『博明』と」

　いやいやいやいや。待って。なんかすんごい恥ずかしい――

「ですからどうか、私の事も『篠』と呼び捨てで構いませんから」

　そう言って更にずい、と身を乗り出してくる篠さん。

　近い、近いから！　なんか良い匂においとかするし！

「わ、分かった！　分かったから、呼ぶ。ちゃんと呼び捨てで――古茶花」

「乙羽さんと同様、下の名前でお願いします」

「……し、し、篠さ……」

「篠！」

「篠！　篠！」

　なんで連呼してんだ俺は。

　もう何が何だか訳が分からない。だがまあ、呼こ称しよう一つで彼女が喜んでくれるならこっちの恥ずかしさとかはどうでもいい。慣れるまで我慢すりゃ良い事だ。急にお嬢様の呼び方を俺が変えたら、植村さんがどんな反応するのかちょっと考えると怖いけど。

「はい、博明。これからは、私の事をそう呼んでくださいね？」

　とにっこり笑えみを深める篠さ――篠。

「う、うん。分かったよ、篠さ」

「…………」

「――篠」

「はい」

　何故だかやたら嬉うれしそうに頷うなずく篠。

　そうこうしている内に、お米は炊けて、俺達たちはおかずの用意に取りかかる。

　古茶花邸ていから持ち出した食材を利用してとりあえずポトフっぽいものを。キャベツは無いが、保もちのいいニンジンとジャガイモは少し残っていた。肉はベーコンである。こちらはとりあえず調味料を適当に突っ込んで、火が通れば良いので簡単だ。少し火を強めて煮にているとすぐに良い匂いが漂ただよい始めた。

「こうしていると父や鐵子さんと一緒に行ったキャンプを思い出します」

　懐なつかしそうに眼を細める篠。

「あ――ああ、うん」

　未まだお父さんの事を引きずっているのか――と一いつ瞬しゆん、俺は心配になったが。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。博明のお陰です」

　と俺の胸の内を読んだかの様に篠は微笑ほほえんでくれた。

「父の事は、私の中でちゃんと整理がついています。荒あら療りよう治じでしたけど、本当に、博明のお陰です。ありがとう」

「あ、いえ、どういたしまして」

　まあ確かに今思い返せば、ちょっと強ごう引いんだったかとも思う。

　だが結果良ければ全て良しだ。

　それから――俺達はしばらく、揃そろって、ことことと音をたてる鍋を見つめていたが。

「あとは何か付け合わせに……あら？」

「ん？　何の音だ？」

　俺達は顔を見合わせた。

　ガラガラと金属製の何かが転がる音が聞こえる。しかもそれが遠くから段々と近づいてきて――ばしゃんと水音が。何かが川に落ちたのか。

　なんだ？　何かが川を渡って俺達の方に近づいてきている？

「――篠」

「はい」

　生おい茂しげった雑草のお陰で、座すわった状態では音の主の姿は確認出来ない。

　万が一を考えて、俺達は立ち上がらず――しかし膝をついて足あし下もとの銃を手にとり、息を殺して様子を窺うかがった。

　既すでに中州に上がったのか、水音は途と切ぎれ、がらがら音は更に近づいてくる。

「…………」

　俺は〈ライトウエイトストーカー〉を肩かた付けして装填桿ボルトに手を掛かける。

　篠もＭ７００を握りしめると、同じく装填桿に指を引っかけているのが見えた。

　どちらの銃も暴発を警けい戒かいして薬室に弾たまは入っていない。だが優ゆう秀しゆうな射撃手は文字通りに一瞬で装填操作を行って射撃が出来る。ぎりぎりまで待っているのは、自分以外がたてる音にゾンビが反応するのを警戒しての事だ。

　そうして俺達が更に待っていると――

「――え？」

　ぬっと茂みを押し分わける様にして現れたのは、なんと、横よこ倒だおしで転がるドラム缶かんだった。

「な、なんで!?」

「ドラム缶……？」

　と呆ぼう然ぜんとしている俺達の前に、ドラム缶の向こうから、にゅっと乙羽が顔を出した。

「ただいま」

「おお、お帰り――じゃなくて！　何なんだ一体？」

「ドラム缶。知らない？」

「いやそうじゃなくてな？」

　いきなり何をやっているのか。そう問おうとした俺だったが――ドラム缶の陰から出てきた乙羽の首から下を見て言葉に詰つまった。

「な、なんで、おま、そ、そんなにずぶ濡ぬれなんだよ!?」

　いや。濡れるのは川を渡ったから当たり前なのだが。

　彼女は肩からつま先まで全身濡ぬれ鼠ねずみで――しかも服が濡れて身体からだに張り付いて、透すけて見えている。そりゃもう身体の線が浮き出でるどころか、下着の形までくっきりと――『これでもか！』って位に。

「川に落ちた」

　と乙羽はしかし全く自分の姿には頓とん着ちやくしていない様子でそう言った。

「あ、あの乙羽さん、このドラム缶は一体……？」

「拾ってきた」

「なんでだよ!?　こんなデカイの、何に使うんだよ。第一、車に乗らないだろ？」

「使い捨て。持っていかない」

　と言ってから、乙羽は横にして転がしていたドラム缶を立てた。

　そして――

「篠さん」

「あ、はい？」

　ぐちゃぐちゃと靴の中で水音を鳴らしながら、篠に近づいた乙羽は――ガシッと彼女の肩を掴んで言った。

「脱ぬいで」

「へっ!?」
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「――で、俺をまたこうして、こき使うわけだ？」

　燃え上がる炎ほのおに向かって、俺は燃料の枯かれ草くさを次々と放ほうり込んでいた。

　枯れ草と言ってもちゃんと刈かり取とって乾かん燥そうさせたものではないし、この中州に生えていたものだから割と湿しつ度どの高い場所に在った訳で……燃やせばそれなりに煙けむりが出てきて、これがまた目に染しみる。辛つらい。

　だが俺は顔を上げる訳にはいかない。

　これまた川かわ縁べりで見つけてきたらしいＵ字じ溝こう……コンクリート製の、樋といみたいなアレの上に載のっけて作った即そく席せきドラム缶かん風ぶ呂ろには、乙羽と篠が仲良く肩まで浸つかっているからだ。

　勿もち論ろん、水着なんて洒落しやれたものは無いので、二人共素すっ裸ぱだかで。

「あ、あの乙羽さん……」

　と言う篠の声には若干の戸と惑まどいが感じられる。まあ当然だが。

「どうしたの？」

「い、いえ、その……い、いい湯加減、ですね」

「だって博明」

「そりゃ、よかったなあ！」

　半ばやけくそでそう叫さけぶ俺。

　しかし――いくらキャンプみたいだからって、いきなりドラム缶風呂を作らされるなんて思わなかった。まあこの川は水が綺き麗れいな様だし、豊富に水が手に入る場所で、身体を綺麗にしておくのは正解だろう。単純に衛生面の話でもあるが、体たい臭しゆうがきついとゾンビに察知されやすい可能性もある。

「あの……どうして私もお風ふ呂ろに？　乙羽さんだけでよかったんじゃ……」

「むしろ私がおまけ」

　と乙羽は言った。

「篠さんが一人で脱ぐのを嫌がったから、一緒に脱いだ」

「そ、それは、博明さ――博明が」

　と焦あせりの滲にじんだ篠の声が、立ち上る煙の向こうから降ってくる。

　ちなみに二人が服を脱いでいる間は、俺は明後日の方向を向かされていた。

「確かに博明は変態」

「おい、どさくさ紛れに何言ってんだお前は!?」

「生きている証しよう拠こだとか言って、女の子に膨ふくらんだ股こ間かんを見せつける趣しゆ味みが」

「それはお前が脱げっつったんだろうが！　大体そんなの最初だけだ！」

　と思わず喚きながら顔を上げそうになった俺は、慌てて手を掲かかげて自分の顔を覆おおった。

「最初だけって……じゃあ何度も？」

　いや。篠もそこに反応しないように。

「既にお互いの身体を確かめ合った。何度も」

「だからそういう誤解を招く言い方――」

「必要な事だった。仕方なかった。だから――私は」

　と乙羽はいつもの淡たん々たんとした口調なのだが、これがまた、『感情を押し殺ころして告白している』様にも聞こえるので、面めん倒どうくさい。

「そんな。博明が……？」

「ゾンビに噛かまれたり引っかかれたりした傷が無いかどうか点検しただけだ!!」

　もの凄すごい勢いで濡ぬれ衣ぎぬを着せられまくりそうだったので、俺は大声でそう言った。

「そもそも脱げっつったのは乙羽だろうが！　俺はやましい事は何もしてない！」

「やましい事？　やましい事って何？」

　と乙羽が尋ねてくる。

　元々天然ぽい所がある奴だが……こいつ、わざとやってんじゃないだろうな。

「博明が変態なのはともかく。篠さん、少しだけどゾンビの体液を浴びていたみたいだし。ゾンビを寄せ付けないようにという意味では、体臭も出来るだけ落としておいた方がいいし。だから此こ処こでお風呂に入っておくのが正解」

「はあ……あ、ありがとうございます」

「それにしても、篠さん」

　ほんの少しだが――多分、俺でないと分からない程度だが、乙羽の声が変わった。

「胸が大きい……」

「きゃっ!?　ちょ、ちょっと乙羽さん、何を……にゃぅっ！　そ、そんな触さわっちゃ」

「おい、ちょっと待てこら乙羽!?」

　人の頭上で何してる!?

　俺も交ぜ――いやそうじゃなくて！　などと俺が困こん惑わくしていると。

「そ、そういう乙羽さんだって！」

　どうやら篠が反はん撃げきに転じたらしかった。

「結構スタイルがよくて、こことか、こことか！」

「――ひゃう!?　し……篠さん、大だい胆たん……！」

「ち、ちがっ!?　そ、そんなつもりは……！」

　え？　なに？　どうなったの？

　知りたい、すごく知りたい、立ち上がってガン見したい！

　でも迂う闊かつな事するとドラム缶の縁ふちに引っかけてあるショベルで強打されそうで、俺は理性を総動員しながらしゃがみ続けた。

　狭せまいドラム缶風呂の中で美少女二人がナニをしてんだか。

　想像すればするだけ、余計に興奮してしまう。

　ああ。鼻血出そう。まずい。煙の事もあってくらくらする。ここで俺が倒れたらまずいだろう。まずい筈だ。だから何とかしないと。見ないで想像しているから際限なく暴走するんだ。ここはむしろ一いち瞥べつすれば収まる筈だ。そうだ。そうしよう。

　以上、理論武装終わり。

　そして丁度、俺はポケットにコンパクトを――小さな折りたたみ式の鏡を持っていたりする。勿論、屋内戦もこなす兵士の嗜たしなみである。

　これでとりあえず、ちらっと――ちらっと見るだけだから。

　誰だれにしているのかよく分からない言い訳をしつつ、俺はそっと鏡を――

「…………」

　掲げようとした手が、がしっと掴まれた。

「へっ……？」

　横から俺の右手の手首を掴んでいるのは……いつの間に来たのか、植村さんだった。

「…………」

　植村さんがゆっくりと――『駄だ目めですよ博明様』とでも言うかの様に首を振ふる。

　いやあの。分かりましたから手を離はなしてください。すげえ痛いです。女の細ほそ腕うででどんだけ握あく力りよくあんだよこの人は。

　でもって――

「……博明」

　と名を呼ばれたのでつい、反射的に上を向いてしまう俺。

　するとそこには、タオルを引っかけたドラム缶風呂の縁に寄りかかる様にして、こちらを見下ろす乙羽と、そして篠の顔が在った。

「やはり変態……」

「博明――」

「い、いや、これは……」

　ぽろりと植村さんに掴まれたままの俺の右手から鏡が落ちて。

　ああ、もう完全に言い訳がきかない状態に……!?

「ま、待て乙羽！　これはちょっとした出来心であってだな……！」

「問答無用」

「ぅあちちちちちちちちっっっ！」

　そうして、俺は乙羽がショベルで掬すくったお湯を、頭から浴びせかけられた。
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　なんだかんだで――入浴と昼食の後。

　俺達は車のボンネットに周辺の地図を拡ひろげながら、今後の移動先について相談していた。

　とりあえずは郊こう外がいに向かって移動してきた訳だが、既にこの辺りは自然が多く、市街地からは外れている。道路沿いに建っているのは平屋の民家も多く、時折、何かの倉庫や施し設せつの建物が見受けられる程度だ。

　ゾンビ惨さん禍かも一段落ついたのか……あまり見かける事は無い。勿論、民家がある以上、そこに人が住んでいたのは間ま違ちがいないので、油断は禁物だが。ひょっとしたら民家の奥おくで『眠ねむりゾンビ』になっているのかもしれない。

　ともあれ――

「なあ、乙羽。この周辺に潜んでいるんじゃ駄目なのか？」

　俺は改めて中なか州すの周囲を見回しながら言った。

　むしろこの場は理想的な様にも俺には思える。水も豊富に手に入るし、その気になればすぐにベンツＧクラスで道路に出る事も出来る。先さき程ほど、川には魚が泳いでいるのも見えた。あれを釣つる事が出来れば保存食料の消費を減らす事も出来るのではないか。
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「駄目」

「なんでだよ？　この辺の何が問題なんだ？」

「……ここ」

　乙羽が指差したのは、川の下流に位置する大きな施設だった。

　即すなわち――

「原子力発電所……」

「なるほど。乙羽様が心配されているのは、炉心溶融メルトダウンですね」

　と植村さんが感心した様子で頷いている。

「最近になってあちこちで再稼か働どうが始まっていましたからね。此処の原げん子し炉ろが再稼働しているかどうかまでは分からないですが」

　この二十年近く、日本の原子力発電所の多くは停止状態を続けてきた。

　太陽発電用のパネルや関連設備が安くなった事に加えて、電力を融ゆう通ずうし合うスマート電力グリッドも発達してきた事から、旧来の火力発電所を併へい用ようする程度でなんとかなってきたという背景がある。

　だがこの四、五年でようやく、永い不ふ況きようを脱だつした日本は、再び繁はん栄えいの時代を手に入れようと各種産業――特に精密機器製造の充じゆう実じつに力を入れる事を国策とした。そしてその為ために求められる発電量が、年々上じよう昇しようしていくと試算されていたのだ。

　その結果として……俺達が生まれる少し前に軒のき並なみ停止された原子力発電所の再稼働実験が、あちこちで行われ始めた。核かくエネルギーの危険性を訴うつたえる人々は当然ながら一定数居たものの、不況を脱出するという大義名分の前で、彼かれ等らの声が主流になる事は無かった。まあその是ぜ非ひはともかく――

「職員もゾンビになってるんだろうしなあ……」

　原子力発電所は相当な部分が自動化されているだろうし、ゾンビ達は生前に繰くり返していた作業を――仕事を死後も繰り返す傾けい向こうがあるから、今すぐどうこうという事は無いのかもしれない。だがきちんとしたメンテナンスが成されない限り、いつかは炉心溶解は起こってしまうだろう。

「最低でも原子力発電所から半径八十キロメートルは離れた方がいい」

　乙羽は地図の上で人差し指を滑すべらせる。

「そうなるとこの辺りは駄目」

　確かに俺達の今居る場所は、乙羽が大きく描かいた円の中に――原子力発電所から半径八十キロの圏けん内ないに入っていた。

「そうなると、かなり僻へき地ちに移動しないと、難しくありませんか？」

　と植村さんが腕うでを組んで言ってくる。

「それこそ――無人島とか？」

　と言うのは篠である。

　無人島……確かにこの中州の安全性を考えれば、無人島というのは魅み力りよく的てきな選せん択たく肢しの一つである。だがその場合――俺達がそこから出るのが難しくなってしまう。食料や生活必ひつ需じゆ品ひんが尽つきたから、と気軽にショッピングセンターやホームセンターに出かける事が出来なくなる訳で。

「船が必要だよなあ。さすがにゴムボートや筏いかだって訳にもいかないだろうし」

　だが人類がほぼ滅めつ亡ぼうする様なゾンビ惨禍の最中で、果たして、使える船がどれだけ残っていて、どれだけ桟さん橋ばしや浅あさ瀬せに係留されているだろうか。

　先に銃じゆう器きの入ったコンテナを回収しに行った時も、港には使えそうな船せん舶ぱくは一つも残っていなかった。壊こわれているか、俺達にはどうしようもない位にでかいかで。

「そもそも泳ぐゾンビが居るかもしれない訳だろ？」

　とりあえず今までは遭そう遇ぐうしていない訳だが。これからも出で会くわさないとは限らない。

「それは勿論。けれど泳ぐゾンビは居ないかもしれない」

　解かい釈しやくの違ちがい、設定の違いによって能力が異なってくる創作物の中のゾンビと違い、俺達を脅おびやかす動く死体達は、そうそう監かん督とくだの脚きやく本ほんだのの都合で能力が変わったりはすまい。ゾンビは泳げないのだと確かく認にん出来れば、無人島への避ひ難なんは選択肢として上位に来る可能性が有る。

「というか、待てよ――そもそもゾンビが泳げないんだとしたら、離り島とうとかでは普ふ通つうに人間が生き残ってる可能性もあるんだよな？」

「それは確かに」

　と植村さんが頷いてくるが――

「今回のゾンビの発生は世界各所でほぼ同時」

　と乙羽が言った。

「原因は不明だけれど、アメリカ、アフリカ、中国、ヨーロッパ、オーストラリア、何処どこもほぼ同じ時期に。日本の様な島国でもゾンビは発生した。それも複数箇か所しよから。離島が無事であるという保証は無い」

「…………」

　俺達は顔を見合わせた。言われて見れば確かに。

　そうでもなければ一週間や十日で世界全土が壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受けたりはしないだろう。

　だが――

「……というか、そもそも、今回のこのゾンビの発生が、ウイルスだかバクテリアだかによるものだとして。なんでこんな世界各地で一いつ斉せいに発生したんだ？」

　伝でん染せん病びようだって、こんな世界中で同時多発的に発生したりはしない。

　新種の病気を、何か世界的に移動する媒ばい介かいがばらまいたとか？

　だが新種の病気？　今まで全く知られていなかった様な、そんな病気が、人じん為い的てきかどうかはさておき、そんな簡単に世界中に広まり得るか？　そんな凶きよう悪あくな感かん染せん力りよくを持っているか？　それだったら既に俺達も感かん染せんしていなければおかしくないか？

　今まであまり深く考えてこなかったが。

　これは本当に――『病気』なのか？　いや。あるいはこれが何処かの軍隊が造り出した生物兵器だったとして。それが漏もれた？　あるいはテロでばらまかれた？　もしくは――

「…………」

　俺おれ達の間に沈ちん黙もくが横たわる。

　やがて――

「いずれにせよ、最終的には無人島に逃にげるのも候補の一つとして考こう慮りよすべき」

　話を一いつ旦たんまとめるように、乙羽はそう言って腕を組んだ。
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　夕暮れ時――俺達は中州にそのまま留とどまり、此処で野営する事を選せん択たくした。

　とりあえず植村さんと篠には車内で休んで貰もらい、俺と乙羽が見張りに立つ。六時間程度で交代し、その上で夜が明ければ再び安全な土地を求めて移動する予定だった。

「それにしても、本当にこの辺はゾンビが少ないな」

　俺は周囲を植村さんから借りた双そう眼がん鏡きようで見回しながら言った。

　怪あやしいものを見つけたら、ライフルに切きり替かえて、スコープで覗くのだが――大抵は見み間ま違ちがいだったり、そうでなければかなりの距きよ離りがあるので、こっちに向かってくる可能性は低そうだったり。

「……うん。ゾンビが少ない」

「なんでそこで不満そうなんだよ」

「油断は禁物」

「分かってるよ」

　度を超こしたゾンビマニアとはいえ、彼女のお陰かげで今まで生き延びてこられたのは間違いないのだ。彼女の言う事には素す直なおに従っておくべきだろう。

「そういえばさ……乙羽」

　更に辺りを双眼鏡で見ながら俺は言った。

「うん？　なに？」

「あー……その、なんつうか今までドタバタして改めて言ってなかったけどな？」

「……なに？」

「別に、その、全く考えてなかった訳でもなくてさ。つまりその――まあ、だから、機会が無かったっていうか」

「……だから……なに？」

　と乙羽の声にほんのりと困惑の色が混じる。

「ああ、だから、その、ありがとうって」

「……え？」

　きょとんとした感じの――いつもの無表情が、若干、驚おどろきで緩ゆるんでいる様子がありありと脳のう裏りに描けそうな感じの声を、俺は背中で聞いた。視線は双眼鏡を通して遥はるか彼方かなたに向けたままで。

　こんなの乙羽の顔を見ながらなんて、とても言えない。

「俺がこうしていられるのも、あの時、乙羽が助けてくれたからなんだなって」

　まあ、最初はショベルでぶっ殺されそうになったけどな。途と中ちゆうも――身体検査の時とか何度かショベル向けられたけどもな。

　それはさておき、俺が何度となく乙羽に助けられたのは間違いない。

　古茶花邸ででも乙羽が駆かけつけてくれなかったら、篠の狙そ撃げきは成功しても、俺は間違いなくゾンビの餌え食じきになっていただろう。でもって篠は親父おやじさんの次に俺の頭を吹ふっ飛とばす事になっていた訳で。

「乙羽のゾンビに対する知識っていうか、行動力っていうのかな？　いや、どっちも大事なんだけどさ、乙羽はその両方を兼かね備そなえてて……それでその……その両方があったから……いや、それだけじゃないか」

　ああ。なんだか上手うまく言えない。どう言えば伝わるんだろうか……？

　どこかに乙羽並みの知識が有った奴もいただろう。

　乙羽以上の行動力を持ち合わせていた奴やつもいた筈はずだ。

　あるいは乙羽の様にその両方を備えていた奴も居たかもしれない。

　だが――

「乙羽がゾンビマニアであってくれて、良かったなって」

「…………え？」

「なんていうか、変に絶望的にならずに済む」

「…………」

　乙羽は、呆あきれた事に――この期ごに及およんでもゾンビマニアとして、この状況を楽しんでいる部分がある。現実にゾンビと遭遇し、その脅きよう威いに何度となくさらされているというのに、『もう嫌いやだ』とか『こんな筈じゃなかった』とか、絶対に言わない。

　元々の性格だからか、小こ躍おどりして喜んだり、げらげら笑ったりはしないが――むしろ彼女は嬉き々きとして状況に対処していく。待ってました、私はこの日の為に生まれてきましたとでも言わんばかりにだ。

　そんな彼女の姿に俺は――そして恐おそらくは篠や植村さんも、救われている部分がある筈だった。現に俺達は明確な希望など無いというのに、悲ひ愴そう感かんや絶望感に押おし潰つぶされず、それどころかキャンプ気分で野営している。

　本当にこれは有あり難がたい事だった。

「本当に、ありがとうな、乙羽」

「……どういたしまして」

　おおう。素っ気ないな。折せつ角かく人が恥はずかしいのを堪こらえて、勇気なんかも振り絞しぼって礼を言ったっていうのに。まあ乙羽らしいといえばらしいのだが。

　そして――

「……私ね」

　しばしの沈黙を挟はさんだ後、ふと思い出した様に……乙羽は言った。

「ずっと……なんだか違い和わ感かんみたいなのを、抱かかえてた」

「違和感？」

「世界に、馴染なじめてないっていうか。自分が変だって自覚はあった。家族にも、学校の同級生にも、変だ変だ、おまえはおかしいってよく言われた。ホラー好きにしても、度を超してるって」

「……まあ、そういう事言う奴居るよな。無責任に」

　自分の分かり易やすい平均的基準を『絶対に正しい』何かの一線だと設定して、そこから外れた者を責める奴。そういう連中に俺も散々、変だの異常だの言われてきた口だ。

「だから嬉しかったっていうか、世界がゾンビで満たされてるのを見て、私の知識が現実で活いきる、自分の時代が来たって、喜んじゃって……でも、それはつまり、私が変だって事の証明でもあった……訳で」

「……かもな」

　中ちゆう途と半はん端ぱに自分の中に残る理性や常識が他人に代わって責めてくる。

　お前はやはりおかしいのだ――と。

　そして『それがどうした』と開き直れる程ほどにはなれなくて。常に頭の片かた隅すみで自分自身に対する疑問や、周囲への罪悪感が居い座すわっている。

　それがとてもとても――疲つかれる。

「だから、なんていうか、博明……」

　乙羽は戸惑う様にそこで一旦、言葉を切った。

　変わらぬ川の水の流れる音が俺達の間を通り過ぎていく。

「私からも、ありがとう」

「……は？」

「こんな私に、ありがとうって言ってくれて、ありがとう」

　ああ。なんというか……分かる。分かる気がする。

「それから、私も何度も助けて貰った。だからそれも、ありがとう」

「あ……ああ、どういたしまして、だな」

「うん。でも本当に――博明が居てくれたから、今、私はこうしていられるし。銃じゆうの知識も、射しや撃げきの技術も、軍隊の知識も、そして咄とつ嗟さの機転も、博明は凄いから」

「そ……そうかな」

　ＦＰＳで培つちかった知識やら技術やらはまあ分かるが、咄嗟の機転なんて言葉が出てくるとは思わなかった。あるいはそれも、ＦＰＳで色々と極きよく端たんな状じよう況きよう下での行動を選択し続けてきた結果なのかもしれないが。

「私では篠さんを説得出来なかった。本当に凄いと思う。ちょっと強引で無む鉄てつ砲ぽうですごくスケベだけども……」

「いや、スケベは余計だろ!?」

　そこは『凄いと思う』で締しめて綺麗に落とそうよ！

「さっき私達のお風呂を覗のぞき見みしようとした」

「ぐっ、それは――」

　まあ事実だが。でもでもだって俺だって男の子だもん！

　……なんて言い訳しても『キモい』の一言で却きやつ下かされそうなので黙だまっておく。

「でも、そういう所も含ふくめて……私も、博明と会えて、良かったと思う」

　ん？　それってどういう意味だ？

　スケベでもいいって事か？　それとも――

「ま、まあ、それじゃあ、あれだな。お互たがい出会えてよかったって事だな」

「うん」

　と背後で乙羽が頷く気配がする。双眼鏡が有って良かった。本当、こんな状態では恥ずかしくてお互いの顔なんてとても見ていられない――……………い？

「どうしたの？」

　俺の様子が変わったのを敏びん感かんに察知したか、乙羽が声を掛けてくる。

「いや……向こうの建物の屋上で……何か動いた気がして……」

　俺は双眼鏡を下ろし、高倍率のスコープを改めて覗き込む。

　それは、川沿いに点在する建物の一つだった。

　民家ではなく、何かの施設なのだろう――コンクリート製で、上にも横にも大きい。一階や二階には窓が殆ほとんど無い事から、工場か、さもなくば何かの研究施設か。

「ゾンビ？」

　と心持ち嬉しそうに尋たずねてくる乙羽。

　いやあの、ゾンビマニアなのは良いけど、突とつ撃げきしないでくれよ？

「かもしれない――けど」

　一瞬なのでよく分からなかったが、何か、動きがゾンビのそれと違ったような。

　俺はスコープの倍率を調整して、更さらに凝ぎよう視し――

「――あ」

　俺は思わず息を呑のんだ。

「どう？　ゾンビだった？」

「いや、違う……生存者みたいだ」

　スコープに切り取られた丸い視界。

　その中に映っているのは……車くるま椅い子すに乗った、女の子だった。
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　桂かつら椎しい子こは悩なやんでいた。

　どうすればこの厄やつ介かいな落下防止柵さくの向こう側に行けるだろうか？

　実の所、問題の落下防止柵はそう背の高いものではない。この研究所の屋上は元々人が上がる事を想定されていない。あくまで太陽光発電パネルが設置された際、整備維持メンテナンス要員が作業する際の、最低限の安全を確保する為に、一いつ緒しよに設けられたものだ。大人の健常者であれば、何の苦も無く乗のり越こえる事が出来る。

　だが椎子にとってそれは、非常に困難な作業だった。

　物心ついた時からずっと車椅子生活で……歩く事はおろか、自分の足だけではまともに立つ事すら出来ない。高さ一メートルを超える鉄てつ柵さくの上じよう端たんは、車椅子に座る彼かの女じよの目線よりも上に在った。

「……足が駄目でも……私には未まだ手が有る……」

　椎子は自分にそう言い聞かせながら車椅子を鉄柵に横付けすると、右手でこれを掴つかんで自分の身体を浮うかせる。続けて左手も鉄柵を掴んで、身体全体でしがみついた。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。私なら出来る。出来るから……ほら、出来た」

　痛い位に柵へと手を食い込ませ、彼女はまるで徒手登壁ボルダリングをするかの様にじりじりと身体を引き上げていく。

　ようやっと顎あごを鉄柵の上端に引っかけ、深呼吸。

　それから更に両手を使って上半身を鉄柵の向こう側へと乗り出す様に――

（あとちょっと……出来る……出来る筈……ずっとそうだったんだから……）

　後は墜おちるだけだ。

（最さい期ごだって……自分一人で……！）

　もう少し。あと少し。

　椎子は、そのまま自分の身体を虚こ空くうへと投げ出すべく――

「おい、そこのっ……やめろ！」

「……っ!?」

　隣となりの棟むねから響ひびいた若い男の声に――椎子は愕がく然ぜんと顔を上げた。

「な、なに……!?」

　研究所は、同じ敷しき地ち内ないに幾いくつか建物が密集して建っている。

　椎子が居る第二研究棟の隣――事じ務む棟とうの屋上に、複数の男女の姿が見えた。

「馬ば鹿かな真ま似ねすんな！」

　そう言いながら男が先せん端たんに鉄棒、いやバールを結びつけたロープを振り回まわして、投げる。それは綺麗な放物線を描いて椎子の居る屋上に達すると、太陽光発電パネルの架か台だいに引っかかって停とまった。

「今そっちに行くからな！」

「…………」

　椎子は困惑しながら自分のすぐ傍そばに引っかかっているバールとロープを――そしてロープを渡わたり始めた男女を見つめる。どうやら十代の若い二人の様だ。この状況下で未だ生き残っている人間が居たのも驚きだが、それが椎子ともそう歳としの離れていない少年少女だった事がまた驚きだった。

　彼等は何処からか逃げて来たのだ。ここまで。

　そして何故なぜか椎子の自殺を、お節せつ介かいにも止めようと――

「何なの………………あっ？」

　男がロープから落ちた。

「ぬわああっ!?」

　――と思ったら一応、命いのち綱づなというか、安全策は用意していたらしい。

　金具か何かで自分の衣装とロープを繋つないでいたのだ。男はしばらくじたばたじたばたと宙づり状態で暴れていたが、後から来た女に引っ張られて復帰。

　そのまま二人は、ロープを伝って第二研究棟の屋上に迫せまってきた。
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「怖っ!?　すげえ怖っ!?」

　思わずそんな泣き言を言いながら俺は、今度こそ落ちないように慎しん重ちように、ロープの上を進んでいく。腕と足をロープに絡からめるようにして、まるで芋いも虫むしが這はう様にゆっくりと。

「博明。早く渡って」

　だが背後から非情にも乙羽が急せかしてくる。
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「無む茶ちや言うな！　お前は怖こわくないのか!?」

「怖い。だから、早く渡って」

「ああもう、なんでこんな事に……」

　植村さんに教わったばかりのロープ術で、ビルとビルの間にロープを渡したまでは良かったが……それだけでは意味がない。実際にそのロープの上を、特とく殊しゆ部隊員よろしく渡るとなると、それはもう、ちびってしまいそうな位に怖い訳で。

　先に一度落ちかけた時によく洩もらさなかったな。偉えらいぞ俺。

　などと自分で自分をほめる事で心を落ち着けようと思ったりする訳だが――

「早くして。揺ゆすらないで。切れるかも」

「淡々と言うなっ!?」

　映画だの何だので見ていると、割と簡単にするすると移動できそうに思えたりするが、とんでもない。ちょっと動くと大きく揺れるわ、気を抜ぬくとぐるんと百八十度ロープの上で回転してコアラみたいにぶら下がらにゃならなくなるわ。一応、落下防止にカラビナでズボンのベルトとロープを繋いではあるものの、怖いものは怖いのである。

「うるさい。早く渡る」

「うわっ!?　押すなよ!?」

「なら早く渡って」

　何という非情さ。ありがとうなんて言うんじゃなかった……！

　などと激しく後こう悔かいしつつ、しかし乙羽にせっつかれ、俺は必死にロープを渡っていく。

　途中、更に二度ばかり手や足を滑らせて落ちそうになったが、カラビナのお陰で、俺は地面に赤い花を咲さかせずに済んだ。

　そして――

「この野や郎ろう、こ、怖かったんだからな！」

　俺はカラビナを外して立ち上がると、今しも落下防止の鉄柵から身を乗り出し、投身自殺しようとしている少女にそう怒ど鳴なった。

「な……なんなの、あんた達？」

　鉄柵の上に乗ったまま少女がそう問うてくる。

　ヤジロベエみたいなもんで、ふらふらと頼たよりなげに前後に揺れている。ちょっと突つっつけばそのまま真っ逆さまに落下していきそうだった。

　本当なら相手をあんまり刺し激げきしないように、距離をとったまま説得を試みるべきなのだろう。だが恐きよう怖ふの余り半ば逆上していた俺は、警けい戒かい心しん剥むき出しの彼女に堂々と歩み寄ると、その、ふらふらと空中に揺れる足を、いきなり掴んでいた。

「ちょっ……な、なに!?　痛い、痛い、放して！」

　上半身をよじって叫さけぶ少女。

　スカートがめくれ上がって、中の下着が丸見えだ。あ。蒼あおと白の縞しま模も様よう。

　いや、そんなものをじっくり鑑かん賞しようしている場合ではなくて。

　少女は見た目以上に握力が強いのか、がっちり落下防止柵を握にぎっていて、ちょっとやそっと引っ張った位では降りてくれそうにない。

「痛い！　放して！　放してって――」

「そうはいくか！　乙羽！」

「任せて」

　同じくロープを渡りきった乙羽は、背中に背せ負おっていたショベルを手に、駆け寄よってくる……って待て乙羽、そのショベルで何を？　俺はこの少女の足を一緒に引っ張――

「――ッ！」

　いきなり――乙羽はショベルを落下防止柵に、それも少女が掴んでいるすぐ傍に振り下おろしていた。がぃん、と耳みみ障ざわりな金属の悲鳴が響く。

　次の瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきがそのまま手に伝わったのか、短く呻うめいて少女は鉄柵から手を離してしまっていた。急に軽くなった少女の足を引っ張りながら尻しり餅もちをつく俺。そこに少女が飛び込んできたのは次の瞬間だった。

　おう。軽いな、この子。

「なんなのよアンタ達！」

　俺が必死に抱だき留とめている間も、少女は手を――腕だけをばたばたと動かし、その一方で足はぴくりとも動かさずに、喚わめいた。

「どうして私の邪じや魔まするのよ!?　放っておいてよ、私、今から死ぬ――」

「痛っ……ちょっ……止めっ……！　ああくそ、何やってんだ、お前は!?　死んだところで、どうだっていうんだよ!?」

　俺の髪かみの毛けを掴んで叫ぶ少女に俺はそう説得を試みるも、相手は益ます々ます激げき昂こうした感じで喚き散らしてくる。

「私が死のうかどうしようが、私の勝手でしょ!?」

「そりゃそうかもしれないけど、自殺なんて目の前で目もく撃げきしたら夢見が悪いんだよ！」

　ただでさえゾンビ化した家族が夢によく出てくるのである。俺には関係ないし、で少女の自殺を放置して、挙げ句にその死体なんて見ちゃった日には、後悔しまくることは必至だった――が。

「死にたいの？」

　と乙羽が不思議そうに尋ねてくる。

「ちょっと待て、待て待て待て、お前は、何をする気だ!?」

　ショベルを振り上あげる乙羽に、少女を背中から抱き留めながら俺が叫ぶ。

「――介かい錯しやく？」

「切腹なしでやるんなら単なる斬ざん首しゆだろそれ!?」

「割と得意」

「知ってるよ！　知ってるから止めろ！」

　何度、乙羽がゾンビの首を飛ばす場面を見てきた事か。

「お前もなんだか知らないが、とりあえず今は死にたくないと主張しろ、そうでないとこいつは本当に首チョンパしかねな…………あれ？」

　そういえば――急に少女が大人しくなったような。

「おい。どうした？」

　と問うてみるが、背中側から少女を抱き留めているせいで、俺は俯うつむく彼女の顔が見えない。代わりに――

「――寝ねてる」

　乙羽が正面から少女の顔を覗き込んで、そう言った。

「寝てる？　ああ、気絶か……？」

　自殺という一大決心をするには、それなりに精神力を消しよう耗もうするのだろう。少女は背後から羽は交がい締じめの様に俺に固定されたまま――気絶していた、らしい。

「はあぁぁ……」

　とりあえず溜ため息いきをつくと、少女と一緒に身を起こす。そこに――乙羽が、少女のものなのだろう、一台の車椅子を押してきた。俺は少女をそこの車椅子に座すわらせた。

「しかし何なんだ、この子……？」

　改めて見てみると、可愛かわいらしい子だと分かる。

　丸顔で多分に幼い印象が強いが、将来美人になるのは確実……そんな感じ。

　先程、俺おれを肩かた越ごしに振り返かえって叫んでいた時は、子こ猫ねこの様に少し目め尻じりが吊つり気味の――気の強そうな両りよう眼めが印象に残った。乙羽とも篠とも違う、何というか……可愛いが、実に傲ごう岸がん不ふ遜そんというか、生意気な感じだ。

　だがその一方で明らかに、この子は自殺しようとしていた訳で。

「しかしどうするよこれ？」

「どうする？　何が？」

「いや、この子、歩けないみたいだけど……」

「そうみたい」

　と車椅子を見ながら乙羽が頷うなずく。

「さすがに綱つな渡わたりしながら車椅子は運べないだろ。それ以前に、人間一人背負って綱渡りも無理だし。こっちの棟の封ふう鎖さ、中から解除できれば良いけど」

　俺達たちは急ぐ余り、篠と植村さんを車の中に残したまま、こちらに来てしまった。

　今にも女の子が飛び降りそうに見えたので、二人を起こす手間を惜おしんだのだ。でもって俺と乙羽は大おお慌あわてで女の子の居る建物に突とつ入にゆうしようとした訳だが……一階はありとあらゆる出入り口が封鎖されていて、全く中に入る事が出来なかった。

　この為に仕方なく俺と乙羽は、外に非常階段がついていた隣の棟の屋上まで駆け上がり、そこからロープでこちらの屋上まで来た訳だが……正直、もうちょっと考えてから行動すべきだったかと後悔している。

「……とりあえず、中を調べるのがいいと思う」

　屋上の端はしにあるペントハウスの方を見ながら乙羽は、そう提案してきた。
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　――不幸な事に記き憶おく力りよくは良い方だった。

　だから余計な事まで覚えている。忘れてしまいたいのに忘れられない。

「椎子。今日からここが、貴女あなたの新しい家よ」

　母親が車椅子を押しながら、椎子を白く無機質な部屋に運び入れる。

　清潔そうだが落ち着かなそうな場所だった。家具の類は壁かべ際ぎわにクローゼットが一つと、その隣に机が一つ。机にはコンピュータ端たん末まつが一式置かれていて……部屋の無機質な印象を更に強めていた。

「貴女はここで、貴女にしか出来ない事をするの」

　母親の顔に浮かぶ笑えみが、なんだか作り物めいて歪いびつだったのを椎子は覚えている。

「貴女は特別な存在。だから、この施し設せつで頑がん張ばって、貴女の力を伸のばして、世の中に役立てて欲ほしいの。ね？」

　まさか嫌だとは言わないわよね？　――と言外で念を押す様な口調だった。

「お母さんは？」

　どう考えてもこの部屋で二人は暮らせない。

　この部屋は家族が揃そろって住む様な場所には見えなかった。白くて清潔で温度管理もされているかもしれないが――多分、此こ処こは牢ろう獄ごくだ。

「大丈夫。いつか必ず迎むかえに来るわ。ね？」

　――嘘うそだ。

　喉のどまで出かかった言葉を飲み込み、椎子は彼女を見つめ続けた。

　そうだ。椎子は記憶力が良い。

　だから覚えている。母親が自分の事をなんと言っていたかを子細漏らさず記き憶おくしている。




　――役立たず。当てが外れた。もうこんな出で来き損そこない、見たくない。




　夜な夜な電話で誰だれかに母がそう愚ぐ痴ちっているのを、椎子は何度も聞いた。

　その『出来損ない』が自分を指す言葉なのだという事も、すぐに理解した。

　母にそう言われる事が、悲しくて辛つらくて……そして椎子はそれが自分が悪い子だからなのだと、自分を責めた。少しでも良い子になろうと、母親に喜んで貰おうと、椎子はひたすらに努力した。

　足が動かない以上は、普通の運動で良い子にはなれない。だからとにかく一いつ生しよう懸けん命めいに勉強したし、その勉強に見合うだけの頭の良さを、幸か不幸か椎子は備えていた。

　飛び級に次ぐ飛び級で、大学を卒業し、十歳にして数百枚の論文を英文で書き上げ、博士号を取り……母に喜んで貰おうと思った。椎子には父が居なかったので、ただ母だけが……母が喜ぶか否いなかだけが全すべての判断基準だったのだ。

　だが――

（精子バンクや人工授精……お金と時間と手間を掛かけて作った子供が『出来損ない』だったら、棄すてたくもなるでしょうね）

　既すでに自分が夫ふう婦ふの愛の結けつ晶しようとしてこの世に生を受けたのではないという事を、椎子は知っていた。椎子は母にとって、輝かがやかしい人生を送る為ために準備して作り上げた道具だったのである。だがそれが『不良品』だと分かって母は大きく失望してしまったのだ。

　椎子は生まれた時から、足が動かない。

　一応の感覚はあるのだが、脳の運動中ちゆう枢すうだか何だかに問題がある様で、どうやって動かせば良いのかすらさっぱり分からない。椎子にとって足は髪の毛と同じだ。そこに生えているのは理解しているが、ただそれだけのものだった。

　いかに頭が良くても、歩けない娘むすめは要いらない、自分が年老いた時にも介かい護ごも出来ない様な子供には意味が無い――母はそう思ったらしい。そんな子供を苦労して育てている暇ひまがあれば、もう一度、『挑ちよう戦せん』して今度こそ自分の思おもい描えがいた通りの『作品』を生み出だす積もりだったのだろう。

「ここは良い所よ椎子。このノースリヴァ社は……」

「世界最先端の技術が結集される、夢の研究施設？」

　それは此処に連れてこられるまでに、飽あきる程に聞かされたうたい文句だった。

　ノースリヴァ社は世界各国に支部を持つ多た国こく籍せき企き業ぎようであり、莫ばく大だいな資本を背に、様々な最先端技術を開発し続ける夢の会社だ。此処に入社を希望する人間はそれこそ、億の単位で居るかもしれない。

　椎子が連れてこられたのは、そのノースリヴァ社の第四日本支部だ。

　ノースリヴァ社は日本全国に十カ所余り――主に郊こう外がいにこうした施設を保有している。

「日本中、いえ、世界中の人が、ここに入って学びたい、ここで働きたい、そう夢見ても叶かなえられない。なのに、椎子はそれを叶えた。凄すごいわ」

「……うん、分かってる」

「だからね椎子。一人になるのは辛いかもしれないけれど、ここで勉強して、立派な人間になって欲しいの。それが椎子の使命なのよ。ね？」

　母親は『椎子は自じ慢まんの娘である』と強調した。自慢の娘の将来を思えばこそ、離はなればなれになってでも最高の環かん境きようで学ばせる事を選択した――そんな彼女の演じる悲劇の母親っぷりは、椎子の目から見ても滑こつ稽けいだった。

（正直に話してくれたらいいのに……お前の事は要らないから、お金で売ったんだよって……そう言ってくれた方が…………）

　奨しよう学がく金きんの名を借りた人身売買。椎子は契けい約やく書しよを見ていないが、恐らく、椎子は今後、死ぬまでノースリヴァ社の為に献けん身しんするという約束が取とり交かわされているだろう。

　その結果として得た金を持って、母は、椎子の妹か弟を産むのだろうか。

　今度こそ失敗しないと、自分に言い聞かせながら――

「じゃあね。頑張って。ね？」

　そう言って母は椎子の前から去っていった。

　その後ろ姿は、ひどく清すが々すがしくて……これでようやく肩かたの荷が下りた、『賭かけ』に負けて背負った負ふ債さいを片付ける事が出来た、と言わんばかりに椎子には見えた。

「…………」

　涙なみだは出なかった。そういう所も可愛くなかったのかと椎子は他人事の様に思う。

　そして――

「こんにちは、貴女が桂椎子ちゃんね？」

　母と入いれ替わる様にして現れたのは、温おん厚こうそうな女性だった。

　胸にノースリヴァ社の社章バッヂを付けており、少し垂れ気味の優やさしい眼の上に銀ぎん縁ぶちの眼鏡を掛けている。

「こんにちは……」

「私は小お原はら紀のり子こ、今日から貴女のお世話をする事になったの、よろしくね？」

「よろしく、お願いします」

　椎子は機械的にそう応じていた。
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　結局……棟の封鎖は解除出来なかった。

　この建物の中は未だ殆どの設備が活きていて、警備関係の装置も稼か働どう中だ。出入りする為には『鍵かぎ』が――どうやらセキュリティ・キーのカードが必要になるらしい。屋上から建物の中には入れたものの、他の階層に行こうとするだけでも、あちこちでそのカードを提示しないといけない作りになっていた。

　仕方なく俺おれは乙羽に頼たのんで、再び隣の棟経由で中なか州すに戻もどり、事の次し第だいを篠と植村さんに説明して貰もらった。その間、俺は問題の少女の様子を見守っていたが、彼女は全く起きる様子が無い。どうやら相当に消耗していた様だった。

　で――

『残念ですがこれは我々にはどうにもなりませんね』

　と植村さんが言った。

　戻ってきた乙羽が持参した通信機での会話である。猟りようの際にこうした省電力型のトランシーバーやヘッドセットを使う事があり……車に一式積んであったそうだ。

　俺達は窓まど枠わくにトランシーバーを置いて、音量を最大にして植村さんと通信していた。

『建物の外を回って調べてみましたが、全く出入り出来ません。こちらは警備装置が生きているからでしょう。明らかに普ふ通つうではありません。軍事基地並です。恐らく大企き業ぎようの、最先端の企業秘密を扱あつかう研究機関か何かではないでしょうか？』

「研究機関……」

　まあ確かにそんな雰ふん囲い気きはあるが。

　だがその場合――どうしてあんな子がここにいるのかという疑問が残る。

　容姿からすれば小学生か、精々が中学生だ。

『何にしても、女の子を救助出来たようで何よりです。その子の具合はどうですか？』

「眠ねむってる」

　と答えたのは、俺ではなく乙羽である。

　女の子は、車椅子の上で気絶したままだ。

『自殺しようとしていたのなら、交代で見張った方が良いでしょうね。どうして自殺しようとしたかは分かりませんが……』

「まあこんな世界ですからね……」

　希望が持てなくて身投げ、というのも別に不自然ではないだろう。

　抜け出せるものならこんな世界から抜け出したいと思うのも自然な事だ。それがたとえ自殺という手段であったとしても。

「あと、この子の名前は桂椎子だって」

　と乙羽が言う。

「どうして名前を？」

「この子の胸に、名札がついてた」

　俺が問うと乙羽は女の子の胸むな元もとを指さして言った。

　確かに掌てのひらサイズの名札が付いている。『２ｎｄ　Ｌａｂ』とついているのは肩かた書がきか、それとも所属か。Ｌａｂ――ラボ、ラボラトリーの略だとすると、やはり此処はどこかの企業の研究所なのか。

『ということは、その子も関係者でしょうか？』

「こんな小さな子が？」

「人は見かけによらない」

　と乙羽。こいつが言うと、確かに説得力があるな。

「……ん……ん……」

　車椅子の上で女の子が身じろぎをする。

　どうやら目が覚めた様だが――

「おい――君？　大丈夫か？　俺達の事が分かるか？」

「…………」

　ゆっくりと眼を開いてから……瞬まばたきを二度ばかり。表情が曖あい昧まいに緩ゆるんだままで、しばらく女の子は自分が置かれている状況がよく分かっていなかった様だが――

「……紀子？　……キース？」

「え？　何？」

　今女の子が口にしたのは誰かの名前か？

　俺と乙羽が顔を見合わせていると――

「違ちがう……だれ？」

　ようやく意識の輪りん郭かくがはっきりしてきたのか、女の子は一度顔をしかめてから、また瞬きを何度かして――それから、そう問うてきた。

「俺は、出庭博明。で、こっちが樹堂乙羽」

「…………」

　とりあえず自己紹しよう介かいしてみたが、女の子は黙ったまま不ふ機き嫌げんそうに俺達を睨にらんでいる。

「ええっと、君の名前――椎子ちゃんでいいんだよな？」

「…………」

　やはり女の子は黙ったまま。何かの偶ぐう然ぜんで迷い込んだ子が、この施設の職員の名札を付けている可能性も有ったから、一応確かく認にんした訳だが――僅わずかに表情が動いた所を見ると、やっぱり桂椎子がこの子の名前なのだろう。

「それで……」

　そこで俺は困った。

　君、自殺なんていけないよ――とか何とか、一いつ般ぱん的てきなお説教をするのは簡単だが、何の事情も知らない俺達が偉そうに何か言えた義理ではない。そもそも何故助けたのかと問われると、『咄嗟に、殆ど反射的に』としか言いようが無いのだ。

「……どうして、私を助けたの？」

　実際――そう問う椎子の声には怒いかりが滲にじんでいた。

「いや。でも自殺は――」

「自殺は良くない？　どうして？」

「どうしてって……そりゃ……親兄弟や友達が悲しむ……」

　ついついそんな定番の台詞せりふを俺は言ってしまったが、それがどうやら椎子の逆げき鱗りんに触ふれた様だった。怒鳴ったりこそしなかったが、椎子はより表情を険しくして言った。

「悲しまない。私は親に売られて友達には棄てられた」

「……え？」

　いきなりとんでもない言葉が椎子の口から飛び出してきて――俺は固まるしかない。

　親に売られた。友に棄てられた。

「ゾンビがこの世界に溢あふれたから？」

　と俺の代わりに問う乙羽。椎子はしかし小さく首を振ふった。

「友達に棄てられたのはそう。でも売られたのはその前。出来損ないだからこれ以上養うのは嫌いやだって――売られた。飼い主の癖くせに安易に生き物を飼って、育てきれなくて、飽きて、棄てる。最低よね。処分くらいしろっていうのよ」

「ちょっ……そんな……言い方……」

　まるで自分が家か畜ちくか、愛玩動物ペツトであるかの様な言い方である。

　恐おそらくは彼女の親が、そういう扱いをしていたからなのだろうが――

「飼い主が処分出来ないから、自分で処分しなきゃならなくなる」

　吐はき捨すてる様に椎子は言った。

「……次は邪魔しないで。人間に生きる『権利』があるというのなら、それを自分の好きに『処分』する権利もある筈はずでしょう？　貴方あなた達たちは何の権利があって私の命の『処分』を邪魔するの？」

　上うわ目め遣づかいに俺達を睨みながら椎子は言った。

　確かに『権利』なら自分の好きに出来る。それが『義務』ではないのだとしたら。

　だが――

「私達にあなたを止める権利は無い。その通り」

　と乙羽が平然と言った。

「ちょ、ちょっと待てよ乙羽！　だからって、見殺しになんて……」

　そう乙羽に抗こう議ぎするものの、俺に妙みよう案あんがある訳でもなし。

　篠の時は、元々の知り合いだった事や、色々と考える余よ裕ゆうが有ったから、説得も出来たが……さすがに初対面の自殺志願者を説得する妙案なんてのは、すぐには出てこない。

　しかもこの椎子という子の絶望は、かなり根深そうだ。人間不信が基もとになっているというか。きれい事を並べても納なつ得とくしてくれるとはとても思えない。となると……

「俺達は今、安全な場所を探して逃にげている途と中ちゆうなんだ。全部で四人。でも仲間は一人でも多い方が心強い。自殺を止めたのは俺達の都合っていうか、利になるからだよ。俺達に手を貸してくれないか？　一緒に行こう！」

　あくまで結果論だが……篠や植村さんの存在は俺達にとって、色々な実利をもたらしてくれている。道徳論でどうにもならないなら実利を強調して説得するのはどうかと俺は考えたのだが――

「私は足手まといにしかならないわよ」

　椎子はそう言って、視線を自分の膝ひざへと落とす。

　車椅子に座ったまま、先さき程ほどから、ぴくりとも動かない二本の足へと。

「この車椅子が無かったら、移動すらも満足に出来ないの。そんな人間を連れて行ける程ほどの余裕が、あなた達に有る？」

「……それは……」

　確かに俺達は、ここからまともに出る事すら出来ないでいるのだ。

　椎子がセキュリティ・キーを持っていたとして、ここから車椅子ごと出る事が出来たとして、しかしその後はどうするのか？　Ｇクラスに車椅子を積む空間は何とか確保したとして、その後は？

「いいのよ」

　ふっと表情を緩めて椎子は笑った。

　彼女はむしろ困こん惑わくする俺を哀あわれむ様な口調でこう続ける。

「私……慣れてるから」

　慣れてるって……何に？　棄てられる事にか!?

「母は出来損ないの私を育てるのが面めん倒どうになって、私を売った。ゾンビ災害が起こったら、此処の職員は皆みんな、足手まといの私を置いて逃げた。第一支部のキースとも連れん絡らくがとれなくなったし、紀子も……」

　不意に椎子の声が揺れる。まずい――と思った瞬間には、もう椎子の中の何かが決けつ壊かいしていたのだろう。ぼろぼろとその大きな眼から涙がこぼれ落ちてきた。

「紀子まで……私を…………」

「椎子ちゃん――」

　その紀子という人が何者なのか俺には分からないが……実の母親に『売られた』椎子の中では、恐らくその人が『他人を信じる』という事についての、最後まで守るべき一線だったのだろう。

　だがその人も、いなくなった。

　だから椎子は誰も信じない。信じられない。

「……大丈夫。言ったでしょ。慣れてるの」

　と椎子は服の袖そでで涙を拭ぬぐって言った。

「だから、私に構わずに行って。自分の事は、自分で決着をつけるから。もうこれ以上は邪魔しないで」

　怒りではなく、嘲あざけりでもなく、苛いら立だちですらなく。むしろ懇こん願がんとも言うべき響きを含ふくんだその台詞に――俺は彼女の中に食い込んでいる絶望の深さを、垣かい間ま見みた気がした。
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　結局――俺と乙羽は、この建物で夜を明かす事になった。

　ノースリヴァ社というのが、この建物の持ち主であるらしい。外資系の会社の様で、建物内の案内図やら各種注意書き、部屋のプレートまで、英語の表記が目立った。

　ちなみに食料はろくに無かったが、チョコレートクッキーが二箱在ったのと――ミネラルウォーターのサーバーがあちこちに在ったので、それで空腹を紛まぎらわせる事が出来た。職員が気持ちよく働けるようにという配はい慮りよなのだろう――水だけでなく、珈琲コーヒー、緑茶、紅茶も選せん択たくできるウォーターサーバーは、最上階だけでも三カ所置かれていた。

「むしろ篠や植村さんも呼んだ方が良かったんじゃ……？」

　明らかに頑がん強きような警備態勢を思えば、中州の車の中よりも遥はるかに安全な気がする。

　勿もち論ろん、さすがに核かくシェルター程ではないだろうから、乙羽が言う様に原子力発電所のメルトダウンが起これば此処も危ない訳だが。

「……にしてもすごい設備だよな……」

　俺と乙羽が居るのは、大量の端末が置かれたコンピュータルームだった。

　元々ホームセンターで暮らしていた頃ころの癖が抜けないというか、こういうモニターだのディスプレイだのが沢たく山さんある部屋は落ち着くのだ。

　ちなみに――椎子の名札はそのままセキュリティ・キーになっているそうだが、それを借りても階下に行く事は出来ないと言われた。扉とびらのロックは外せるのだが、階下には初期にゾンビ化した職員が各階をうろうろしているのだそうだ。この建物の出入り口が封鎖されているのは――そしてこの辺にあまりゾンビを見かけないのは、ゾンビを建物の内に閉じ込めているから、らしい。

　実際……端末のディスプレイは現状、建物内の警備カメラに繋がっているようで、しばしば階下で動き回るゾンビの姿を映し出していた。もっとも各階が割と複雑な構造になっている上に部屋も多いという事で、ゾンビの様子さえ確認すれば、隙すきを見て下まで降りていく事は可能の様にも思えたが――

「エレベーターが使えれば、あの子を車くるま椅い子すごと下ろすこともできるんだろうけどな」

　しかし一階は特にゾンビの密度が高い。

　三基在るエレベーターはいずれも建物の奥おくに位置している。なので車椅子の椎子を連れて脱出する場合――普通に駆かけ抜けるだけでは、瞬またたく間まに歩く死者達に包囲されて、詰つんでしまうだろう。

「ところで博明」

　ふと乙羽が何か思い出した様に声を掛けてくる。

「篠さん……呼び捨てだね」

「…………」

　俺は何故なぜか、悪事が見つかった小悪党の気分で、ぎくりと身を強こわばらせた。

　いや。何もやましい事はしてないのだが。

「いや、まあ、その、乙羽の事、呼び捨てにしてるから、自分もそうしてくれって……彼かの女じよの方からな？　提案があってな？」

「植村さんはさん付け」

「いや、あっちは明らかに年上じゃん！」

　あの人を呼び捨てにする勇気は無いぞ、俺。

「……ふぅん」

　と乙羽は首を傾かしげて俺の顔を覗のぞき込む。

　その顔はいつも通りに無表情で、何を考えているのか把は握あくしにくい。

「それよりも、乙羽。あの子……どうしよう？」

　俺はとりあえず話題を逸そらす事にした。

「どうやったらあの子を助けてやれるだろうな？」

「――無理」

　と乙羽は即そく答とうである。

「お前、そこまではっきり言うなよ……」

「今の私達の能力、今のこの場の状じよう況きよう、考えればとても無理」

「だとしても、あの子はまだ……子供だよ」

　俺の脳のう裏りをふと、弟の良よし朗あきの姿が――それも未まだあいつが小学生で、兄弟仲が良かった頃の姿がよぎったが、まあこれは無意味な感傷だろう。

「見捨てるのは……まずいというか、良くないというか」

「本人の意思を無視する方が失礼」

「死にたいと思う事でもか？」

「それが、あの子の出した答えなら」

　乙羽の口調は小こ揺ゆるぎもしない。

「答えねえ……」

　確かに俺は深くも考えず『死ぬのはいけない』と言っているだけで、懊おう悩のうした末に死を選んだ筈の椎子に対して、説得力があるとは考えにくいが。

「ああ、そうか……正しいとか間ま違ちがってるとかそういうのじゃないのな。俺が、嫌なんだ。それだけだな」

　言って俺は肩を竦すくめて見せた。

　未だ生きている、生きていられる人間に、死んで欲しくない。人が死ぬのが、それを見るのが、辛い。嫌だ。見たくない。ただそれだけの、俺のエゴだ。

「ところで乙羽。さっきから何やってんだ？」

　俺はふと彼女の手元に眼を向けながら言った。

　乙羽は先程から、俺と話しながらもこちらを見ていない。一台の端末の前に座って、何やら手を動かし続けている。

「ネット接続」

「は……？」

「でも上手うまくいかない」

「……見せてみろ」

　言って俺は彼女の後ろに回って端末のディスプレイを覗き込む。

　そうだ。よく考えればそれは試ためしてみるべきだった。

　ゾンビ災害の初期は、自動で各所のサーバーやゲートウェイも維い持じされていた為、俺も何も知らぬままＶＲＦＰＳに耽たん溺でき出来た。

　今ではさすがにぽつぽつと接続が切れる事が多くなってきているし、あまり有用な情報が得られないので、俺もスマートフォンを起動させる事そのものが減ったが……有線ならば未だ使えるかもしれない。

　それに外資系の研究所なら、機密保持にはかなり神経質になっている筈だ。

　データのやりとりは、独自の回線を使って直に――なんて事も考えられる。

　調べてみる価値はあるだろう。それこそ、原子力発電所から離れた位置にこの会社の研究施設が――ここと同等の警備態勢を備えた建物が在るなら、そこを目指して行くのも一つの選択だ。

「パスワードを入れろって」

　画面は入にゆう力りよく欄らんが空くう欄らんのままで止まっている。

「まあ、当たり前だな」

「博明。知らない？」

「知る筈ないだろ」

　と言いつつ、俺はキーボードを自分の所に引き寄せて、適当に幾いくつか打ってみる。

　社名やら何やら、思いつく言葉や数字を適当に入れてみたが、当然、反応なし。

「駄だ目めだなこれは――いや、待て」

　此処の人間なら知っているかもしれない。

「……ちょっと椎子ちゃんに訊きいてくる」
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　表通りが見下ろせる窓まど際ぎわから――椎子は、ぼんやりと一人で外を眺ながめていた。

　等とう間かん隔かくに設置された街がい灯とうの明かりが、時折、通りかかる屍しかばねの姿を照らし、不気味に浮うかび上がらせている。その度に椎子はじっと眼を凝こらしてその様子を観察していた。

「…………」

　何か目的が有る訳ではない。

　ただノースリヴァ社の研究員としてのみ価値を見いだされていた椎子にとって、観察し、考察する事は既に呼吸や食事と同様の行こう為いになっていた。わざわざ意識しなくても自然と続けられる。そうでなければ生きていけない。




「大だい丈じよう夫ぶよ。貴女なら、絶対に出来るから」




　ノースリヴァ社は外資系の企業らしく、徹てつ底ていした成果主義だった。

　椎子には充じゆう実じつした研究環境が与あたえられたが、結果を出さなければそれはあっさりと取り上げられてしまうものだった。潜せん在ざい的てきな才能の有る無しなど関係が無い。途中経過など考こう慮りよされない。企業の重役達の目の前に『これです』と出せるものだけが評価の対象であり、それが無ければ等しく無能扱いされる。

　毎日……常に背中から誰かに追われるかの様にして、椎子は研究を続けた。

　十四歳さいの子供には過か酷こくすぎる日々だ。

　そんな中――彼女を支えてくれたのは、世話役として配された紀子だった。




「凄い。本当に椎子は天才ね！　それに比べて私なんて……眼鏡してるから頭良いとか思われがちなんだけど、そんな事全然無くてねぇ。眼鏡してる女が『デキる』とか勝手に決めつけるの、それって差別よね？　そう思わない？」




　殺さつ伐ばつとした日々の中――紀子の存在がどれ程、椎子の慰なぐさめになったか。

　彼女は椎子の事を、まるで妹の様に、あるいは娘の様に、甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれた。平日は勿論だが、休日も椎子の傍そばで彼女の面倒を見てくれた。

　それが彼女の仕事だから……で片付けてしまうには、過ぎた献身ぶりだった。




「やあ、シイコ。聞いたよ、また第八サンプルの実験……記録を縮めたんだって？」




　そして――椎子を支えてくれた、もう一人。

　ノースリヴァ本社から出向してきた若き重役――キース・ウェイン。

　柔やわらかそうな金きん髪ぱつに、鮮あざやかな碧へき眼がん、彫ほりの深い顔立ち……これぞ西洋人といった印象だった。それに加えて彼かれは、いつも明るく愛あい想そが良く、重役でありながら驕おごった雰囲気の無い、気さくな人物だった。

　複数の日本支部を統とう括かつする役目を負っていた彼は、いつも椎子達の近くに居た訳ではない。むしろたまにこの第四支部に顔を出しては、成果を確認していくだけだったが――




「ウェインさん、そうなんです。本当に椎子ちゃんは天才です」

「ノリコ、君がどうしてそんなに自慢げなんだい？」

「別に良いじゃないですか。椎子ちゃんは自分から主張しないから私が代わりに」

「――シイコ、ノリコが鬱うつ陶とうしかったら僕ぼくに連絡をくれよ？」

「ひどいです、ウェインさん!?」




　勿論、キースもノースリヴァ社の社員、それも重役である以上、成果主義だった事に違いは無い。だが彼は先見の明が有ったというか、他の者達が読み取れない、あるいは認めない様な些さ細さいな部分からも、可能性や将来性を読み取って、それを成果と認めてくれる事が多かった。時には椎子本人や紀子ですらも気づいていなかった可能性を彼は十二分に引き出してくれたのだ。
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「謙けん遜そんするなよ、シイコ。キミはもっと胸を張るべきだ」

「そうよ、椎子ちゃん。そもそも十二歳で博士号持ってる時点で、凄いんだから」

「まったくだ。シイコ、君がもっと主張してくれないと、君より少ない成果しかあげられない連中の立たつ瀬せが無いんだ。君はもっと傲ごう慢まんな位の方が良い」




　二人の存在が椎子を救ったと言える。

　親に棄てられた孤こ独どくな天才少女が――新たに見つけた安住の地。

　仕事は大変だったが、充実していた。その事に椎子はささやかながらも幸福を感じていたのだ。こんな日が少しでも長く続いて欲しい――と。

　なのに……




「待ってて、椎子ちゃん。色々手に入れて戻ってくるから」




　ゾンビ災害によって世界が崩ほう壊かいし――それから一週間余り。

　車椅子の為に逃げ遅おくれ、取り残された椎子と、彼女を気き遣づかって傍に残ってくれた紀子。

　政府関係はあてにならない。キースに連絡を取ろうとしても繋つながらない。

　水は有るものの、食料が早々に底を突つき、椎子が好きなチョコレートで何とか栄養補給する日々……それも底を突きかけた為、紀子は外に出て食料を調達してくると言った。

　階下のゾンビ達に気づかれぬ様にこっそりと、階段を使い、時には非常階段も使って一階まで降り、紀子は自分の車に乗って去って行った。

　椎子は待った。紀子を信じて待った。

　だが……二日経たっても三日経っても、彼女は帰ってこなかった。

　五日目になってようやく、もう紀子は帰ってこないのだと悟さとった。

　棄てられた。そう思った。

　考えてみれば、紀子が椎子の面倒を見てくれていたのも、仕事だったからだ。それを対価としてお金がもらえるからだ。椎子が上手く成果を出せば、それが紀子の仕事の成果にもなるからだ。だから紀子は――他人である椎子に優しかったのだ。

　だが会社はもう無い。だから仕事をしても意味が無い。

　誰だれもお金をくれないし、誰も評価などしてくれない。だから――

「…………」

　椎子はため息をついた。

　本当に、自分は何をしているのだろうか。

　紀子ですら仕事を放ほうり出して逃げたというのに……自分は未だに、観察と考察を止めない。止められない。それしかやる事が無い。それしかやれない。ひどく惨みじめな気分だった。

「…………」

　眼下の夜道――ゆらりと現れては消えていくゾンビの姿が見えた。

（アイツらが、何かパターンに沿って行動してるのは分かった）

　脳内でいくつもの仮説や推論を立てる。

　言葉遊びならぬ思考遊びだ。

（けど……一体何を元に……）

　ゾンビ達が『生前』の習慣に従って一定の行動を採るのは分かっている。

　だが椎子が観察してきた限り、それとは別の行動基準の様なものがあの動く死体にはある。共通している。法則性といっても良いだろう。

　例えば定期的に活動を休止するのは、どの死体にも共通のパターンで……消しよう耗もうを避さける為ためと考えられるが、では何故、そんな『先を見み据すえた』様な行動を死体がするのか？　時間を稼かせいでいる？　だが時間を稼いでどうなる？

　死体は死体だ。最終的には腐くさって無くなるだけのものの筈だ。

　彼かれ等らは既すでに思考すらしていない筈だ。

　何らかの神経系が未だ生きているとしても、中ちゆう枢すうたる大脳が機能を停止しているのなら、考える事など出来ない筈で。いや。そもそも血流が止まって、大脳も小脳も不可逆的な崩壊が始まっている筈なのに、どうして歩き、生者を見つけて襲おそう、などという高等な行動が可能なのか？

「…………」

　椎子は思し索さくを中断し、車椅子を動かして窓際から離れ、部屋の隅すみの机へと向かう。

　そこにはチョコクッキーの箱が一つ置かれていた。殆ほとんど無意識のうちにそこに指を突っ込んで――しかしいくら漁あさっても目的のものの感かん触しよくが指先に触れてこない。

　どうやら自殺を試みる前に食べた一枚が、最後だったらしい。

　恐らく別室には未だ同じ菓か子しの箱があった筈だが――取りに行くのは億おつ劫くうだった。あのお節せつ介かいな男女と顔を合わせるのも嫌だった。

　それに、どうせあの二人が食べてしまっただろう。

　そう結論づけてため息をつくと――椎子はクッキーのカスを指ですくい、舌で舐なめてみる。甘あまい香かおりが舌の上で広がり、ほんの少しだけ椎子は幸福感を覚えた。

　このチョコクッキーは脳への糖分補給に良いと、キースがくれたものが美味おいしかったので、紀子に頼んで常備して貰っていたのである。

　もう紀子はいない。キースとも連絡がとれない。あるいは二人共、もう――

「…………」

　不意にノック音が響ひびいた。

「――あの、椎子ちゃん？」

　続けて聞こえたのはあの男の方の声だった。

　確か博明といったか。出庭博明。

「ちょっといいかな？」

「……どうぞ」

　何もかもどうでもいい。

　半ば自じ暴ぼう自じ棄きな気分で椎子はそう答えていた。
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「ノースリヴァ社……か。何やってる会社なんだかな」

　廊ろう下かを歩きながら俺は呟つぶやく。

　設備が立派なのはまあいいとして……よく見れば監かん視しカメラがほぼ死角の無い様に幾つも設置されているし、別の階に行くだけでもセキュリティ・キーが必要な作り、それに非常用とはいえ階ごとに完全遮しや断だんできる隔かく壁へき等など々など……どう考えても異常な位に警備が厳重になっている。

「まあ、今となっちゃどうでもいい事だけど」

　俺は残っていたチョコレートクッキーの箱を一箱持って、椎子の居る部屋に向かっていた。外国製らしくパッケージは全部英語だ。

（そういえば、これ、朝の……）

　ショッピングセンターで、眼鏡のゾンビがかき集めていたのと同じお菓子だ。

　死人も欲ほしがる美味しさ――な訳ないか。

　正直、クッキーも、間に挟はさまれたチョコも、やたら甘ったるくて、俺には少しきつかった位である。糖分に炭水化物――栄養補給という意味では良いのかもしれないが。

　あまり深く考えずに一箱分、乙羽と食べてしまったが……よく考えればこれは椎子の貴重な食料な訳で。勝手に食べてしまった事を謝あやまりつつ、残りの一箱を彼女の手に返す事にした。まあ自殺する積もりの彼女には無用のものというか、要いらないと突つっ返かえされるかもしれないが。

　そんな事を考えつつ、俺は彼女の部屋の扉を叩たたいた。

「――あの、椎子ちゃん？　ちょっといいかな？」

「……どうぞ」

　ぶすっとした表情が目に見える様な声が返ってきた。

　まあでも許可は貰ったのだから、遠えん慮りよは要らないだろう。

「ちょっと教えて欲しい事があって……」

　想像通りぶすっとした、いかにも不機嫌そうな表情の椎子が車椅子に座すわって部屋の真ん中に居た。白くて清潔そうだけど、パソコンが置かれた机以外は何も無い、ひどく殺風景な部屋だった。

　こんな部屋でこの子は暮らしていたのか？　いや――ベッドが無いし、暮らしていたのはまた別の部屋か。多分、此こ処こは彼女の仕事部屋なのだろう。

「あ、その前にこれ」

　俺おれはチョコレートクッキーの箱を差し出した。

「……それは」

「ごめん、二箱残ってたんだけど、片方、俺と乙羽で食べちゃった」

　と言って最後の一箱を彼女の机の上に置く。

「……別に、もう、いいけど」

　と椎子は言う。

「どうせ死ぬなら必要無いものだし」

　やっぱり、そういう事言うのな……

　まあ、だが今此処で命を大事にだの何だの説教しても彼女がへそを曲げるだけだろうってのは分かっているので、俺は文句を言われなかったのをこれ幸いと、本題に入った。

「ちょっと調べ物がしたいんだけど、コンピュータの端たん末まつ、パスワードが分からないと使えない様になってて……」

「当たり前でしょ。企き業ぎようのコンピュータや端末なんだから」

　と言いながら、椎子は車椅子を動かして机の方に向かった。

「大たい抵ていのものはこの部屋の端末からも調べられるけど」

「あ。そうなのか。助かる」

　と言って俺は彼女の後ろに立って、パソコンの画面を覗き込む。

　すると――

「教えてあげてもいいけど……条件があるの」

「条件？　何？」

「今度は邪じや魔ましないで」

　それはつまり、次に彼女が自殺を試みる時には黙だまって見ていろという事か。

「それを約束してくれるなら、このチョコレートクッキーも、サーバーの水も、持っていってくれていいから。セキュリティ・キーもあげるから、他の階で残り物探しをしてもいい。警備員の詰つめ所しよには武器とか残ってると思う」

「それは助かる、けど……」

　だからといって年下の女の子が身を投げるのを黙って見ているのは辛つらい。

　どうしたものか。俺は困り果てて――とりあえず姑こ息そくにも話題を逸らす事にした。この子ともう少し親しくなれば、攻こう略りやくすべき隙すき間まも見えてくるかと思ったのだ。

「そういえば、このチョコレート・クッキー、有名なやつなのか？」

「……え？」

「いや、今朝立ち寄ったショッピング・モールで、ひたすらこれを集めてたゾンビが居てさ……ゾンビって生前の、習慣的に繰くり返していた行動とか、死ぬ間ま際ぎわに強く印象に残った行動とかを、死後も繰り返す傾けい向こうがあるから……なんていうか、死を覚かく悟ごした人が、腹はら一いつ杯ぱい食べたいとか思ったのかと……」

　正直、俺にはちょっと甘すぎてきつかったが……こういう味が良い、という人も居るだろう。味覚なんてのは人種は勿論、育った文化や、個人的な体験でも変わると聞く。だからこそ食育なんて概がい念ねんも有る訳で。

「……ゾンビが？」

「ああ。なんか凄すごく執しゆう着ちやくしてたっていうか」

　俺は篠がチョコクッキーの箱に手を出した瞬しゆん間かん、ゾンビが飛とび跳はねて襲いかかったのを思い出だす。あれは単に一定の距きよ離りにまで篠が近づいてきたから――だとは思うが、見方によっては『自分のチョコクッキーを奪うばわれそうになったから』攻こう撃げきしたともとれる。

「女性のゾンビだったんだが。やっぱり女の人って甘いものに執着するのかね。正直、俺はそこまで甘いものが好きでもないから、よく分から――」

「その人……！」

　急に椎子は叫さけぶ様に言った。

「その人、じゃなくて、そのゾンビ……どんな顔だった？」

「――え？」

「教えて。どんなゾンビだった？　どんな服着てた？」

　それまではひどく気け怠だるげな雰ふん囲い気きだった椎子が、今にも噛かみ付つかんばかりの勢いで俺にそう尋たずねてくる。彼女の態度の急変が気になったが、俺はとりあえず話に乗ってきてくれたので、この機を逃のがさず続ける事にした。

「どんなって……ずるずる床ゆかを這はってたから、服は汚よごれきってたし、髪かみもざんばらで、顔はよく見えなかったけど……ああそういえば、眼鏡掛かけてたかな」

　俺は今朝の事を思い出しながら言った。

「確か銀ぎん縁ぶちの……」

「…………」

　椎子はしばらく、喘あえぐ様に口をぱくぱくと開け閉めしていたが。

「何やってんのよ……紀子…………」

　車椅子の上で疲つかれ切きった様に脱だつ力りよくする。

「――紀子？」

　俺が呟きの中にあった名を拾うと、椎子ははっとして顔を上げた。

「それって確か……」

　椎子の話に出てきた――同どう僚りようの名前ではなかったか。椎子を置いてここから逃げたという女性。彼女の口ぶりからすると、他の同僚とは異なる親しい関係だったのかも。

「もしかしてあのゾンビって……」

「…………」

　椎子は黙ったままだ。ただ何かを堪こらえる様に己おのれの手の指の爪つめを噛んでいる。

　何となく――彼女が何を考えているのかは想像はついた。

「このチョコレートクッキーって……ひょっとして、椎子ちゃんの好物なのか？」

「…………」

　椎子は俯うつむいたまま答えない。

「ああ。なるほどな」

　だが見えた。そう思った。突とつ破ぱ口こうだ。

「紀子さん、椎子ちゃんにこのチョコレートクッキーを持ち帰ろうとしてたんだな。死んでも――死んだ後も。彼女にとっちゃ、それはとても大事な事だったんだ、死んでも忘れない位に」

「――うるさいっ！」

　椎子ちゃんは平手で机を叩いた。

「分かった風な事言わないで！　紀子も、キースも、私を見捨てて逃げたに決まってる！　そのゾンビはただこれが好きだった人ってだけよ！」

　そう言って椎子は箱を掴つかむと、俺に向かって投げつけてきた。

「うおっ――おい、もったいない事するなよ」

「うるさいうるさいうるさい！」

　椎子は車椅子の上でだだっ子の様に身をよじって叫ぶ。

「あんたに何が分かるの!?　私もそのチョコクッキーと同じ様に、棄すてられたの！　棄てられたに決まってるの！　私みたいな出で来き損そこないは、生まれてから死ぬまで、きっとそんな事の繰り返しで――」

　実の親に売られたと言っていた。

　それはきっと彼女にとって、消えない烙らく印いんみたいなものなのだろう。何を考えるにしても、何を思うにしても、その事実の上に、全すべてが成り立つ事になる。

　誰かと親しくなっても、常にその事実から来る不安が胸の片かた隅すみにわだかまる。

　どんなに仲良くなっても、いつか自分は棄てられるのではないか。

　だって親すら自分を棄てたのだから。

　だから期待してはいけない。喜んではいけない。心のどこかは常に冷めていなければならない。でなければいざ棄てられた時が――きっと、辛い。

　そうやって自分の心を守ろうとする。

　だから椎子は、紀子さんに棄てられたのだと自分に言い聞かせ続けた。

　これは最初から決まっていた事だから。だから――悲しむには値しないと。

「私は棄てられたに決まってるの……！」

　悲鳴じみた声で椎子ちゃんは叫ぶ。

「だから私は――」

　棄てられた価値の無い自分、価値の無い命、だから自分も自分を棄てていい――自分を棄てる事で楽になっていい、そう己に言い聞かせているのか。

　そんな彼女を見ながら俺は――

「……そんじゃ、それでもいいよ」

　ああくそ――本当に面めん倒どう臭くさいな、このクソガキ！

「……え？」

「棄てられたんだろ。分かった。そうだな。認めるよ。お前は棄てられたんだ。お前自身が言うならそうなんだろう」

「…………」

　俺がいきなりそんな事を言うなんて思ってもみなかったのだろう。椎子は眼を見開いて固まっている。どれだけ頭が良いのか知らないが、自分一人で悟った様な事を喚わめくクソガキめ。そんなに言うなら――

「桂椎子。お前は棄てられた」

　俺は椎子ちゃんの――椎子の前に屈かがみ込み、彼女の顔を覗き込みながら言った。

　断言してやった。

　椎子の表情が引ひき攣つっている。自分で言うのは良くても他人から言われるのはきついのだろう。まあよくある話だ。俺にも覚えが有るが、自じ虐ぎやくなんてのは結局、より強い他人からの嘲ちよう笑しようや侮ぶ蔑べつに備えて、自分の心を守る為のものでしかない。

「で、それを俺が拾う」

「――え？」

「俺が貰もらう。棄ててあるんだから、別に良いよな。決定。今日からお前は俺のもんな？」

　困こん惑わくする椎子に畳たたみかける様にそう告げる。

　ついでに右手を伸のばして、彼女の車椅子の背もたれに掌てのひらをついた。

「だから、これからは勝手に死んだり、どっか行ったりするなよ？　俺がいいっていうまで、そういうの一いつ切さいなしな。お前は俺のものなんだから」

「そんなの、か、勝手に……！」

「だって棄てられたんだろ？　もう誰のものでもないんだろ？　お前はお前自身のものでもないんだよな？　だったらいいじゃん。俺のもの。決まりな」

「…………」

「俺はケチでさ。一度、手に入れたもんは絶対に手放さないからな。いつか何かに使えるかもしれないじゃん。だから何でもずっととっておく主義なの。お陰かげで部屋の中が狭せまくってなぁ」

　お陰で旧ふるいガンコンとかも売ったり棄てたりできずに箱に詰め込んで本ほん棚だなの上に積み上げたりする。結果としてそれで俺は母親のゾンビに食い殺されずに、生き延びてしまった訳だが。

「折せつ角かく拾ったんだから、早さつ速そく使おう。そういう訳で情報収集――よろしく」

「…………」

　半ば唖あ然ぜんとした表情で椎子は俺を見つめていたが。

「ば……馬ば鹿かじゃないの……？」

　眼を伏ふせてそんな事を言う椎子。まあ馬鹿なのは否定できないけども――馬鹿でないと出来ない事ってのも、多分、あるんだと俺は思ったりする訳で。

「――博明」

　そこにふと乙羽が顔を出した。

「何をやって……」

　恐おそらく、俺が中々帰ってこないから、ただパスワードを聞き出すのにどれだけ時間を掛けるのかと文句を言いに来たのだろう。

「…………」

　彼女はそのまま俺と椎子を見つめて、二度ばかり瞬まばたきをした。

　そして――

「……博明……とうとう……」

「待て、なんだ、とうとうって何だ!?　ショベルを振ふり上あげるな!?」

　言いながら気づいた。

　俺は椎子の車椅子の前に屈み込み、その背もたれに片手をついて、彼かの女じよと向き合っている。かなり近い距離で。恐らく他人から見れば――かなり意味深な間合いだ。

　例えば、俺が椎子を襲っているかの様にも見える位に。

「その子が立って逃にげられないのを、良いことに……」

「違ちがう、違う、断じて違う、俺は――」

「――今日からお前は俺のもんだって言われた」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで椎子がとんでもない事を言い出した。

　いや、確かにそう言ったけど！　言ったけど！

　それは別に、その、何というか、乙羽が誤解している様な、性的な意味じゃなくてな!?　こう部下というか、何というか――

「博明……」

「だから誤解だっ!!」

　何か陽炎かげろうの様な気き迫はくを背せ負おいながら無表情にショベルを振りかぶる乙羽に、俺は悲鳴の様な声でそう訴うつたえた。




●




「……繋がったよ」

　俺と乙羽を振り返って椎子が言った。

　彼女の部屋の机に置かれたパソコンで、ノースリヴァ社の独自のイントラネット――社内ネットワークにログイン出来た様だ。社内ネットワークといっても、日本の各所に幾つもの支部を持つノースリヴァ社のそれは、全国規模である。北は北海道から南は沖おき縄なわまで様々な地方に点在する支部を結ぶデータ通つう信しん網もうだ。

「多分、無む駄だだろうけど」

　だが椎子は冷めた口調でそう言った。

　彼女曰いわく、イントラネットへの接続は以前に何度も彼女や紀子さんが救助を求めて何度か試してたそうだ。

　だがどの支部も施し設せつ管理の機材は生きているものの、応答する人間が居ないので、無人の――あるいはゾンビが徘はい徊かいする支部の様子を確かく認にん出来ただけ、だったという。

　各支部のサーバーに蓄ちく積せきされた膨ぼう大だいなデータは、そのまま閲えつ覧らんできたが、情報だけ手に入れてもどうしようもない……生きた人間に直接、助けを求められなければ全く意味が無い、との事だった。

　ちなみにこのイントラネットを経由して、外部――いわゆる通常のインターネットにも繋ぐ事が出来る。とりあえず俺おれ達たちの目的は本来、そっちの方だった。

　だが――

「……うわ。なんだこれ」

　椎子が出した画面の中には、閲覧可能なデータ一覧がずらずらと並んでいるのだが、表題はおろか注ちゆう釈しやくまで全部英語……しかも高校で習う様な単語を半分も見かけない。恐らくは専門用語なのだろう。

「というかノースリヴァ社って名前は何度か聞いた事あるけど、具体的に何やってる会社なんだ？　その辺がすごく曖あい昧まいな印象なんだけど」

「多た岐きに亘わたっているから、一言で何の会社とは言いにくいわね」

　俺と話しながらも、椎子の指が次々とキーを叩き、マウスを操作し、新しいウィンドウが現れては消えていく。

「可能性があると判断された分野には、何でも手を出しているみたいだし。私が所属している第四研究所も、最さい先せん端たん技術を幾つか研究開発しているけれども――」

「最先端って具体的には？」

　巨きよ大だいロボでも造ってたりするのか？

「有名な所じゃナノマシンとか」

「ナノマシンって……あれか、あの、目に見えない位に小さい機械？」

「そう。他にも……電子工学の分野でいえば、量子コンピュータとか、第七世代コンピュータによる人工知能とか。チューリングテストの記録もうちの人工知能が持っていた筈はずだけど。それから薬事法や医い療りよう関係の規制が緩ゆるい米国本社じゃ、薬学……というか化学分野も盛んだし。まあナノマシンの様なレベルになってくると、電子工学なのか化学なのか境目は曖昧になってくるけれど。そもそもナノマシンの稼か働どう用エンジンは赤外線を利用した化学モーターの……」

「ははあ……」

　さすがに天才少女である。ずらずらと言葉を並べて説明してくれるが、実のところ、俺には半分も分からない。乙羽の方を振り返ってみると、彼女は無表情のまま、小さく首を振った。良かった。分からないのは俺だけじゃないらしい。

「最近は特に――」

　とそこまで言って。

「うん？　どうしたんだ？」

　俺は椎子の肩かた越ごしに画面を覗のぞき込む。

　急に手を止めて画面を凝ぎよう視ししている椎子。表示されているのは何かの名めい簿ぼらしく、複数の顔写真と名前が表示されている。

「キース……」

　と椎子が呟くのが聞こえた。

　そういえば、何度か紀子って人と並んで椎子が呟いていた名前だ。

　キース・ウェイン。顔写真を見る限り、若い白人の様である。なかなかのイケメンっぷりで、別の場所で見ればモデルか俳優と間ま違ちがえたかもしれない。しかも名前の横にGeneral　Manager　of　Japan　Branchとある。

　この程度なら俺でも分かる。日本支部総支配人だ。

　要するに偉えらいさん、ヤングエグゼクティブ、という奴やつだろう。

　美形で地位があって金も持ってる。リア充じゆうか。リア充なのか。元引きこもりゲーマーとしては、ふつふつと嫉しつ妬と心しんがわき上がってくるが、まあそれは横においておいて。

「これ……」

　それよりも気になったのは、そのキースという人物の顔写真の横に、複数の波形と数字が一定間かん隔かくで書かき換かえられつつ、表示されている事だ。

　まるで心電図みたいだが――これって、もしかしてバイタルサインってやつか？

「椎子、これは？」

「職員の健康管理システム……まだ試作段階だけど」

　先にも彼女が言った通り、ノースリヴァ社では医療関係の技術開発も行っている。

　この健康管理システムは、社内に幾いくつか設置されたセンサーを使って、社員の健康状態を把は握あくする様になっているらしい。健康診しん断だんでわざわざ時間を潰つぶさなくても、廊下に設置された非接触型のセンサーで体温や脈みやく拍はくや顔色を計測し、トイレの排はい泄せつ物ぶつも自動で検査、本人は殆ど意識する事無く、常に健康診断が行われ続けるというものである。

　当然、プライバシーの問題など、色々解決すべき部分も多いので、まずは社内で志願者を募つのり、試験運用しているという事らしい。

「便利なもんだな……するとあれか、ガンの早期発見とかそういうのも」

「未まだ全てとは言わないけれど、近い将来、出来るようになると言われていたわね」

　と――何処どこか上の空の口調で言う椎子。

　どうやら何か驚おどろいている様なのだが。

「どうしたんだ？　――あ、いや待てよ。これリアルタイムの表示だよな？」

　俺はキースの名の横にある表示を指さして言った。

「これが動いてるって事は……この人、未だ研究所の中に居るって事だよな？　それも生きた状態で……？」

「……うん、そうなる。でも、信じられない」

　何度も瞬きをしながらそう答える椎子。

「信じられないって……そこは素す直なおに喜べよ。知り合いなんだろ？」

「何度も連れん絡らくを取ろうとしたのに。全然彼は答えてくれなかった。そもそも以前は彼の居る第一研究所とはアクセス出来ない状態だったのに……自動復帰したって事？　でも」

　ぶつぶつと椎子は俯きながら呟いている。

　それから彼女はキーボードを素す早ばやく叩いて何かの文章を入力していた様だが――

「駄だ目め。直接の呼びかけには答えない。通話用の機材が全ぜん滅めつしているのか、それとも生きてはいるけれど、何故か通話に出られない状態なのか、あるいは……やっぱりキースは死んでいて、健康管理システムのバグ……？」

「…………」

　俺と乙羽は顔を見合わせる。

　やっぱりこの桂椎子という少女は、絶望の状態に慣れすぎていて、希望を素直に受け入れられない様になっているのだろうか。かなり無む理り矢や理りの荒あら療りよう治じ――というか何というか――で自殺については思いとどまらせる事が出来たみたいだが、そう簡単に身に染しみついた癖くせや習慣は抜ぬけないという事だろう。

「でもこれが本当なら……希望が出てきた」

　だが…………唐とう突とつに椎子はそんな事を言い出した。

「……え？」

「第二でも第三でもなく、アレを研究していた第一が……第一の関係者が生きているなら……世界を救えるかも……！」

　半ば譫うわ言ごとの様な、呟きの様な、そんな物言いだったが、その内容はしっかりと俺達に理解出来た。

「世界を救える？」

「どういう事？」

　俺と乙羽が尋ねると――椎子は車くるま椅い子すを半回転させて俺達に向き直った。

「救うというか……この滅めつ亡ぼう的状じよう況きようを『無かった事』に出来るかもしれない」

「……いや、だから分からないって」

　なんなんだその反則技っぽい話は。

『無かった事』にするって、それはまるで――

「キースは、第一研究所でタイムマシンを研究していたの。正確には彼かれは科学者でも技術者でもないから、タイムマシンの研究を統とう括かつしていたといった方が正しいけれど」

「タイムマシン…………!?」

　予想外の一言に俺と乙羽は固まった。

　タイムマシンというとあの……ＳＦに出てくるようなアレか。机の引き出しの中に在ったり、自動車型だったり、時計型だったり、果てはトンネル状だったり……するアレ？

　時間を遡さかのぼり、あるいは跳ちよう躍やくし、移動できるという……？

「残念だけど、多分、貴方あなた達たちが想像しているものとは違うわよ」

　と椎子は苦く笑しようして言った。

「物理的な過去への移動は無理。ただ情報を過去に飛ばす事、それはどうも可能らしいという事が分かってきた所だったの」

「情報を……過去に飛ばす……？」

「何度か物質の転移も実験したけれど、あまり芳かんばしい成果は出なかった。だから視点を変えて、物質以外のもの……情報を時間移動させる事によって、エネルギー保存の法則の壁かべを打ち破ろうとしたの」

　それから椎子が語ったところによると……

　基本的に宇宙に存在するエネルギーの総量は決まっている。

　そして質量も最終的にはエネルギーに換かん算さんできる。

　だから、タイムマシンがもし存在した場合――そして過去に遡ってしまった場合、遡った人間や物質の分のエネルギーが、現在から減って、過去で増えるという事になる。それは物理の法則に矛む盾じゆんする。しかし情報なら……エネルギーを持たない情報そのものならば、過去に送る事が出来るのではないか、そう考えた者が、ノースリヴァ社の中に居たらしい。

「本当だとしたら凄いな……」

　にわかに信じがたい話ではある。

　だが現実にこうしてゾンビが徘徊しまくっている今なら、そんなトンデモ技術だって実現していてもおかしくないのでは？　と思えてきたりもするから不思議だ。

「キースが生きているなら、世界がこうなってしまう前に今の情報を送って、この惨さん劇げきを止められるかもしれない。そうなれば……」

　世界を救うことが出来るって事か。

「…………」

　なんだこれ。なんだこの――感覚。

　ああ。居ても立ってもいられないって多分、こういう事か。

　身の内から――何処か身体からだの奥おく深ぶかいところから、ふつふつと何かがわき上がってくる。

　そして……




『生き延びろ。世界をやり直す為に』




　かつてゲーム〈ストラグル・フィールド〉のＮＰＣキャラクター、レイヴンに言われた一言が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　単なるゲーム内のキャラクターでしかなかった筈なのに、レイヴンは俺達の置かれている現状を見み透すかしたかの様な事を言い、俺に『仲間を集めて新しいキャンペーンシナリオをクリアしろ』とまで言ってきた。

　俺はそれを、ＮＰＣに偽ぎ装そうした誰だれかの発言かとも思っていたのだが。

　もしレイヴンの言う『世界をやり直す』のがこのタイムマシンに辿たどり着つけという意味だったのだとしたら――

（……何者だよ……おい……!?）

　ノースリヴァ社の秘中の秘、タイムマシンの存在を知った上で、俺達が椎子と出会う事まで見透かして、俺に示し唆さを与あたえていたという事になりはしないか。

　だがそんな事が可能な奴が――果たして存在するか？

「……博明」

　ふと名を呼ばれて隣となりを見ると、乙羽が、何かせわしげに眼めを瞬きさせている。

　彼女も多分、同じ気持ちなのだろう。

　真っ暗な闇やみの中を手て探さぐりで歩いていたら……突とつ然ぜん、ほんの小さな光が見えたかの様な。

　分からない事、意味不明な事も多い、多いが、それでも――

「乙羽、その研究所に――」

「行くべき」

　最後まで問うまでもなく乙羽はそう答えていた。

「本当に、そんな夢みたいな機械が存在するか怪あやしい――けど」

　それはそうかもしれない。

　だが……ただ、脅きよう威いから逃げて逃げて逃げ続けるだけよりも、希望が持てる。

　そして――

「椎子。警備員の詰つめ所しよに武器が在るって言ったよな」

「……うん。日本の法律じゃ非合法のものもね。多分、未だ残ってる筈」

　最先端の――軍事技術にすら転用可能なものを幾つも研究していた関係で、ノースリヴァ社は民間企業としては異常な位に警備を厳重にしていたらしい。あるいはこれは、銃じゆう器きや爆ばく発はつ物ぶつも手に入るかも。

　ここまで条件が揃そろっているなら、挑ちよう戦せんするしか無いだろう。

　良くも悪くもゲーマーとしての俺の血が騒さわぎ始めた。

「よし。じゃあ行こう。勿もち論ろん、椎子も一いつ緒しよに。キースって人に会いに行こう！」

「…………」

　俺が差し出した手を椎子は不思議そうに見つめていたが。

「……し……仕方ないわね」

　彼女はぷいと横を向いてそう言ってくれた。




●




　無機質な一室で、小さな電子音と共に一台の端末がひとりでに始動した。

　電子機器を冷れい却きやくするファンの音だけが静せい寂じやくの中で鳴り続ける。

　やがて画面が次々と切り替かわり――椎子の顔写真が現れた。

『桂椎子：ノースリヴァ・ジャパン第四研究所よりアクセス確認』

　続いて画面が切り替わり、監視カメラの映像が現れる。

　画面の端はしには赤字で『ＬＩＶＥ』の表示が点てん滅めつしていた。

『生きてい……ら……世界……救え……も……！』

　端末のスピーカーを通して、雑音混じりの不ふ鮮せん明めいな声が、誰もいない部屋に響ひびき渡る。

『世界がこうなって……情報……この惨劇……を止め……』

　椎子の声と共に、画面の中央に『identified』の文字が浮うかんだ。

『ＩＤ照合完かん了りよう、映像照合完了、声せい紋もん照合完了……桂椎子、生存を確認』




●




　トイレの個室に入って、電源を――ＯＮ。

　久々に起動したスマートフォンで、何度も見慣れた画面を表示させる。

　ゲーム『ストラグル・フィールド』の公式総合情報サイト。

　スマートフォンの処理能力でＶＲＦＰＳを楽しむ事はさすがに出来ないが、ゲーム外でもプレイヤーを楽しませるようにと、『ストラグル・フィールド』の公式サイトではＳＮＳ機能やミニゲームといった様々なサービスを提供している。

　アカウントでログインすれば、その案内役であるＮＰＣキャラクター……レイヴンが出てきて、あれやこれやと新着情報を与えてくれるのだ。勿論、世界が事実上滅ほろんでしまった現在、情報の更こう新しんなどされる筈が無い――新着情報などある筈が無い。

　ただ……

『ようこそ〈ハウンド９〉』

　画面に表示された３ＤＣＧのキャラクターは笑え顔がおでそう話しかけてきた。

「久しぶり、って程ほどでもないが」

　俺おれはレイヴンのどこか人形めいた顔を眺ながめながらそう言った。

　わざわざ台詞せりふを打ち込まなくとも、音声認にん識しきソフトが俺の言葉を文字に変へん換かんして表示してくれる。普ふ通つうの会話と大差は無い。

「キャンペーンシナリオ、楽しんでるぜ。仲間を集めて協力プレイってのがクリアの鍵かぎなんだったよな？」

『順調に進んでいる様で幸いです』

「そうだな。だが正直、幾つも引っかかる事があってさ。このまま疑問を抱かかえてるとプレイにも支障が出てくるような気がしてる。ここはひとつ、レイヴンに色々と教えてもらおうかと思うわけだが」

『私にお教えできる事ならば』

「…………お前は、なんだ？」

　俺はまずそのものずばりを問うた。

『ストラグル・フィールド』公式サイトのマスコット・キャラクター……それはその通りなのだろうが、それだけの筈が無い。こいつは俺を個別に認識している。認識した上で俺を――ひどく迂う遠えんな方法で手助けしている。

　注意を促うながして。希望を示して。

　このゾンビに溢あふれた世界で俺が生き残れる様に――まさしく『生き延びろ。世界をやり直す為ために』だ。椎子の言う様に、タイムマシンによる世界のやり直しが可能だというのなら、こいつは、間違いなくそれを知っていたのだ。

　何故なぜ？　こいつの背後には誰が居る？

「お前を用意したのは誰だ？　何のためにお前は用意され、俺に話しかけた？」

『それをお答えする権限は今の私には有りません』

　とレイヴンは言った。

『私からの、貴方あなたへの干かん渉しようは綿密な計算によって、予あらかじめ決められています。迂う闊かつな干渉が計画の破は綻たんを生じさせる可能性もあるからです。故ゆえに今は私を信じてください、としか言いようがありません』

「なんだそれは……」

　何も答えていないに等しい。

「お前は……その、背後にリアルタイムで喋しやべっている誰かが居るのか？　それともプログラムなのか？」

『…………』

　曖昧な笑えみを湛たたえたまま黙だまり込むレイヴン。

　それもまた権限が無い――のか。

「では一つだけ、これだけは是ぜが非ひでも答えてくれ。お前は俺の――俺達の、味方なんだな？　何かの罠わなではなく？」

　分かっている。馬鹿な事を聞いているのは。

　レイヴンが敵で、全てが罠ならむしろ『味方です』と答えるだろう。

　レイヴンが味方で、罠でないなら猶なお更さら『味方です』と答えるだろう。

　答えはどちらにしても同じだ。

　ただ――

『一つだけ伝言を預かっています』

　とレイヴンは言った。

「伝言？　誰から？」

『読み上げます』

　そう言ってレイヴンは一いつ瞬しゆん目を伏せてから――

『愛してる。どうか生き延びて、博明』

「…………は？」

　なんだって!?

　唐突な、ひどく唐突な言葉に俺は戸と惑まどって――

「――あ!?」

　俺がまごついている間に、画面は暗転し、いつの間にかスマートフォンには『このサイトを表示できません』と示されていた。サイトのサーバーがダウンしたのか、あるいはサーバー上のデータが消去されたのか。

　更新を試みても表示されるのは同じ画面だった。

「…………おいおいおいおい」

　何なのか。誰なのか。まるで訳が分からない。

　しかし――

「頼たのまれなくても生き延びる積もりだよ。何処どこの誰かは、しらねえけど」

　スマートフォンの電源を切りながら、俺は溜ため息いき交じりにそう言った。
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「――そんじゃ、行くぞ」

　俺は手元の新兵器を何度も握にぎって、その感かん触しよくを確かめながら言った。

　椎子のＩＤカードで最上階に在った警備員詰つめ所しよの付属倉庫を調べたところ……俺達は予想以上の武器を手に入れる事が出来た。

　ブリュッガー＆トーメＭＰ９短たん機き関かん銃じゆう。

　軍用・警察用として開発された小型の機関銃で……言うまでもなく日本で一民間企き業ぎようの警備員が装備している筈の無い代しろ物ものだ。勿論、全自動連射が可能という意味では、アメリカなんかでも警備員が持つには過か剰じような代物である。

　さすがは超ちよう最さい先せん端たん技術を研究する会社だ。平時だったならミリオタの俺でもドン引きだったろうが、今はとてもとても有あり難がたい。

　俺は詰所に在ったナップザックに９ミリ弾だんと、予備の弾だん倉そうを詰められるだけ詰め込んで、両手にＭＰ９を持った。ちなみにＭＰ９には小型の等倍光学照準器ダツトサイトとライト、レーザー照準器までついて、至れりつくせりである。いわゆるオプション全部盛りという奴だ。でもって――

「準備万ばん端たん」

　とこちらはいつも通りに愛用のショベルを手にした乙羽が言う。彼女にもＭＰ９を渡そうと思ったのだが、使い慣れていない銃器をいきなり使用しても上手うまく扱あつかえるかどうか分からないという事だったので、俺が二挺ちようとも使う事になった。

「ねえ、ちょっと、本気？」

　と聞いてくるのは――椎子だ。

「今になって怖おじ気けづいたのか？」

「そ……そんな事は、ない、けど」

　とちょっと拗すねたように言う椎子が可愛かわいい。

　だが怖じ気づいたとしても、後こう悔かいしたとしても、もう遅おそい。既すでに俺達が乗ったエレベーターは一階に向かって降下中。これまた椎子のＩＤカードを使うとあっさり動いた。

「３……２……１……」

　俺はエレベーター内の階数表示を声に出して読み上げる。

　地じ獄ごくに落ちる秒読みカウントダウンだ。

　そして――

「――吶喊チヤージッ！」

　一声叫さけぶと、俺と乙羽と椎子は開いたエレベーターの扉とびらから飛び出していた。

　すぐ目の前にひょいと出てきたゾンビの頭を、乙羽のショベルが綺き麗れいに斬ざん首しゆ。転がり落ちる頭、一いつ瞬しゆん遅おくれて倒たおれる胴どう体たい、そういったものを横目に、俺は自分の身体で椎子の車椅子を押おして全力疾しつ走そうする。

　椎子の車椅子は電動だが、安全性からさしてスピードは出ない。可能な限り素早く一階を突つっ切きって出口に向かいたければ、押した方が早いのだ。大型バッテリーが積んであるんで、この車椅子、やたら重いけどな。

　声か、匂においか、それ以外か。

　いずれにせよ、俺達の存在は一階に大量に残っていたゾンビ達たちを刺し激げきした様だ。

　わらわらと既に歩き回っていた奴やつ等らも、そして物もの陰かげで『休止』していた奴等も、一いつ斉せいに俺達に向かって歩いてくる。その数、一、二、三、四、五――ええと、沢たく山さん。いちいち数えてられるかっ！

「…………ッ！」

　押し寄よせてくる死者の群れに椎子が思わず眼を瞑つぶって身を竦すくませる。

「耳、押さえとけっ！　乙羽！　スライディング！」

　俺はそう言って――先を走る乙羽が身を沈しずめるのを確認すると、両手のＭＰ９の引き金を引いた。秒間15発という連射速度で９ミリ弾の雨が、俺達の進路上に居るゾンビ達に――先行する乙羽が囮おとりとなって引きつけたゾンビの集団に、叩たたき込まれていく。

　車椅子を押しながらなので、頭部では無く、胸に命中する弾が殆ほとんどだったが……まとめて三発か四発が命中すれば、さすがに腐くさりかけた肉体は大きく破損して姿勢が崩くずれる。

　そうして動きが止まった所を、スライディングしながらショベルで向こうずねを薙なぎ払はらい、まとめて転てん倒とうさせていく乙羽。

「ははっ！」

　思わず俺は歓かん声せいを上げていた。予め打ち合わせてあったとはいえ、見事な連係が決まると、やはり気持ちがいい。阿あ吽うんの呼吸ってのはこういうのを言うのだろう。

「何なのよ……あんたたち!?」

　と椎子が叫ぶが――甘あまい甘い。驚くのはこれからだ。

　床ゆかを滑すべっていった乙羽が、壁かべ間ま際ぎわで一回転して立ち上がる。

　そこに左右から群がるゾンビ達――だが。

「――ッ!?」

　椎子が息を呑のむ。

　狙ねらい澄すましたかの如く、正面玄げん関かんの強化硝子ガラスを鼻先に着けたフロントガードでぶち破り、粒つぶ状じようのガラス片へんを撒まき散ちらしながら突っ込んで来たのは――我等がベンツＧクラス。

「博明！」

　と叫ぶのは、言うまでもなくもう一人の相棒、篠だ。

　彼女は鮮あざやかな早はや業わざでライフル弾を装そう填てん、お手本の様な一発一殺ワンシヨツトワンキルでゾンビ達を駆く逐ちくしていく。ベンツの運転は植村さん任せだったが、突とつ入にゆうのタイミングは何度も俺と〈ストラグル・フィールド〉でコンビを組んできた篠が判断している。これまたやっぱり阿吽の呼吸だった。

　広い玄関ホールでタイヤを鳴かせながら、巨きよ体たいに似合わぬ機き敏びんさでぐるりと回転し、尻しりをこちらに向けるＧクラス。一いつ旦たん車内に引っ込んだ篠が後部扉を開いたのを確認すると、俺は車椅子から椎子を抱だき上げて――

「頼むっ！」

「え、ちょっ――なっ……」

　――投げる。

　体重の軽い彼女はそのままＧクラスの車内に飛び込み、篠がこれを受け止めた。

「ＯＫ！」

　叫ぶや否いなや、猛もう烈れつな勢いでまた回頭するＧクラス。その反動で勝手に扉は閉まり、椎子をその内側に保護した巨体は、大量の硝子粒を撥はね飛とばしながら再び屋外へと脱だつ出しゆつ。

「――博明！」

　駆かけ寄ってきた乙羽が俺の横についてくれた。

　俺が椎子と一緒にＧクラスに飛び込まなかったのは、椎子の車椅子を置いていく訳にはいかないからだ。彼女の事実上の『脚あし』であるこれは、今後、一緒に活動する際に絶対に必要になる。これが無ければ彼女はまた自分の事を『お荷物』だとかなんとか卑ひ下げしかねない。この事は乙羽と篠、植村さんも、事前に通信機で連絡して了りよう承しよう済みだ。

　だが――

「お前も一緒に乗って先に逃げりゃいいのに」

　改めて迫せまってくるゾンビ達を見回して苦笑する俺。

「博明の相棒だから」

　と言って――本来の持ち主がいなくなって空席になった車椅子に座すわる乙羽。

　何やってるんだ、とは問わない。それこそこういう状況で乙羽の考えている事位、いちいち言われなくても分かる。

「そんじゃ、いっちょ行くかね」

「――ん」

　車椅子に座った音羽がショベルを掲かかげるのを確認、俺はベンツＧクラスが開けた穴に向けて、これを押しながら走る。乙羽はさすがに椎子より重いが、それでも庇かばい守る必要が無い分だけ、俺は車椅子を押す事に集中できる。

「よおおおいいいいしょおおおおッ！」

　吼ほえながら俺は――俺達は進む。

　近づいてくる屍しかばね共を、乙羽のぶん回すショベルがなぎ倒し、なぎ倒しきれなかった奴等に俺がＭＰ９の銃じゆう弾だんを叩き込みながら、文字通りに血路を開いていく。随ずい分ぶんとどす黒く濁にごった血路だったが。

　俺達はまるで一台の戦車、いや、ブルドーザーの様に、死者達の群れを突っ切って研究所の外に脱だつ出しゆつする。不ふ謹きん慎しんだが、この一体感、連帯感が、なんか、楽しい。

　そして――

「そんじゃお土産みやげな！」

　言いながら俺は振ふり向むいて――腰こしに括くくり付つけていた手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜いて、アンダースロー。かろんかろんと間ま抜ぬけな音を立てて転がっていった爆ばく発はつ物は、一瞬の沈ちん黙もくの後、集まってきたゾンビ達の真ん中で炸さく裂れつした。

　轟ごう音おんと共に吹ふき上あがる煙けむりと炎ほのお。割れ残っていた強化硝子も全すべて粒状となって吹っ飛び、俺達はその爆ばく音おんと衝しよう撃げきに背中を押される様にして更さらに走る。

　合流地点は例の中なか州すだ。距きよ離りにすれば大した事は無い。

「もう一ひと踏ふん張ばりだ」

「了りよう解かい」

　爆発に巻き込まれなかったゾンビ数体がよろよろと建物の中から出てくるのを尻しり目めに、俺達はノースリヴァ社の第四研究所敷しき地ちから、脱出した。







第二章　Ｚの向こう側







　俺おれ達たちの乗ったベンツＧクラスは、新たな目的地に向かって走り続けていた。

　ノースリヴァ社日本支部第一研究所。

　そこに在るという『タイムマシン』で世界をやり直す為に。

「でも驚きました……」

　と後部座席で言うのは篠しのである。

「タイムマシンなんて……」

　彼かの女じよと乙おと羽わの間には椎しい子こが座っている。

　ちなみに車椅子はＧクラスの屋根の上のキャリアにワイヤーで固定した上でビニールシートを被かぶせてあった。さすがに車内に持ち込むだけの空間は無かったからだ。

「博ひろ明あき達にも言ったけど」

　と椎子は左右を乙羽と篠に挟はさまれて肩かたを竦め、身を縮込めながら言う。

　一番小こ柄がらな彼女は、こうしていると本当に年ねん齢れい相応の可愛い女の子だ。中身は俺達では基き礎そ理論すら理解し難い、最さい先せん端たん科学を扱う天才科学者な訳だけど。

「どこかの漫まん画がみたいにそれに乗って過去に行けてしまう様なものではないの。あくまで過去に情報が送れるというだけ。でもそれが使えれば、警告が送れる。一いつ般ぱんの人達は信じてくれないかもしれないけれど、ノースリヴァ社の人間なら……」

「私はその種の話に疎うといというか、よく分からないのですが」

　とＧクラスを走らせながら言ってくるのは植村さんだ。

「つまり、過去を変えるという事になりますか？」

「そうなるわね」

「では今現在、こうしている私達はどうなるのでしょう？」

「…………分からない」

　と――短い沈黙を間に置いてから、椎子は答えた。

「可能性としては、世界の在り方が書き換えられて、何も知らないまま平へい穏おんな生活を送れるようになるかもしれないし、そもそも、過去に情報が送れたところで、ゾンビの発生そのものを食い止められるかどうかも分からない。以前に行われた実験では、途と中ちゆう過程が変わったけれど、結局同じ結果に落ち着いたって話」

「それでは無む駄だなのでは？」

「今現在から送った情報で過去を変えて、今現在『情報を送った』事実まで無くしてしまうと、直接的な因果関係の矛盾が生じる。だから、ゾンビ惨さん禍かそのものは変えられない可能性が高い。でも情報を送った事実と矛盾しない範はん囲いで『改善』出来る可能性が有る。具体的には――そうね、例えば、情報を送った瞬しゆん間かんに、ゾンビ達が居なくなるとか？」

　どうもその辺は椎子もよく分かっていない様で、ちょっと口調が自信なげである。

　要するに因果関係が断たたれた事で、過去という『裏付け』を失い、ゾンビは単なる死体に戻もどるのではないか、と彼女は予想している様だった。

　ただ――

「死んだ人達が生き返る事は……無いのですね」

　と――足あし下もとのハードケースを見つめながら篠がぽつりと呟つぶやく様に言う。

「そうね。それは……無いわね、多分」

　と椎子も自分の膝ひざの辺りに視線を向けながらそう答えた。

「あったとしても、多分、それは私達には認識出来ない並行世界の出来事になる。未来が分ぶん岐きする事で、矛盾を吸収するという考え方ね。この場合は……私達の世界はそのままなのかもしれないけれど」

「……うーん……わからん」

　と俺は正直に告白した。

「要するに、いきなり俺達が知り合う前の他人同士になって、全て忘れてしまうって訳ではないって事か？　でもゾンビだけは綺麗さっぱり居なくなるとか、この後はより良く状況が変わっていくとかそんな……？」

「多分ね。生き残りの頑がん張ばり次し第だいで、普通に人類復興も出来るでしょうし」

「人類復興ね……大変そうだな」

「……他人事みたいな言い方してるけど」

　と椎子は眉まゆをひそめて言った。

「他に生き残りがいなければ、私達がやるんだよ。それを」

「え？　あ――まあ、そう、なるのか？」

　人類復興と言われても具体的に何をすれば良いのやら。

　生き残りが俺達以外にもいるとすれば、そういう人達と合流する為にあちこちを回る事になるんだろうか。あ……でもその前に原げん子し炉ろのメルトダウンを止めるべきなのか？　しかし日本全国で原発って何基在ったっけ？　というか俺達みたいな素人しろうとにどうにか出来るものなのか？

「でもそうなると……」

　ふと何か思いついた様子で、篠が首を傾かしげる。

「私達の誰かが……その……し、新世界のアダムとイブになるということですよね？」

　そう言う篠の頬ほおがなんだか赤い。アダムとイブ？　人類創世？　でもそれって……

「誰かっていうか、選せん択たく肢しは四つしか無いし」

　と椎子が言う。

「四つですか？」

「男が一人、女が四人。組み合わせのパターンは四通り」

　椎子は俺、植うえ村むらさん、篠、自分、乙羽、の順に指さしてから何処どこか白けた口調で言った。

「あ、あの二人とも……？」

　ちょちょちょちょっ！　ちょっとまって!?

「な、何の話をしてるのかな……？」

「何って……誰が博明と夫ふう婦ふになるかという話ですけど」

　恥はずかしげに眼を伏ふせながら言う篠。

　椎子はこれ見よがしに親指だけを折った手を掲げる。

「先まず植村さんか、篠か、私か、乙羽か、の四通りの未来がある訳で」

「何言ってんだよ!?」

　と抗こう議ぎするのは俺ばかりで、植村さんは苦笑しているし、篠は頬を赤らめて俯うつむいているし、乙羽は――まあいつも通りだが。

「あ。でも椎子さん、椎子さんも選択肢から外さないと……」

　と篠が何か思いついた様子でそんな事を言う。

「なんで？」

「日本の法律だと、椎子さんの年齢では結けつ婚こんは出来ないんですよ？」

「それは日本の政治が機能していた時の法律でしょう？　今は関係ないわよ」

「そ……それはたしかに……」

「そもそも博明は『お前は俺のものだ』って宣言したし」

　とまたその話を蒸むし返かえしてくる椎子。

「これってプロポーズみたいなものよね」

「そんな、いつの間に!?」

　と驚おどろく篠。いや。真に受けなくていいから。

「わ……私は、勿論、嫌いやだけど、嫌だけど、まあ、仕方ないっていうなら……」

　でもって椎子は椎子で頬を赤らめながら明後日の方向を向いて――って。いや。だから俺をそっちのけで何やってんの君等。

「でもその場合……大前提が崩れる可能性」

　人差し指を立てて不意に乙羽が会話に割り込んでくる。

「法律が機能していない以上、重じゆう婚こんも罪にならない。というか婚こん姻いん制度が成立しない」

　途と端たん、黙り込む篠と椎子。

　しばし不自然な沈黙が車内にわだかまり、車のエンジン音だけが響いていたが――

「……まあ人類再生を考えるなら、遺伝子の多様性は必要だから、一夫多妻は必ひつ須すでしょうけどね……」

　と椎子は腕うでを組んで唸うなる様に言う。

「でもハーレムとか。人としてどうなのそれ」

「博明。変態」

「博明――どうしてそんな……」

　と椎子、乙羽、篠と、三人三様になんか俺を責めてくるんですけど。

　俺か!?　俺が悪いのか!?

「ふふ。博明様は随分おもてになりますね」

　いや、植村さんも笑ってないでなんとかしてください！

　やましい事など何もしていない筈はずなのに、いつの間にやら俺は重婚を試みるろくでなしって事になっている。正直言って、頭を抱えたい気分だった。
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　だが――

（……タイムマシンか……）

　それが世界を本当に救えるのか、全てをやり直す事が出来るのか。

　細かい事は俺にも分からないけれど――それは間ま違ちがいなく、今の俺達にとって希望で。

　実際、こうして馬ば鹿かな話をしている少女達は、何だか楽しそうだったし、植村さんですらも先さき程ほどから笑みを浮かべたままだ。

　絶望が人を殺すという。ならば希望は人を生かすのだ。

　それが――どれ程に不確かで曖あい昧まいなものであったとしても、暗くら闇やみに点ともる小さな光さえ在れば、人はそこに向かって進んでいける。

　その事を俺は、痛い程に実感していた。
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　人里離はなれた山間部に、その施し設せつはまるで隠かくれる様にひっそりと建っていた。

　ノースリヴァ・ジャパン――第一研究所。

　公道からも離れ、私道を半時間ばかり移動した先に在るその建物は、斜しや面めんに沿って造られており、規模こそ大きいが、あまり丈たけは高くない。それ故、山林の向こうを走る公道からは殆どその存在も確かく認にん出来なかった。

　その存在を知らぬ者が、そうそう迷い込む先ではない。

　ただ……そこで働いていた者は多かったのだろう。

　周囲には多数の『歩く死者』達が徘はい徊かいしていた。白衣を着た者、青い警備服に身を包つつんだ者、男も女も若者も老人も、様々だがいずれも早期にゾンビ化したらしく、皆みなが皆、かなりの腐ふ敗はい臭しゆうを漂ただよわせていた。

　多くは一歩歩く度に全身にたかっていた無数のハエが飛び立ち、すぐにまたたかる、などという状態で、黒々とした蠢うごめく皮ひ膚ふをまとっているかの様にも見える。

　尋じん常じようの神経ではおよそ正視に耐たえぬ情景だった。

　だが――

「障害を確認。総数……約四十人弱。恐おそらく関係者かと」

　闇やみ夜よに紛まぎれ一定の距離を置き、その建物を――そして周囲を徘徊する『歩く死者』達を観察する者達の姿が在った。

　いずれも屈くつ強きようそうな体たい躯くを迷めい彩さい服ふくで包み、多機能ベストと関節プロテクターを着け、更に肩から銃じゆうを提さげている。軍人かそれに準じた立場の人間なのだろう。

　ただし……その装備は明らかに自衛隊のものではない。

　主武装はＨ＆Ｋ・ＵＭＰ――45口径弾を使用する短機関銃である。

　元々特とく殊しゆ部隊に供給する為に開発された銃であり、通常の戦場ではなく、破は壊かい工作や対テロといった状じよう況きようで使用する事を想定された代物だ。短機関銃の弾だん薬やくとして主流の超ちよう音おん速そくの９ミリパラベラム弾ではなく、一回り口径の大きな、しかし亜あ音おん速そくの弾薬を使用しているのは、一いち撃げき必殺と、そして銃声抑制器サプレツサーの効果を期待しての事だ。

　対ゾンビ戦という意味では、適切な選せん択たくと言える。

　そう。この男達は明らかにゾンビと戦せん闘とうする事を想定して装備を選んでいる。その証しよう拠こに、関節部のみならず噛かみ付かれやすい手や足、それに襟えり元もとには、強化樹じゆ脂し製せいのプロテクターが取り付けられていた。

「いいか、目標ターゲツトはこの施設の最深部に在る」

　隊長格らしき男が胸むな元もとに固定した通信機に向かってそう告げる。

「見つけ出し、これを確保するのが今回の作戦の最優先事じ項こうだ。ゾンビは全て射殺しても構わない」

　淡たん々たんと作戦内容を確認する声に、男達は無言で頷うなずく。

　そして――




　ぶしゅ。ぶしゅぶしゅぶしゅぶしゅ。




　男達の手のＵＭＰ短機関銃が、銃じゆう声せいと呼ぶにはあまりにも低くくぐもった音を立てる。

　同時にそこから放たれた銃弾の雨が、研究所の周辺を徘徊するゾンビ達に降ふり注いだ。

　銃声の様な大きな音には反応するゾンビ達だが、距離を置き、銃声抑制器まで使った射しや撃げきには全く反応が出来ない。

　殆どのゾンビは瞬またたく間まに頭部を45口径弾に撃うち抜ぬかれ、その場に倒れていった。

『南側正面玄関、クリア！』

『東門、クリア！』

『北門、クリア！』

　その報告を聞いて隊長格の男が山林から飛び出してまっすぐ正面玄関に向かう。

　途中、撃うち漏もらしのゾンビ達がわらわらと寄ってくるが、男はそれらの額を正確に撃ち抜いて沈黙させ、難なく正面玄関に到とう達たつした。

「障害全ぜん滅めつ。次の段階に入る」

　胸のポケットからセキュリティ・キーのカードを取り出し、壁かべの読取機リーダーに掛かける。万が一に警備システムに手が加えられている可能性も考こう慮りよして、玄げん関かん突とつ破ぱ用の爆ばく薬やくまで持参したが――正面玄関のシャッターは低い駆く動どう音おんと共に巻き上げられていった。

　問題ない。順調だ。

　そう隊長格の男は思った事だろう――が。

「どうした？　ブラボー、チャーリー？　応答しろ」

　東門と北門を攻こう略りやくした筈の部下が……反応しない。いや。それどころか彼かれの後に続く筈だった部下達すら、姿が見えない。

「おい!?」

　改めて通信機を介かいして呼びかけた途端――闇やみの帳とばりが降りた山林に、微かすかな光が何度か瞬またたくのが見えた。銃口閃炎マズルフラツシユ。昼日中なら殆ど見えないが、夜ともなれば、銃声抑制器を付けていても、わずかに見える事が有る。

　そして――




　ぎゃあああああああっ!?




　断だん末まつ魔まのそれとしか思えない悲鳴が響ひびいた。

「どうした？　何が起こった!?」

　改めてそう問う隊長格の男。

　通信機から――奇き跡せき的てきに部下の叫びが聞こえてきたのは、次の瞬間だった。

『アルファ１、ゾンビだ……！　信じられねえ、こいつ本当にゾンビか!?　こんな、こんな――くそっ、来るなっ！　来るなあっ！』

　銃声よりも遥はるかに騒そう々ぞうしく響き渡わたる部下の叫び。

　そして――爆音が続いた。

「!?　馬鹿な事を……！」

　膨ふくれあがる炎の色を見つつ、隊長格の男は呻うめく。

　恐らく――何者かに襲おそわれた部下達は、錯さく乱らんして突入用の爆薬を使用したのだろう。

　まずい。今の音で、公道の方に居るゾンビ共を呼び寄せた可能性が有る。

　作戦は急ぎ遂すい行こうせねばならないだろう。『目標』を運び出すのは無理でも、とりあえず確認するだけなら、自分一人でも充じゆう分ぶんに可能だ――そう考えながら隊長格の男は建物の中に入ろうとして――

「――!?」

　振り返ったのは殆ど勘かんだった。

　いつの間に!?　そう思わず問いそうになる程ほど、それは、唐とう突とつに男のすぐ後ろに立っていた。動きの鈍い死体共にこんな芸当が出来る筈が無い――無いのだが、しかしそれは確かにゾンビだった。

　全身は腐り、爛ただれて、もう生前の面相など分からない。ただ人の形をしているというだけで――ただ、その顔にあたる部分で、赤い双眸が光っている事だけが確認出来た。

（ゾンビ――なのか!?）

　多くの動物、身近な所では犬や猫ねこといった動物の眼めには眼球の奥おく、網膜に重なる様にして輝板タペタムと呼ばれる構造体が存在する。わずかな光でも反射増幅する為のもので、暗闇で犬や猫の目が光って見えるのは、この輝板が在るからだ。

　だが人間には、そんな構造体は存在しない。

　人間のなれの果てである所のゾンビにも存在する筈が無い――

「ちっ――」

　舌打ちしつつ、男はＵＭＰ短機関銃を連射する。

　わずか一秒間に十発もの弾丸が放たれ、その大半がゾンビの上半身に着ちやく弾だんする。大口径でしかも軟弾頭ソフトポイントである。痛みを感じぬゾンビも、頭部や頸けい部ぶを大きく破壊されてその場に倒れ伏す――

「……え？」

　――筈だった。

　だがそのゾンビは平然とそこに立っている。

　確かに銃弾は命中した。腐ふ敗はいした肉片が飛び散るのも見えた。

　なのにゾンビは倒れない。

「なっ……何故なぜ……!?」

　男は残りの銃弾を全てゾンビに叩き込むが――やはり倒れない。弾は瞬く間に切れたが、ゾンビはそれを待っていたかの様に男に向かって踏み出してくる。男は慌あわてて弾倉を交換しようと、戦闘用ベストから予備弾倉を引き出して――

「――!?」

　地を蹴り、一瞬にして間合いを詰つめてきたゾンビの手が、男の手を、予備弾倉ごと握っていた。あり得ない。異常な反応速度である。

「ぎ……ぎあっ……」

　硬いものが砕ける音と共に、予備弾倉は握りつぶされた。男の手と一いつ緒しよに。裂けた強化樹脂製の弾倉から、45ＡＣＰ弾がばらばらと――男の血と共にこぼれ落ちる。

　そして――

「がぁぁぁあああああ!?」

　腕の強化樹脂製のプロテクターごと、ゾンビに噛みつかれて、男は絶叫した。
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　ノースリヴァ社の研究所は日本全国に散らばっているのだという。

　北は北海道から南は沖おき縄なわまで――本当に全国規模だ。

　だから、とりあえず目標である第一研究所が同じ本州に在るのは幸運だった。九州や四国や北海道も橋やトンネルを使って何とか行けるかもしれないが、この状況ではそれらがきちんと通れるかどうかも分からないし、沖縄に至ってはさすがにどうしようもない。

　放置されていた車からガソリンを抜いて補給しつつ、俺達はほぼ二十四時間態勢で目的地を目指していた。

　当然――

「運転……出来たんだ」

「出来るって言ったろ」

　助手席の乙羽を視界の端はしに納めつつ、俺おれはそう答えた。

　フロントガラスの向こう側に映るのは、疎まばらに街がい灯とうのついた夜の道路である。向かいから車が来る事も無いし、俺は遠えん慮りよ無くヘッドライトをハイビームにしてＧクラスを走らせている。ヘッドライトの光が、夜の国道の風景を闇から切り取りつつ、するすると進んでいくのが……何だか不思議な印象だった。

「まあ、ＦＰＳで何回か運転はしてたしな。でも、本物のハンドルを握るのはこれが初めてだからな。あんまり期待はしないでくれよ」

「してない」

「そうですか」

　ちなみに植村さんは篠、椎子と一緒に後部座席で眠ねむっている。もしもの時に備えて俺もこのＧクラスの運転に慣れておいた方が良い――という事で、交代要員を兼ねて習熟訓練中という訳だ。

　とはいえ……地図を見た限り、第一研究所まではこの道をひたすらまっすぐ進むだけでいい様だ。ゾンビも生きた人間も、俺がハンドルを握ってからは全く見かけていない。

　このまま何事も無く、研究所に着ければ良いんだが。

「なんか、こうしてると――」

　とはいえ、延々とただ車を走らせているのも退屈なもので。

　俺は当たり障りの無い会話を乙羽とする事で、眠気を追い払う事にした。

「夜の、ドライブをしてるみたいに錯覚しそうだな」

　……言ってから即、後悔した。俺は馬鹿か。まるで口説いてるみたいだろ、これじゃ。

「夜のドライブじゃないの？」

　と乙羽は首を傾げる。

「あー……いやそうなんですけどね？」

　確かに夜に車をドライブさせてるんですけどね？

　俺が言ったのはそういう事ではなくて、ドライブデート的な……いやまあ、失言したと後悔した位だから、乙羽が気づいていないのは幸いだった。

　こいつ、こういう所は本当に鈍い。まあそこが可愛かったりもするのだが。

「それにしても、希望があるのはいいもんだな」

　それがどんなに小さな小さな希望でも。

　どっちが前でどっちが後ろかも分からない状態で闇の中を這い回るより遥かにマシだ。

「……そうね」

　と――乙羽の口調は僅わずかに暗い。

　まあ俺以外が聞いても普段と区別がつかない程度の違ちがいだが。

「なんだよ。ご機き嫌げん斜めか？」

「私はいつも、こう」

　そう言って、乙羽は真まっ直すぐに前を――暗闇を見据えている。

「昔から、こう」

　付け足された一言に何か意味深なものを感じる。

　いつもこんな乙羽。昔からこんな乙羽。

　ゾンビマニアで、感情表現に乏しくて、変人扱あつかいされながら育ってきたが故ゆえに――だからこのゾンビ惨禍の中を、たくましく生き延びる事が出来た乙羽。

　俺の相棒。俺の命の恩人。けれど――

「ああ、ひょっとしてゾンビマニアのお前からすりゃ、今のままの世界の方が好ましかったりする訳か？」

　俺は極力、軽い口調でそう問うてみた。

　まさか――とは思うが。

　乙羽が『このゾンビが闊歩する世界だからこそ自分は輝ける』なんて考えていたとしたら……？　タイムマシンを使った結果がどうなるのかはよく分からないが、このゾンビが当たり前の様に闊歩する世界が無くなったら――乙羽は、どうなるのか？　ゾンビマニアだから、やっぱり四六時中家に引き込もって映画観たり、武器作ったりするのか？

「実は世界なんて救いたくない、とか？」

「かもね」

　平然と乙羽はそう言ってきた。

　おいおいおいおい……

（そういえば俺、世界がこうなる前の乙羽の事、何も知らないんだよな）

　少し家族の話は聞いたが。

　何処どこに住んでいて、どんな学校に通って、どんな友達が居たのかとか居なかったのかとか。ゾンビ以外に何か趣しゆ味みは有ったのかとか。好きな食べ物は何で、好きな動物は何かとか。そんな――当たり障りの無い、普ふ通つうの生活をしていれば当然に生じているであろう元々の事こと柄がらを。

「……ちゃんと前見て運転して」

「え!?　いや、見てる、見てるよ！」

　眼は前に向けていたものの、注意が隣となりの乙羽に向いていたのは事実だ。

　こういう所は変に敏びん感かんなんだよな。本当、不思議な奴やつ。

（しかし、まあ俺も以前の自分を知られたいかって言われれば、微び妙みようだけどな）

　なんだかんだ言って部屋に引きこもってのゲーム三昧生活である。

　自分的には楽しんでいたが、世間的にそれがよく見られない趣味と生活態度である事は勿もち論ろん、理解している。特にＦＰＳは未いまだに誤解されやすい趣味だ。戦争が好き、人殺しが好き、そんな風に決めつけられて――褒ほめられるのは同好の士の間だけ。

　あるいはこの世界を終わらせたくないと思っているのは、俺も同じなのかもしれない。

　今が充じゆう実じつしている。すごく。生きているという実感を覚える。

「なあ、乙羽」

「なに？」

「最後の最後で……邪じや魔ましたりするなよ？」

「…………」

　乙羽は――何の話？　とは聞いてこなかった。

　彼女はしばらく無言で前を見ていたが、やがて窓まど際ぎわに頬杖をついて――短くだがため息を漏らした。珍しい。こいつがこんな物憂げな『表情』を見せるなんて。

「そう……私にとって、この世界はある意味、理想郷」

「……乙羽」

「ゾンビマニアだからと馬鹿にされない。むしろ博明も篠さんも植村さんも、椎子ちゃんも私の意見を尊重してくれる。楽しいし嬉しい。生きてて良かったと思う位に」

　口調は淡々としているが、それは――乙羽の、胸の内から絞り出す様な告白なのだと俺は理解出来た。程度の差こそあれ、それは俺も同じだから。

「でも、この理想郷って所詮は期間限定」

「期間限定？　どういう意味だ？」

「ゾンビものではあんまり言及されないけれど。結局、どういう理り屈くつで動いているゾンビでも、死んで腐くさっていく以上、永遠不滅という訳じゃない。また、事実上、ゾンビの増殖よりも、人間の繁殖が劣ってしまえば、遠からずゾンビも絶滅する。どっちにしても、先はない――この世界は」

「……なるほど」

　そうだ。それは考えてしかるべきだったろう。

　そもそも――ゾンビというのは何なのか？

　以前、乙羽に聞いたが……他の生き物に寄生してこれを乗っ取る生物というのは、実際に存在しているそうだ。

　カタツムリを中間宿主として寄生するある種の虫は、最終的な宿主である鳥の体内に侵入する為ため、宿主であるカタツムリが鳥に餌として食べられやすい様に、操るという。本来なら身を守る意味も兼ねて暗い場所を好む筈のカタツムリが、明るい場所に出て触角を派手に動かすのだ。
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　生物の生存戦略として、そういう生態が生じるのは分かる。

　だがゾンビがウイルスである場合……この異様な感かん染せん力りよくと、異常な生態は、明らかに生存戦略としては悪手だろう。乙羽の言う様に、この勢いでゾンビが広まっていけば、その元になる筈の人間も死滅する。そうなればゾンビウイルスも宿主を失って死滅するのではないのか？　こんな不合理な生き物が何故、突とつ然ぜん、現れた？

　あるいはゾンビウイルスは癌がん細さい胞ぼう的な何かなのか？

　癌細胞も『宿主』である生き物を殺して諸共に滅びる。だが癌細胞は生存戦略の結果、進化し発達してきた生き物じゃない。あれはあくまで生物の細胞が自己増殖する際に、複製に失敗して暴走増殖する細胞――というだけだ。癌は伝染しない。そんな事は俺でも知っている。

　分からない。ゾンビはどうして突然発生して、どうしてこんな速度で地上に溢あふれた？

　同じ人間に食らいつき、感かん染せんを拡大し、世界を滅ぼす――怪かい物ぶつ。そのくせ、人間が滅めつ亡ぼうすれば自身も滅亡するしかない、か弱い怪物。

　その怪物を生み出した理屈は……原理は何だ？　そこに合理性は有るのか？

「だから――」

　ふと乙羽は思いだした様な口調で言う。

「やっぱりゾンビって映画で観ておく方が面白い。結論」

「今いま更さらそれを言うのかよ!?」

　というか……いつから乙羽はそういう結論になっていたのだろうか。

「結局、趣味は趣味のままでいる方が、良いという話」

　まあ確かにそれはよく聞く話だが。

「この世界じゃ新作も撮られる事が無い」

「ああ、ゾンビ映画な…………」

　この現実がエンドマークの出ない映画とも言える訳だが。

「そういえば、前から少し気になってたんだが……乙羽って、なんでそんなにもゾンビが好きなんだ？」

　そのせいで家族にまで疎まれていた様な事を言っていたが。

「知ってどうするの？」

「どうするって……別にどうもしないよ。ただ、乙羽のそういう所を、あんまり知らないなと思ってさ」

　ものを好きになる理由なんて人それぞれだろうし、場合によっては話したくない事だってあるだろう。乙羽だって、そこに至るまでにいろんな事があったんだろう。それをほじくり返す様に強要するのは、良くない事かもしれない。

　だが……乙羽は今、俺の相棒だ。

　相棒の事はきちんと知っておきたい。知って安心したい。もし何か問題を抱かかえているなら一緒に解決してやりたい。それが俺自身を守る事でもあるし。

「なんとなくで好きになった訳じゃないだろ？　まあ、別に話したくなかったら、話す必要もないけど――」

「…………」

　しばらくの間、乙羽は黙だまっていた。

　ヘッドライトに照らされた道路を――いやその先の闇を無言のまま見つめ続ける乙羽。

　彼女が沈ちん黙もくに厭あいたかの様に、ぽつりと言葉を漏らし始めたのは、三分ばかり経過した後だった。

「私ね……ゾンビって、きっちり死ねてないって事だと思うの」

「きっちり死ねてない？」

「そう、昔の私みたいに……」

　昔の乙羽が、ゾンビと同じ？　どういう意味だ？

「昔の私って、すごくぼんやりと生きてた」

「……ぼんやりねえ」

　まあゾンビ関連以外の乙羽は、何処かこう、抜けているというか、妙みように鈍い様な所が有るのは確かだ。

「初めて父と観に行った映画が、ゾンビ映画で――凄すごく印象的で」

「親父おやじさんも大概だな……」

　初めてって事は幼稚園とか小学生低学年だと思うが。

　自分の娘むすめにいきなりゾンビ映画なんて見せるか？

「連休中で、どこの映画館も一杯だったから、入れそうなやつに飛び込んだだけ」

「……なるほど」

「で――その映画中で、私に似た女の子が出てた。私と同じ様に、あんまり何も考えずぼんやりと生きていた女の子。何もかもどうだっていい、別に今すぐ死んでもいい、そんな事を面めん倒どうくさそうに何度も言ってた。でもその子は――ゾンビに食べられそうになった途端、必死になって生きようとして……」

「いやまあ、そりゃそうだな」

「結局、その子はゾンビになっちゃうんだけど」

「なっちゃうのかよ」

　容よう赦しやない脚きやく本ほんだな。

「普通なら、死ねばそこで終わりの筈なのに……その女の子は、あんなに嫌がってたゾンビになって、ずっと、うろつき回っているの」

　窓から遠くを見つめる乙羽――その横顔は、ひどく憂いを帯びて見えた。

「きちんと死ねない事って怖こわいんだなって、その時思った。それから、気づいた。じゃあきちんと生きていない私は、どうなんだろう？　って――」

　死んだように生きる中ちゆう途と半はん端ぱな日々。

　それは確かに他人に誇れる様なものでもなければ、楽しいものでもないだろう。そして恐らく死の間ま際ぎわには悔いを残す。死んでも死にきれない――なんて思うかもしれない。

「今をきっちりと生きていない自分は、このきっちり死ねていないゾンビと同じなんじゃないかって……」

「深いな、おい」

　俺は妙に重苦しくなった空気を少しでも中和しようと、努めて軽い口調でそう言った。

「ゾンビ映画で人生を考えるとか……」

　まあ乙羽らしいといえばらしいのか。

　まさか、ここまで真剣な話が引き出だせるとは思わなかったが――

「コタール症候群って知ってる？」

　ふとそんな事を乙羽が言ってくる。

「え？　何？　いや、知らないが――」

「自分がゾンビだと思い込む精神疾患」

「……そんなのがあるのか」

　初耳だ。世界は広い。

「コタール症候群とは違うのかもしれないけれど、私も何かそういう、自分はゾンビなんじゃないか、自分は死に損ない続けて、生き損ない続けて、宙ぶらりんな状態なんじゃないかって――そんな風に思ってて、なんだか、もどかしくて」

「それは――」

「だからね、博明」

　ふと俺の方に眼を向けて乙羽は言った。

「博明が、篠さんにお父さんを撃つんだって説得してた時の言葉……嬉うれしかった」

「はぁ？　何が……」

　どうなってそういう理屈になる？

「同じ考えの人がいたんだって、思って」

「同じって…………ああ、そういう事か」




『お父さんを死に損ないさせ続けるな。ちゃんと終わらせてあげよう』




　……あれか。

「聞こえてたのか……!?」

　あれって篠を抱だきしめてその耳に囁いたものだったはずで。

　まさか乙羽の耳にも届いていたとは思わなかった。

　あれは篠に決意を促す為にやっただけで、乙羽が思っている程の意味を含ふくめてた訳じゃないんだが……まあ、此こ処こでそれを言うのも野暮か。

「生者は生者に。死者は死者に。中途半端は誰だれにとっても不幸。だから死者はきちんと死なせてあげないといけない。生者は生きる事を全うしないといけない。そういう考え方になった。いつの間にか」

「…………」

「つまり私にとってゾンビ映画とは、人間としての生き方を教えてくれるバイブル」

　と乙羽は締めくくった。

「ゾンビ映画がねえ」

　としみじみ呟つぶやいてみるものの――乙羽の話にも頷ける部分は多々有った。

「それに、この充実感を過去の自分に教えてあげたい」

「……ああ、それは思うな。確かに」

「だから『やり直し』には賛成する」

　ゾンビマニアとして、ＦＰＳマニアとして、俺おれ達たちは趣味に没頭しつつも、どこかで自分が世間一いつ般ぱんからずれているのだという自覚を――罪悪感、後ろめたさの様なものを持ち続けていたのだろう。だから俺達を馬鹿にしてきた『普通の』人達にも強く反論出来なかった。彼かれ等らを説得しようとも思わなかった。所詮、周りは自分と違うからと、早々に諦めて自分の殻からに閉じこもった。

　だが……そんな自分達が今や『世界を救う』かもしれないのだ。

　自分達が邁まい進しんしてきた、趣味のスキルを活かしまくって。

　こんな痛快な事は無いだろう――それを知っていれば、多分、もっと堂々と俺達を馬鹿にしてきた連中に、『俺はこれが好きなんだ、文句有るか』『馬鹿にしてないでお前もちょっと試ためしてみろよ、騙されたと思ってさ？』と言える位に。

　それはきっと……楽しい日々だろう。うん。

「まあ……そういう部分は俺も乙羽と一緒かもな。ＶＲＦＰＳマニアって、色々誤解受けるし、散々、『遊びで戦争するなんて』とか馬鹿にされてたけど」

　ちゃんと役に立っている。だから俺は未だ生きている。

「そういう意味では俺も危ないのかもなぁ」

　実は俺の方が最後の最後で世界をやり直すのに躊躇したりして。

「……博明」

　乙羽が静かに――まるで労る様に声を掛けてくる。

「邪魔しちゃ駄だ目め、だよ？」

「……お前が言うな」

　苦く笑しようして俺はそう言った。




●




　公道から枝分かれした私道に入って――半時間。

　密に生い茂る木々の向こうに現れたのは、私有地たる事、関係者以外立ち入り禁止を告知する札プレートの付いた金網のフェンスと、そして山肌に沿う様にして建てられた灰色の建物だった。

「あれが…………」

　椎子曰いわく、外資系で、しかも何かと誤解を受け易やすい研究内容を抱えている――抱えていたノースリヴァ社は、確保出来る土地の広さもあり、こうした地方にひっそりと隠れる様に研究所を建てる事が多かったらしい。そういえば椎子の居た第四研究所も、市街地ではなく郊こう外がいに建てられていた訳だが。

「ノースリヴァ社の第一研究所……」

「そう。此処をまっすぐ進めば正面玄げん関かんね」

　と椎子が指さす、その先には――

「どうやら、我々よりも先にここへ来た者が居るようです」

　植村さんがモスバーグに弾たまを装そう填てんしながら言った。

「……ですね」

　金網の途と切ぎれる先にゲートと思おぼしきものが在る。単に門という訳ではなく、恐らくは自動で開け閉め出来る上に、何かあればすぐ脇わきの詰つめ所しよから、警備員が飛んでくる様な代しろ物ものである。門もん扉ぴ自体が学校なんかのそれと同じ、鋼鉄製のごつい代物だ。

　だがそれが……今は開きっぱなしだ。それどころか警備員の詰所らしき小さな建物には、壁面に無数の弾だん痕こんが刻まれているのが見えた。

　誰かが襲しゆう撃げきしたのだ。此処を。

　だが……一体、誰が？　何の為に？

「……博明、前方に数体いる」

「おう……って、あれは」

　ヘッドライトに照らされた空間にふらふらと現れたのは……迷彩服と戦闘用ベストに身を包んだ男達だった。迷彩服はＡＯＲ２？　いや――グリーン系のマーパットか。アメリカ海兵隊が使用するウッドランド迷彩のデジタルパターンだ。

「自衛隊ならまだ分かるけど、なんで海兵隊がこんな所に？」

　いや、勿論、迷彩服は普通に民生品として買えるから、必ずしも彼等が海兵隊だとは限らないのだけれど。俺も一着持ってたし。

　ともあれ先客というのはこいつらか……？

「考えるのは、あれを片付けてから」

　愛用のショベルを手に持って、助手席から外に出ようとする乙羽――だが俺は慌てて彼かの女じよを止めた。

「おい、まて乙羽！　アイツら銃を持ってるぞ!?」

　しかもあれ、ヘッケラー・ウント・コッホＨ＆ＫのＵＭＰ短たん機き関かん銃じゆうじゃねえか！　しかも銃声抑制器まで付いてるし！　となるとやっぱりあいつら海兵隊か、さもなくばどこかの特殊部隊か……

「大だい丈じよう夫ぶ」

「大丈夫……じゃねえって！　やばいって！」

「よく見て。あれはゾンビ」

「分かってるよ！　けど――」

　俺は覚えている。篠の父親が手にしていた〈ライトウエイトストーカー〉を撃った事を。

「今回のゾンビは生前の行動をなぞってるだけ」

　確かに乙羽の言う様に篠の父親はただ、生前の動作をなぞっただけかもしれない。

　だがそうでなかったら――いや、そうであったとしても、弾を広範はん囲いにばらまける短機関銃は、危険だ。何処に弾が飛ぶか分かったものじゃない。

「そもそも銃を扱う様な細かい動作は――」




　ぶしゅぶしゅぶしゅ。




　銃声抑制器独特の、くぐもった発射音。

　同時に第一研究所一階の窓ガラスが一枚、粉々になった。

「……乙羽？」

「極まれに暴発くらいはあるかもしれないけど、大丈夫」

「絶対に大丈夫じゃねえだろ!?」

　わめき散らしたいのを堪こらえてそう囁く俺。

　とはいえ――このまま立ち往生していても意味が無い。

「椎子は頭を低くして、俺達が良いと言うまで絶対に頭を上げない」

　俺はＧクラスの横で車椅子に座すわっている椎子をまず振ふり返かえって言った。

「……分かった」

　さすがに俺が真剣なのが分かるのか、素す直なおに椎子は頷うなずいてくれる。

「篠は車を死守。万が一の場合には閉じこもれる様に、ライフルは車内から構えて。発砲はぎりぎりまで待って。銃声がゾンビを引きつけるから」

「……了解コピー」

　と篠が〈ジーノ〉として俺と組んでいた時の言い方で頷いてくれる。

「乙羽と植村さんは俺と一緒にあの連中を殲せん滅めつで。前衛は俺と乙羽、後衛は植村さん、援護射しや撃げき頼みます」

「了解」

「承うけたまわりました」

　全員に指示が行き渡ったのを確かく認にんすると――俺と乙羽は左右に分かれて走り出す。

（ひょっとしてあいつら、この施し設せつの警備員か？）

　椎子の居た第四研究所も、短機関銃で警備員が武装していた様だった。

　勿論、日本では１００％違い法ほうなのだが――

（まあ本当にタイムマシンなんて作ってたんだとしたら、それ位の警備はして当然なんだろうけどな……何せ世界をやり直せるってんなら、それはつまり究極的な兵器にもなる訳だし……）

　送れるのが情報だけとはいっても、例えば最新兵器の設計図や、敵軍の配置情報、最新の戦術理論……こうしたものを送り込めるなら、第二次世界大戦を日本に勝たせる事だって出来るだろう。

　そんな事を頭の片かた隅すみで考えつつ、俺はＭＰ９の折り畳み式銃じゆう床しようを展開、肩かた付づけし、更さらに左手でフォアグリップを掴つかんで――撃うつ。

　ぶしゅしゅしゅしゅしゅ！　と若じやつ干かん、くぐもった音と共に９ミリパラベラム弾がばらまかれ、ゾンビ達の上半身に着弾。予あらかじめ銃じゆう口こうが反動で上向き加減になるのを見み越こした上でまずは胸の辺りに照準を合わせたが――狙い通り、二発目三発目と弾痕はゾンビの身体からだを登っていき、四発目でだめ押おしにその頭部に孔あなを穿うがった。

　よし！

　振り向くと同じく愛用のモスバーグ散さん弾だん銃じゆうを背中に回し、ＭＰ９を構えた植村さんが、確実に単射でゾンビの額を撃ち抜ぬいていた。さすが。射撃は自転車や水泳と同じで、一度覚えたら忘れないとはいうが……

　残弾を考えれば、ここで無む駄だに消費する訳にはいかない。俺も植村さんを見習って出来るだけワンショットワンキルを心がけ、消しよう耗もうを抑おさえるべきか。

　そんな事を考えていると――

「博明、援護」

　ふと乙羽の声が聞こえてそちらを振り向くと――あろう事か、乙羽が、銃じゆうではなくショベルを手にゾンビに襲いかかっている所だった。

「え？　ちょっ……おまっ……」

　お前にもＭＰ９渡わたしたし、使い方も教えたろうが!?

　と怒鳴りたいところだったがその余よ裕ゆうは無い。

「ふっ……」

　短く息を吐はくと腰こしをグンとかがめ、地面を蹴りつける乙羽。一気に間合いが縮まり、すれ違う瞬しゆん間かん、右足を軸に半回転。乙羽は左斜め下から右斜め上に――いわゆる逆袈裟気味にショベルを振り抜いていた。

「うわっ……」

　まるで刀剣の様な切れ味を示してゾンビの首を切り落とす乙羽のショベル。

　相手は数歩、頭の無いままに歩いて――その場に倒たおれた。

「毎度の事だけど……あれで本当にただ『ゾンビ映画観てただけ』なのかよ……」

　今更ながら乙羽の、容姿に似合わぬ白兵戦能力は凄すさまじい。

　とはいえ……確か剣道では『一人斬って一段』と数える。勿論、それは同じく剣道を学ぶ者との昇段試合に勝って、という事だろうが……実戦の過か酷こくさを思えば、彼女は恐おそらくもうそこらの初段なんかよりも強いのかもしれない。

　何しろ敗北すれば即、死――という状じよう況きよう下で、何十人と彼女はあのショベルで『歩く死者』を斬り倒してきたのだから。どの角度からどの程度の速度で斬り付ければ死者の身体を破は壊かいできるか――恐らくもう彼女は身体で覚えているのだ。習うより慣れろとはよく言ったものだ。

　結局、俺と植村さんが三体を撃ち倒し、乙羽が二体を斬ざん首しゆ、更に念ねんの為にと乙羽が撃ち倒された方のゾンビの首もショベルで落としていった。

　その間――わずかに一分弱。

「お見事です」

「本当。第四研究所の時も思ったけど――アンタたちって本当にただの一般人なの？」

　植村さんが迎むかえに行った様で……彼女が車くるま椅い子すを押して、椎子が、そしてその隣に篠がＭ７００ライフルを携たずさえてやってきた。

　椎子は残らず首チョンパされたゾンビを見て呆気にとられている様だ。

「博明様、彼かれらの銃はまだ使えるようですが」

　植村さんが先に拾っておいたのか、ＵＭＰを手にしてそう問うてくる。

「念の為に取っておきますか？」

　そう言いながらも手は別の生き物みたいに動いてＵＭＰの弾だん倉そうを抜き、残弾を確認、更にボルトを引いて薬室から弾を抜くと同時に、引っかかりが無いかを確かめている。いやもう本当、さすがというか何というか……

「45口径ですしね。ゾンビ相手だとむしろＭＰ９より……」

　と言いかけて――俺は気づいた。

　そもそも最近の短機関銃では45口径弾よりもＭＰ９の様に９ミリパラベラム弾を使う方が主流だ。ＵＭＰは元々、９ミリ弾では威力不足と判断したアメリカの特殊作戦軍ＳＯＣＯＭが銃じゆう器きメーカーに発注して、より口径の大きい45口径弾を使用する前提で造らせたもの……つまり、一発の威力、特に対象を打ち倒す文字通り打だ撃げき力に関しては、特にＵＭＰは優れているという事になる。

　このゾンビがＵＭＰを装備していたのは単に偶ぐう然ぜんか？

　それに、よく見ればこの武装ゾンビ達……手や足、それに首元に強化樹じゆ脂し製せいのプロテクターを着けている。これってゾンビ対策として用意されたものじゃないのか？　つまりこの連中、ゾンビの生態――というか何というか――を理解した上で、此処に来た事になる。

「それにしても、どうしてアメリカの方がここにいらっしゃるのでしょうか？　近くに米軍基地はなかった筈はずですけれど……」

　と篠が首を傾かしげる。

　海兵隊と同じ服を着ているという以上に……このゾンビ達の顔立ちは明らかに外国人のそれだ。装備も日本の公的機関が採用しているものとは違うし、かといってヤクザの類たぐいがこんな装備で此処に来るとも思えない。となると……

「これは本当にあるって事か。タイムマシン――もしくはそれに匹敵する何かが」

　椎子の話を信じていなかった訳ではないが、『実はあるんです』といわれて『はいそうですか』と信じられる代物でもない。だがわざわざこんな場所に、軍隊かそれに匹敵する装備の連中がやってきている事を思えば、間ま違ちがいなく此処には何か在る。

（それに……）

　俺おれはふと脳のう裏りにレイヴンとの会話を思い出す。

　まるで俺達の行動を見み透すかしたかの様なあの物言い、あれはひょっとして――

「とにかく急ごう」

　俺達は小走りで――植村さんは少し遅おくれて椎子の車椅子を押しながら――研究所の正面玄関に辿り着いた。分厚い鉄製の、両開きの扉が在る。ちょっとやそっとではびくともしなさそうで、そのすぐ脇の壁かべには小さな装置が埋め込まれていた。

　テンキーとスリット。間違いなくこれが『鍵かぎ穴あな』だろう。

「椎子、開けられそうか？」

「まって……私のＩＤとパスを使えば、問題なく――」

　素す早ばやくセキュリティ・キーのカードをスリットに通し、彼女から聞いた番号を俺が入力していく。十六桁の番号を打ち込み終えると、電子音が鳴った。

「おおっ……」

　静かに鋼鉄の扉が左右に開いていく。

　中からゾンビが溢れ出てこないかと一いつ瞬しゆん、俺達は身構えたが――扉の向こうはゾンビの姿も無ければ人間の姿も無い。完全な無人状態だった。

「よし、これでタイムマシンまではあと一歩だな」

「そうですね、博明。さあ、行きましょう」

　と篠も笑え顔がおである。見れば植村さんも椎子も表情が明るい。

　だが――

「どうした、乙羽？」

　ただ一人――乙羽だけが何やら神妙な顔つきのままだった。彼女の身体に緊きん張ちようが漲みなぎっているのは見れば分かる。まるでゾンビを目の前にしているかの様に……いつでも『敵』に飛びかかれる様に。

「乙羽？　おい？」

「…………」

「まさかお前……」

　車の中で話していた冗談が脳裏をよぎる。

　いや。乙羽ははっきりとこの『世直し』の邪魔をしないと言った筈だ。この期ごに及およんでいきなり心変わりするなどという事があるか？　絶対に無いなんてさすがに俺にも言えないが――しかし乙羽はそんな気分屋でもない筈だ。

「……違う。油断は禁物」

　乙羽が首を振った。

「さっきのゾンビ。臭ってなかった」

「……そういや腐ってなかったな、あれ」

　今まで遭そう遇ぐうしたゾンビは、大たい抵ていが、それこそ鼻がひん曲がりそうな悪臭を漂ただよわせていたのに対し……先さき程ほどの連中にはそれが全く無かった。ゾンビの悪臭には慣れ切っていたので、逆に『臭わない』事に気づいていなかったのだが。

「それがどうかしたんですか？」

　と篠が尋たずねてくる。

「恐らく死んで間もない。武器をもっていた。弾が尽つきた訳でもない。しかも対ゾンビ用にプロテクターも着けていた」

「…………あ」

　篠も気づいたらしい。

　そう。連中はつい最近、下手をすると俺達が来る何時間か前に死んだ事になる。

　しかも――

「なぜ死んでる？　武器を持って、自衛出来た筈なのに？」

　武器も壊こわれてはいなかった。

　つまり……対ゾンビ戦を想定した装備でやってきた連中が、弾だん薬やくが尽きた訳でもないのに、全ぜん滅めつしているという事になる。ひょっとしたら仲間が生き残っているかもしれないが――それなら仲間は、ゾンビになった連中を放って何処に行ったのかという疑問が残る。

　考えられる可能性は幾いくつか有るが――

「……いや。今は急いだ方がいい」

　俺は首を振って悪い想像を頭から振り払った。

「油断しないのは勿論だが――此処で立ち止まったり躊躇している方が、むしろ危険だと俺は思う」

「私も博明の意見に賛成」

　と椎子が言ってくる。

「私も先に進む事に異論は無い」

　と乙羽が頷くのを確認し――俺達はひとかたまりになって、建物の奥おくへと踏み込んだ。




●




　正面玄関の向こうは広いホールになっていた。

　この辺は第四研究所と同じだ。

　部外者がふらっと訪れる商業施設ではないからか、受付の類も見当たらない。ただやたらに広い、それこそサッカーのコートがとれそうな程ほどの面積がある。さすがにあちこちに太い柱が在ったが。

　恐らく此処は、多目的に使う事を想定された場所なのだろう。

　奥の方にはエレべーターホールらしき場所に繋つながっている通路も見えた。

「椎子、そのタイムマシン――在るとしたらどこだ？　いや、その前にキースって人を探すべきなのか……」

　健康管理システムの情報が正しければ、キースは生きている。勿論、システムが誤作動していたり、既すでにゾンビ化しているのを生きていると誤認している可能性もある訳だが。

「とりあえず調べてみる。二階には警備の端たん末まつが在る筈――」

　――と椎子が言った、その時。

『やあ、シイコ』

「――っ!?」

　突然ホールに響ひびき渡る声に――俺達は揃そろって身構える。

　いや。一人だけ例外が居た。名を呼ばれた椎子本人だ。

「キース！　その声、キースよね!?」

　彼女は眼めを輝かせてそう叫さけんだ。

『ああ、僕ぼくだ。無事で良かった、ずっと心配してたんだよ』

「それは私の台詞せりふよ！」

　と椎子は叫ぶ。

「どうして――どうして今まで連れん絡らくしてくれなかったの!?　いえ、こっちから連絡をとろうとしたのに、応じてくれなかったの？　紀子が、紀子が――」

『すまない。何度か連絡を取ろうとしたんだけど、障害があって、ずっと外部に通信が出来なくてね』

　紀子さんの事で声を震わせる椎子に、キースは落ち着いた声でそう釈明してきた。

「そっか……そうだね……いいよ……だって、キースが無事だって分かったんだし」

　こぼれ落ちそうになっていた涙なみだを手の甲こうで拭い、椎子は辺りを見回す。

　恐らくこのホールのあちこちに警備用の監かん視しカメラが設置されているのだろう。キースはそれを介かいして俺達を見ているに違ちがいない。

「ねえ、キース、実は私達たち――」

『――タイムマシンの試作機だろう？』

　椎子の言葉に被せる様にキースが言った。

『君なら当然そう考えるだろうね。君は賢い子だ。過去に情報を送ってこのゾンビ惨さん禍かを食い止められると、すぐに思いつく』

「そうよ。確かこの間のレポートで、かなりの情報量を過去に送信できるって――」

『ああ。それは既に確認済みだ。可能だよ』

　何処どこか楽しげな口調でキースはそう言った。

「…………」

　俺の中で違い和わ感かんが頭をもたげる。キース・ウェイン。俺がこの人物の声を聞くのは勿もち論ろん、初めてである訳だが……椎子があんなにも懐いて慕っていた相手が、こんな状況で楽しげに――こんな状況を楽しげに語る人物だというのが、何というか、奇妙に思える。

　なまじ声が同じという事で、椎子は特に不審に思っていないらしいが――

「お願い、私達にタイムマシンを使わせて」

　椎子は必死の表情でそう言った。

「何処に在るの？　この第一研究所に在るんでしょう？」

『分かった。タイムマシンの場所まで案内しよう』

　その言葉を待っていたかの様に、奥のエレベーターホールで、扉が開いた。

　いや。それは――

「通路……？」

　エレベーターではなかった。更に奥へと続く通路がそこに現れていた。電力節約の為ためか、消しよう灯とうされていた照明が次々と点灯していく。それはまるで、奥へ奥へと通路が生成されながら伸びていく様にも見えた。

　長い。十メートルやそこらじゃない。しかもこの建物、確か山肌に沿う様な形で建てられていたから……あの向こうは地下か？

「キース、ありがとう。皆みんな、こっちよ」

　逸る気持ちを抑えられない――といった様子で車椅子を動かし奥へと進む椎子。

　俺は小走りで彼女の前に出ると、篠と植村さんに無言で頷いて見せた。

「…………」

　二人ともすぐに察してくれたか、椎子ちゃんの左右につく。

　そして俺の横には――これまた以心伝心といった感じで乙羽が立ってくれた。

　前衛が俺と乙羽。後衛で『王』の駒――いや『女王』の駒、即すなわち椎子を守るのが篠と植村さんだ。今の俺達にとって最重要で守らねばならないのは、椎子だからだ。

　そうして俺達は注意深く通路を進んでいく。

　百メートル近く歩いただろうか。

　やがて俺達は玄関ホールよりは小さいが、より天井が高い、半球状の部屋に足を踏み入れた。広さはテニスコート二面分程度か。

　そしてその真ん中に――四方八方から大量のケーブルが繋がれた、四角い機械が鎮座していた。まるで角張った頭を触手で支えるタコかクラゲの様だ。そして操作用の端末なのか――小さな机がその脇に置かれ、そこにノートパソコンが一台、置かれていた。

　他には何も無い。

　つまりこれが――タイムマシンなのか？

『操作方法は端末から呼び出せる。『ＨＧウェルズ』フォルダの中の『マニュアル』だ』

　どこかに居るキースがそう言ってくる。

「これがあれば……！」

　椎子がタイムマシンの操作端末に近づいて手を伸ばす。

　彼女がセキュリティ・キーを使って端末のロックを解除、そして猛もう烈れつな速度でキーボードを叩たたき始めると――どこかにプロジェクタでも仕込まれていたのか、壁面に端末の画面が映し出された。

　何やら英字と数字が猛烈な勢いで飛び交っている。

　凡ぼん人じんの俺達には何が何だかさっぱり分からない――が。

「……車型じゃないんだ」

　ふと乙羽がそう呟いたのを聞いて俺は苦笑した。

　何をちょっとがっかりしてんだよお前は……いや、俺もちょっと期待してたところはあるけどな？　魔法の絨じゆう毯たんみたいなのに、でっかいデスクライトがついてるようなやつ。でもって机の引き出しの中に在るんだよ。

「あの……博明」

　ふと篠が不審の表情を浮うかべて俺に声を掛かけてきた。

「変じゃないですか？　だって、キースさん、椎子ちゃんの事心配してたんですよね？　なのに、どうして直接会いに来ないんでしょう？」

　会いに来ないどころか、やりとりは声だけだ。姿が見えない。たとえ回線越しの映像であろうと、姿を見せれば椎子はより安心するだろうし、そんな簡単な理り屈くつが分からない奴やつでもない筈だ。

「……キース・ウェインさんだっけ？　ちょっといいかな？」

『なんだい？』

　気さくな口調でキースはそう応じてきた。

「なんで、アンタは姿を見せないんだ？」

『その必要が？』

「有るだろ。当然。ずっと連絡が取れなくて、心配してた椎子と再会出来たわけだからな？　普ふ通つうなら、直接会いたくなるもんじゃないか？」

『そうか。そうだね。普通ならそうなんだね』

　とキースは明るい口調でそう言ってくる。

　俺の中の違和感は益ます々ます膨ふくれあがっていく。何だコイツは？　本当にこいつはキース・ウェインなのか？　それとも――

「何よこれ……!?」

　不意に――端末の操作に熱中していた椎子が、悲鳴の様な声を上げた。

「なんで？　どうしてこんな事……？」

「椎子、どうした？」

「これ、これじゃ――タイムマシンは稼か働どう出来ない！」

　椎子は俺を振り返ってそう叫んだ。

「無いの、タイムマシンの部品が一つ抜けてる！　これじゃあ、過去に戻もどるどころか、起動すら出来ない……！」

「…………」

　俺は辺りを見回した。

　恐らくはキースの目となっているであろう監視カメラ――天井に等とう間かん隔かくで配置されたそれらを順に睨にらんでいく。

「キース、どういうつもりなの……？　どうして、こんな大事な事を黙だまってたの？」

『どうしてかな？』

　涙声の椎子に、場にそぐわぬ、ひどく軽い口調でキースはそう応じる。

　最早、疑いようが無い。こいつは明らかに楽しんでいる――タイムマシンが動かないと知れば、俺達が狼ろう狽ばいするだろうと予想し、実際に椎子が取り乱しているその様子を確認出来て、喜んでいるのだ。

「博明、何か嫌いやな予感がする」

「ああ、同感だ」

　俺と乙羽はうなずき合って、周囲に警けい戒かいの視線を走らせる。

　このままで終わる筈が無い。そんな嫌な確信が俺達には有った。それこそゾンビ映画に限らずこういう状況なら、大抵『ラスボス』が現れるものだ。

　そんな予想そのままに――俺達が入ってきたのとは反対側の扉が開いた。

　闇やみに満ちた通路の奥から、何かがのっそりとした動きで姿を現す――

「――ゾンビ！」

　悲鳴じみた声で椎子が叫ぶ。

　そう。それはゾンビだった。

　全身がぐずぐずに腐くさり崩れ、辛かろうじて人の形をしているものの、既に面相はおろか肌の色さえ確認出来ない。だが元々がかなりの大男だったのか――あるいは大女だったのか、とにかく、そいつはやたらにでかかった。身長は二メートル以上あるだろう。肩幅もやたらに広い。

　しかもその手には――太い鉄パイプが握られていた。

　あれは、まさか武器の積もりか……!?

「くそっ！　こんな時に！」

　勿論、手をこまねいて見ている道理は無い。先手必勝――俺と植村さんが、素早くＵＭＰを構えて射撃する。

　屋内である事と、様子見の意味もあって、共に単射で一発ずつ。初速こそ低いものの、着ちやく弾だんの際に相手に与える威力の大きさでは定評のある45口径弾が、同時にゾンビの頭部へと殺到する――が。

「――なっ!?」

　俺は思わず愕がく然ぜんと声を漏もらしていた。

　室内に響く甲高い跳弾の音。俺と植村さんが放った弾丸は、ゾンビの頭部にはかすりもせず、壁に直撃して甲高い音を立てていた。

　外した？　いや、俺と植村さん二人同時に、この距きよ離りで、それは無い。

　つまり――あいつは、あのでかいゾンビは、俺達の攻こう撃げきを、避よけたのだ。その証しよう拠こにゾンビの姿勢が変わっている。武道でいうところの『半身』……俺達に真正面から向き合うのではなく、身体からだをやや捻って立っている。まるで対戦相手と向き合ったボクサーか何かの様に。唸りながら真まっ直すぐ近づいてくるしか能の無い筈の、ゾンビが。

「馬ば鹿かな……!?」

　呆ぼう然ぜんと俺おれや植村さんが立ち竦む一方――乙羽は床ゆかを蹴って飛び出していた。

「おい!?　乙羽――」

「最近の作品には、走るゾンビもよく出てくる」

　言って自らも走りながらショベルを構える乙羽。

　いやだから映画じゃなくてこれは現実――

「馬鹿、よせ！　そいつは何か変――」

　俺の制止も聞かずにショベルの一いち撃げきを放つ乙羽。

　狙いはいつも通り頭部――いや頸けい部ぶ。最後に踏み込んだ一歩を軸足として半回転、小こ柄がらながらも全身の体重を乗せた一撃は、ショベルに刀剣と同じか、それ以上の切れ味を与える――のだが。

「――ッ!?」

　鳴り響く金属と金属の悲鳴。

　一瞬、俺達たちは自分で見たその光景を信じられなかった。

　ゾンビが……鉄パイプで乙羽のショベルを受け止めていたのだ。まるで剣士が敵の斬撃を己おのれの剣で受け止めるかの如くに――いや、それどころか。

「くっ……？」

　次の瞬間、ゾンビがぐるりと鉄パイプを回転させる。ショベルを搦からめ捕とるかの様な動きは、いとも容易く乙羽の手から愛用の武器をもぎ取っていた。

「馬鹿な……！」

　明らかにこれは生前の行動の模倣なんかではない。現状に即した対処行動――『技』だ。このゾンビは機械的に動いている訳じゃない!?

「乙羽さん!!」

　危機感に掠かすれた声で篠が叫ぶ。

　乙羽の反応は素早かった。

　左手でつかみかかってくるゾンビの手から逃れて身を沈しずめる。俺達から見て、乙羽の身体が一部遮っていたゾンビの上半身が完全に露あらわになって――

　――銃じゆう声せい。

　室内で放たれたレミントンＭ７００ライフルのそれは、俺達の頭をぶん殴る様な轟ごう音おんだった。思わず顔をしかめつつも俺は――見た。

　拳けん銃じゆう弾だんとは比較にならない、大型の獣を狩る為のライフル弾が、ゾンビの胸のど真ん中に着弾する。咄とつ嗟さの狙そ撃げきであった為、動きが速く、また面積も小さな頭部を避け……篠は胴どう体たい部、それも脳に直結している筈の脊柱を狙ったのだ。

　相変わらず見事な判断力である――が。

「……!!」

　ゾンビは……僅わずかに震えただけだった。

　そんな馬鹿な!?　身体を『意識的に』操っている以上、脳や脊柱は何らかの機能を果たしていなければおかしい。なのに倒れないどころか……

（外した？　しかし……）

　人体は意外に『抵てい抗こう』が大きいという。

　撃ち込まれた弾丸は、大抵が肉に搦め捕られてまっすぐに進めないそうだ。身体のど真ん中に着弾した様に見えたが、ほんのわずか、脊柱から逸れたのか？

　だがそれならライフル弾はそのまま背後に抜けていても良い筈だが――貫通した様子が無い。狩しゆ猟りよう用の軟弾頭だから、貫通せずに体内に残ったのか？　この距離で？

「乙羽、やばい！　なんかやばい！　一いつ旦たん撤退だ！」

「…………」

　乙羽は――動きを止めて起き上がる様な愚を犯さず、既に俺達の方に向けてごろごろと転がってゾンビとの距離をとっていた。ゾンビが更に彼女を追おうとして歩き始めるが、そこに植村さんが背せ負おっていたモスバーグＭ５００散弾銃の一撃を食らわせる。

　ゾンビは――一瞬足を止めただけだったが、それで十分だ。

「こっち！」

「博明、乙羽さん、こっちです！」

　車椅子を半回転させ、タイムマシンの実験場から出て行く篠と椎子。

　俺と乙羽、そして植村さんはその後を追いかける。数歩進んでは散弾銃と、そしてＵＭＰで銃撃をし、ゾンビの足止めをしつつ、俺達もまた遅れる事数秒で、タイムマシンの実験場から逃にげ出していた。

　ゲームじゃボスキャラは特定の場所から動かないなんてパターンも多いが……あのゾンビにそんな事を期待するのは無理だろう。

「乙羽、どういう事だ!?　なんでアイツ、あそこまで強いんだ!?」

「分からない。今までのとタイプが違う」

　と走りながら器用に首を傾げる乙羽。

　そういえばこいつ、ちゃんとショベルも拾ってきてる。抜け目ない。

「あれに類似するとしたら、悪あく霊りようタイプか死者蘇そ生せいタイプ……？　でも、武器の使用やいきなりバージョンが変わる例は……」

　ぶつぶつと呟つぶやく乙羽。

　やばい。乙羽ですら困こん惑わくするゾンビとか――というかあれ本当にゾンビなのか!?

「博明！　こっちです！」

　先に別の部屋に辿り着いた篠が、俺達を手招きしてくる。

　俺達は飛び込む様にしてそこに入ると、分厚い鉄製の扉とびらを身体全体で押す様にして閉める。もっとも、これでどれだけ保つのか分からないが。

「……此こ処こは」

　何かの保管庫か。大量の棚が並んでいた。

「倒すから離はなれて」

　そう言って、肩から棚に突とつ撃げきし、扉に向けてこれを倒す乙羽。載せてあった薬瓶が派手に砕け、中身が床にぶちまけられたが、これで足止めくらいにはなるだろう。

　……っていうか大だい丈じよう夫ぶなのか、研究所にある薬瓶とか安易に割っちゃって？

「……乙羽さん、なんなんですかあのゾンビは!?」

「分からない……でも、明らかに今までのとは別種」

　椎子の車椅子を押しながら部屋の奥へと進みながら問う篠と――しかし、それにはっきりと答えられない乙羽。

　一方、背後の扉の方からはがんがんとぶん殴る音が聞こえてくる。やはり追ってきているのだ。扉と薬棚が多少の時間稼ぎにはなるだろうが――恐らく長くは保たないだろう。

「くそっ、本当になんなんだよあれは……!?」

　この部屋に出入り口があの一カ所しか無いのなら、俺達は此処であの怪かい物ぶつを迎え撃たねばならなくなる。広い場所で正面からやり合う位なら、遮しや蔽へい物ぶつが多くてあのゾンビが鉄パイプを振ふり回まわしにくいこの場は、比ひ較かく的てき有利かもしれないが……

「椎子さん――この部屋は」

「見ての通りの薬品保管庫ね」

　篠の問いに答える椎子。

　確かに大量に存在する棚には、大小の違いはあっても大抵は薬瓶が置かれている。ご丁てい寧ねいにラベルは全すべて英語で書かれているので、俺には中身なんてさっぱり分からないが。

「とはいえ、薬品保管庫ならあれだよな。椎子、ここにある薬品を使って何か――」

「無理よ」

　あっさり椎子はそう言ってきた。

「爆ばく薬やくにしろ強酸の類にせよ、そう簡単に合成出来る訳ないでしょ。そもそも閉鎖された場所でそんなもの使ったら、私達も巻き込まれるわよ」

「……そりゃごもっとも」

　銃が効かないなら爆破するってのはさすがに安易だったか。酸の――溶よう解かい液の類も溶かしていく過程で有毒なガスが発生したら俺達も終わりだ。

　未まだ手しゆ榴りゆう弾だんは俺も植村さんも一発ずつ持っているが、やはり使いどころが難しいのは同じである。いや。それ以上にライフル弾を喰らっても平気なあのゾンビに手榴弾が効くかどうかは怪あやしい。手榴弾の殺傷力も結局のところ、爆ばく発はつと同時に撒き散らされる破片によるものが主で――破片の一つ一つがライフル弾よりも強力という訳でもない。

　だが……ではどうすればいい？

「博明、これからどうする？」

「どうするって――ここから逃げる。それしかないだろ」

　タイムマシンは存在したが動かない。

　しかも明らかに強力な怪物が居る。

　キース・ウェインも味方ではない。

　これでは――敵の胃い袋ぶくろの中に居る様なものだ。

　俺がそう判断したのを見透かしたかの様に――

『いやいや。逃げられては困る』

　部屋に突とつ然ぜん、ひどく気楽な口調でキースの声が響いた。

　くそ。やっぱりこの部屋にも監視カメラだの何だのが在ったか。

『やあ。驚おどろいてくれたかな？』

「てめえ、どういうつもりだ!?」

　俺は天井に向けて怒ど鳴なった。

『もっとも驚いたのはこっちも同じだけれどね。まさか君達がアレを相手に三百秒以上生存しているとは思わなかった。貴重なデータだ。感謝するよ』

「何を言って――」

　と篠が叫びかけるが、椎子が彼かの女じよの手を掴つかんで首を振る。

　黙って、喋らせろ、という事だろう。キースが敵だったという事を理解して彼女は今にも泣き出しそうな表情だったが、だからこそそれを堪こらえて『最善手』を打とうとする椎子を見て――篠は一も二も無く従ってくれた。

『あれは完成体だ』

　椎子の読み通り、キースは得意げな口調で解説を始めた。

「カンセイタイ？　やっぱりゾンビじゃないのか？」

『いや？　君達の言うゾンビでもあるよ、あれは』

　とキースは言う。

『芋いも虫むしと蝶は形態が違うだけで同じ個体だろう？　芋虫は蝶であるし、蝶は芋虫でもある……その意味であれはやっぱりゾンビではあるのさ』

「……つまりゾンビが進化している？」

　と乙羽が問う。

『いやいや。進化という言葉はこの場合には適切ではないね。あれは種族全体レベルでの話だから。むしろ個体レベルでの環かん境きよう適応の方が近い。種明かしをしてあげよう。あれは――君達から見て未来、およそ百年後から送り込まれた殲せん滅めつ兵器なのさ』

「……未来!?　兵器!?」

　なんだそれ。未来から送り込まれたとかそんな荒唐無稽――…………って俺達はここにタイムマシンを探しに来たんだっけか。

『本体は顕微鏡レベルの微細機械……つまりナノマシンだ。このナノマシンは人体に侵入すると先まず神経系に定着し、肉体の主導権を奪い、一旦は生命活動を停止させた上で、人体そのものを材料に、兵器を製造していく』

「…………ナノマシン」

　何か思うところがあるのか――椎子は喘あえぐ様に呟く。いや待て。そういえばノースリヴァ社の開発していた品の中に確かナノマシンも入っていなかったか？

『同時に戦力確保の為、余よ剰じようのナノマシンを他の個体に体液を介して「感かん染せん」させる。自身は元の肉体を、完成までの保護用緩衝剤――いわば繭まゆとして使いながら、その内側で本来の姿に成長していく』

「繭にして……作り上げていく……あのゾンビが？」

　待て。待て待て待て。それはつまり、今居るゾンビも全部……時間さえ掛ければ、最終的には、あんな強力な化け物になるってのか!?

（篠の父親……！）

　俺はあの古こ茶さ花はなゾンビが言葉を喋しやべり、銃じゆうを撃うつのを見た。

　あれは……ひょっとして……

『戦争においてしばしば問題点となるのは、敵地に送り込んだ戦力の維い持じと管理だ。送り込む先が遠ければ遠い程に、兵へい站たんの問題が生じる。戦力を維持するのには膨ぼう大だいな物資が必要で、それを輸送するにも兵力が必要になる。長すぎる補給線は敗北を呼ぶ。未来から過去への侵略なら尚なお更さらだ。だが何から何まで現地調達出来れば、大抵の問題は解決する』

「……！」

　つまり食料や武器どころか兵隊までも現地調達すれば良い……と？　現地の人間を殺すのと、兵隊や武器の調達が同時進行できれば、確かにそれは理想的な――

『ただねえ。この兵器システムにも欠点は有る。敵勢力を殲滅出来るだけの戦力を確保するのに意外と時間が掛かるという事でね。せめて最初の数体だけでも完成体の状態で送り込めれば、かなりの時間短縮になるんだが……こればっかりは仕方が無い。タイムマシンで送り込めるのは情報だけだから』

「キース！　まさかそれは――」

『シイコは本当に頭が良いね。そうだよ。ノースリヴァ社の抱かかえる幾つかの開発計画……それは未来から送り込まれた情報を基もとに組み立てられたものだ。ナノマシンもね。要するに君達は自分達を滅ぼす兵器を造っていたという事だよ』

　相変わらずキースの口調は軽い。ただただ軽い。嘲る様子も勝ち誇ほこる様子も無い。

　なんだこいつ――!?

「ナノマシンも、タイムマシンも、キースが統とう括かつしていた開発計画で――」

『未来から圧縮データの形で送り込まれた「私」を最初に見つけたのはキース・ウェインだ。彼かれは全てを未来からの「贈り物」と信じ、大喜びで計画を推進してくれた』

「……『彼』？　『私』？　キース、何を言って……」

『ああ。混乱させてしまって済まないね。キース・ウェインのオリジナルは既に死んでいる。というか今、部屋の外で扉を殴っているのが、かつて、キース・ウェインと呼ばれていた個体だよ』

「――ッ!?」

　息を呑のむ椎子。

「ち、違……キースはあんな大おお柄がらじゃ……」

『中身が完成したからね。どうしても膨らむさ』

「――で」

　俺は正直、怒鳴り散らしたいのを堪えながら問うた。

「今、得意げにくっちゃべってるお前は、じゃあ誰だれなんだよ？」

『厳密に言えば、私はキース・ウェインの人格コピーを対人インターフェイスとして用いた、人工知能プログラムだよ。未来からキース・ウェインの脳に直接送り込まれた最初のデータであり、そこから今は、この第一研究所のコンピュータ上に搭載ロードされて稼働している。私はタイムマシンやナノマシン計画の立案者にして設計者、そして君達がゾンビと呼ぶ殲滅兵器システムの監かん督とく者だ。特に名前は無いので、キースと名乗っているけれどね』

「トロイの木馬……」

　椎子が喘ぐ様にそう言った。

　そう。それは確かにトロイの木馬だ。

　脳に直接、人工知能プログラムの『種』を植え付けられたキースは、恐おそらく自身では何も知らぬままに――自分の発想だと思い込んだまま、タイムマシンの計画をノースリヴァ社内で立ち上げた。そして試作型のタイムマシンでより高速に、大容量の情報をコンピュータ上に直接受け取れる様になってからは、ナノマシンの開発に着手――それが人類を滅ぼす兵器とも知らず、未来からの素敵な贈り物だと信じて、彼は……

「ナノマシンやタイムマシンの開発がもの凄すごい速さで進んだのも……」

『勿論、未来の「お手本」が在ったからさ。「私」が基幹部分を設計したからね』

　あっさりとキースは、いや、人工知能はそう認めた。

『しかし……この人格コピーによる対人インターフェイスも、正直言って善し悪しだね。どうも人工知能がこの人格データに引きずられる所が出てくる。人工知能としての「私」はこんなにおしゃべりな設定にはなっていなかったのに。自分の成果を自じ慢まんしたがるのはオリジナルの悪い癖くせだよ』

　扉のひしゃげる甲高い音が、部屋に響き渡わたる。

　やばいな……このままだと、中に入られるのも時間の問題だ。

『さあ、私からの話はこれで終わりだ。兵器の実働試験を続けよう』

「――ッ！」

　金属が歪ゆがむ際の悲鳴じみた破は壊かい音が鳴り響き、強ごう引いんに開かれていく扉と壁かべの隙すき間まから赤く光る瞳ひとみが、俺達をじっと睨み付けてくるのが見えた。既に表面がぐずぐずに腐りきっていて、眼玉なんかさっきまで見えていなかった筈はずなのに。

　つまりあれが――哀れなキース・ウェインの中で、彼の死体を繭として成長していた兵器の本体という事か。腐った肉は成長しきるまでの緩衝材という訳だ。

「……どうするよ、乙羽」

「ゾンビ以外は専門外」

「ですよね」

　この期ごに及およんでも、そんなやりとりが乙羽と出来るのは嬉うれしかったが。

　正直――俺おれは頭上にのしかかる半はん端ぱない絶望感に、今にも泣き出しそうだった。




●




　殲滅兵器の『完成体』……それがどんなものか俺達は知らない。

　だがゾンビを『繭』として発生するそれは一体どんな代しろ物ものなのか。

　あの腐ふ敗はいして異臭を放つ死体部分は既に外装でしかない。死体に発生する蛆うじ虫むしの様にナノマシンは死体部分を喰って分解し、再構築していくのだ。少なくともキースの、いや、キースを騙かたる人工知能の説明を聞く限りは。

（だが……昆虫の『繭』は動いたりしない）

　昆虫の変態は基本構造から完全に作り替えられてしまう訳だが、だからこそ変態途と中ちゆうは動くことすら出来ない。

　だがゾンビは動く。動きながら襲おそってくる。となると――その内側の殲滅兵器は、ゾンビの腐肉を喰らって変態作業中も、着ぐるみの様にそれをまといながら、活動している事になる。

　だとすれば、むしろそれは甲こう殻かく類るいの脱皮に近い筈だ。恐らく問題の兵器の『完成体』も人型か、それに近い構造になっている。

　ならば――

「奥へ！」

　俺は皆を促うながしながら、棚の間を薬品保管庫の奥へと後退する。

　ただし今しもゾンビが入ってこようとしているその扉を正面に見据えながら――だ。

「博明、どうするんですか!?」

　後退しつつも篠が尋たずねてくる。
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「殲滅兵器だかなんだか知らないが、とりあえず壁をぶち抜ぬいて入ってくる訳にはいかないみたいだ。扉の裂け目から変形してにょろんと滑り込んでくる事も出来ない」

「それは――そうみたいですけど」

「だから奴は真っ当に扉をこじ開けて入ってくる。あそこから、多分、まっすぐに、入ってきてくれるんだよ、ご丁寧にも、人間と同じ様にな」

「……あ」

　どうやら篠は気づいてくれた様だ。

「どういう事？」

　と乙羽も尋ねてくる。

「奴が扉を開ききって中に踏み込んできたその瞬しゆん間かんに、集中砲火を浴びせる」

　奴がどれだけ素早かろうが関係が無い。奴がこの保管庫に入ってくる為には今現在、ご苦労にもこじ開けているあの扉から来るしかないのだ。

　しかも奴は入ってきた途と端たんに左右の薬棚に動きを限定される。

　俺達はろくに狙いを定めずとも、ありったけの銃じゆう弾だんを奴に叩き込める筈だ。

「椎子はもっと奥おくに。他に出口があるならそこを開けておいてくれ。俺と植村さんと篠は銃で応戦――」

　言ってから俺は乙羽を振り向むいた。

「だがもしそれで奴を倒せなかった場合は」

「……任せて」

　ショベルを構えて乙羽は頷うなずいた。

「その時は、私がみんなを始末する」

「そっちじゃねえよ!?」

「そうなの？」

「最悪の場合は椎子連れて逃げろって言ってんだよ！　もし、奥に別の出口が無い場合は……俺達が引きつけてる間に、棚を迂う回かいして奴が入ってきた出入り口から逃げろ」

　あんな怪物が居る以上――いやそもそもゾンビ惨禍が発生した以上、タイムマシンは本物だ。ならば俺達がたとえ全ぜん滅めつしたとしても、過去に遡さかのぼって状じよう況きようを変える事だって出来るかもしれない。その為にはタイムマシンを操作できるであろう椎子と、彼女を守る人間は是ぜが非ひでも必要で――最低でもその二人は守って逃がさねばならない。

「――来ます」

　植村さんがモスバーグを構えながら言った。

　俺はＵＭＰとＭＰ９を両手に持ち、篠は俺の脇わきからＭ７００を構える。

「先に奥へ行け、乙羽、椎子！」

　乙羽にトランシーバーを投げ渡しながら俺はそう告げる。

「狙うのは上半身――特に頭だ。奴が人型である以上、そこに中ちゆう枢すうや感覚器が集中している可能性が高い」

「了りよう解かいです」

「了解」

　と植村さんと篠が答えてくれる。

　完全に扉をこじ開けると、腐肉の中で赤い眼めを輝かせるゾンビは、鉄パイプを片手にこちらへとまっすぐ向かってきた。

「成体だなんだ言ってたが……所詮はゾンビだよな」

　俺はＵＭＰとＭＰ９を持つ両手を交差させて、互たがいに支え合いながら言った。

　単に肉体的な性能を比較すれば、人間はむしろ非力で脆ぜい弱じやくな動物だ。

　そんな人間が地球の覇者たり得ていたのは、単純に、その知恵が不利をもひっくり返せる最強の武器だったからである。それを棄すてたゾンビはやはり人間には勝てない。

「撃て!!」

　俺達は馬鹿みたいにまっすぐ俺達に向けて突っ込んでくる奴に対して――ありったけの銃弾を叩き込んだ。短たん機き関かん銃じゆうの弾丸、散さん弾だん銃じゆうの散弾、そしてライフルの高速弾。種類の違ちがう三種の銃弾が『面』を成して奴に叩き込まれる。

　それは真横に降る火と鉄の雨――人間の知恵の象徴とも言えた。

　跳弾が周囲の薬棚の瓶を破砕し、異臭が膨れあがり、そしてガラス片へんやプラスティック片が降ふり注ぐ。人間相手なら明らかに過剰殺戮オーバーキルの破は壊かい力りよくの本流が、奴の黒々とした身体を包つつみ込む。

　よし。殲滅兵器の成体だか何だか知らないが……これだけ大量に銃弾を浴びせられれば挽肉にならざるを得ない。

　俺はそう思った――が。

「――え？」

　次の瞬間……ゾンビの巨きよ体たいが跳はねた。

「そんな馬鹿な…………」

　俺はただただ唖あ然ぜんとそう呟くしかなかった。

　ゾンビは鉄パイプを振り回して銃弾のいくらかをたたき落とし、はじき飛ばし、しかもそれから――床を蹴って、壁を、棚を、あるいは天井を蹴って、俺達の放つ銃弾を回避してのけたのだ。

　人間の形態をとる以上、動きも人間のそれに準じると俺は思っていた。だが違う。あれは、むしろ猿や猫ねこと同様の、平面上ではなく立体空間を自由に動き回る生き物のそれだ。

「まずい、逃げろ！」

　俺は篠や植村さんにそう告げて自分も後ずさる。

「博明さん!?」

「俺が奴を引きつけるから、先に逃げろ！」

　二挺ちようの短機関銃を連射しながら俺は叫さけぶ。

「でも――」

「お逃げください、お嬢じよう様さま！」

　と植村さんまでＵＭＰ短機関銃に持ち替えて連射しながら言った。

　重く長いボルトアクション式のＭ７００ライフルは、あんな風に跳ね回る的を狙うのには向いていない。そもそもこんな場所で奴を追ってライフルを振り回したら、間ま違ちがいなく棚に引っかかる。

　ここは大量の弾をばらまける短機関銃を持つ人間が、奴の足止めをするしかない。

　その時――

『博明、ゾンビは倒せた!?』

　とトランシーバー越ごしに椎子が問いかけてくる。どうやら奥の方に別の出入り口があったんだろう。彼女と乙羽はもうこの場には居ない様だ。

「悪い！　最悪の展開だ！」

「博明さん、弾切れです」

　と植村さんがＵＭＰを投げ捨てながら言ってくる。

　気がつけば俺のＵＭＰとＭＰ９も、弾切れを起こして沈ちん黙もくしていた。

「奴は――奴は何処どこだ？」

　俺は腰こしから〈サクラ〉を抜きつつ叫ぶ。植村さんもマカロフを抜いていた。

「申し訳ありません、見失いました！」

　と叫ぶ植村さん。

　複雑に跳ね回ったゾンビは、その巨体にもかかわらず、一いつ瞬しゆん目を離した隙すきに俺達の視界から消えていた。恐らく大量に並んだ棚――そのどこかの陰かげにいるのだろう。

「くそっ……どうやったらあの化け物を倒せる!?」

「博明、博明も早くこっちへ――」

「篠！　植村さんと一いつ緒しよに椎子ちゃんと合流して、脱だつ出しゆつ経路を確保してくれ！」

「え？　でも――」

「あと、もしもの時は――」

　そう言って俺は〈サクラ〉を、篠に押おしつける様にして手渡した。

「これ……で、でも、これ博明の……！」

「いいからもって行け！　俺にはこいつがあるから！」

　俺は背中に背負っていた篠の親父おやじさんの銃――〈ライトウエイトストーカー〉を構える。手持ちの武器の中ではこれが一番、威力がある。それでもあの怪物を倒しきるのには十分ではないだろうが。

「ここで出来るだけあいつを食い止める！　此処は俺に任せて先に行け！」

　一度、言ってみたかったんだよな、この台詞せりふ！

　死亡フラグ立ちまくりかもしれんが。不思議と怖こわいとは思わなかった。このゾンビが蔓まん延えんした世界、生と死がごちゃ混ぜになって意味不明になった世界で生きてきて、感覚が麻痺してきているのかもしれない。

　まあそれでも、おかしくなってようが壊こわれてようが、この土ど壇たん場ばでも無様に狼狽する事無く、仲間を守る為ために戦えるってんなら――いいだろ。多分。うん。格好良い。

「でも――」

「お嬢様、行きましょう」

　と植村さんが篠を促してくれる。

　助かる。ここで押し問答している場合じゃないのだ。アレを倒たおす事が出来ない以上、一人でも多く逃がして、椎子の所に送り込まなければならない。

「…………！」

　ちらりと棚の向こうで動いた陰に向けて、俺は〈ライトウエイトストーカー〉を発砲する。薬瓶が一つ跳ね上がって砕けたが、しかしゾンビはまた銃弾を避けた様だ。

　篠達たちが離れていく気配を背中で感じつつ、俺は大声を張り上げた。

「来いよデカブツ！　掛かかってこい！」

　勿もち論ろん、ゾンビに――兵器に挑発なんか効くとは思っていない。

　大きな音で奴やつの注意を引ければそれでいいのだ。後はまあ――気分だな。

「……！」

　再び棚の向こうで影が動いたので、俺は発砲する――が、やはり命中しない。

（単に避けてるだけじゃないのか？　俺の弾の消しよう耗もうを誘ってる？）

　ゾンビ自身の考えなのか、管理者を自認する人工知能の指示か、とにかくゾンビは先さき程ほどまでと打って変わって物もの陰かげに隠れながら俺を挑発する様に姿を見え隠れさせている。

（実働試験と言っていたか）

　そしてあれが最初の殲滅兵器の完成体だと人工知能は言った。

　つまり……人工知能側は、色々な状況で、どれだけあのゾンビが兵器として使い勝手が良いかを確かめている可能性が高い。逆に言えばあれはまだ試験機、実験機でしかなく、何らかの不具合が出てきてもおかしくないのだ。

　粘れば粘るだけ希望が見えてくる――かもしれない。

（……何処だ）

　俺は慎しん重ちように後ずさりながら考える。

（奴が動き始めてからじゃ、あっという間に間合いを詰つめられる）

　とんでもない、それこそ獣じみた速さなのだ。奴が銃弾を避けたのは、しかし音速で飛ぶ銃弾を視認してという訳ではないだろう。恐らくは俺達が銃を構えるその動きに反応して、射線を特定し、そこから己の身を外しただけだ。

　同様に俺も奴の動きそのものに反応するのではなく、動きの兆しを見て、それに対応しなければならない――

　俺は自身の呼吸音さえ可能な限りに押さえ込みながら奴の位置を探る。

　そして――

（――後ろ!?）

　いつの間にか回り込まれたのか。

　すぐ後ろに生じた気配に、俺は半回転しながらライフルを――

「……博明」

　――突つきつけた先に、乙羽が居た。

「な、何やってんだお前は!?」

　危うく撃ってしまう所だった。

「博明がゾンビになってしまう前にとどめを刺してあげようと」

「俺が噛かまれてる前提かよ!?　そこは『博明を助ける為に』とか言っとけよ！」

「恥はずかしいし」

「余よ裕ゆうあるなお前!?」

　とかなんとかやりつつも――俺は乙羽と共に更さらに後退して、薬品保管庫を出た。

　通路は一本道で、かなり幅広で天井も高い。

　まずい。これは……

「来るぞ」

　薬品保管庫からゆらりと姿を現すゾンビを見ながら言った。

「博明――」

　と乙羽が彼女に渡した分のＭＰ９と予備弾だん倉そうを俺に差し出してくる。

「博明が使う方が有効」

「……すまん」

　ＭＰ９を受け取って俺はこれを構え――ゾンビに向けて射しや撃げき。

　だがゾンビはやはり猛もう烈れつな速度で跳ね回り、俺の銃撃を易々とかわしていく。

「効かないんだから避よけるなよ!?」

　我ながらわがままな事を言いつつ、俺はＭＰ９の弾倉が空になるまで撃ち続ける。

「くっそ……本当に化け物だな!?」

　相手は飛び道具さえ持っていないというのに、百発を超こえる銃弾を消費しても未だ、倒せていない。確かにあんなものがある日、何百万、いや、何億という単位で発生したならば――今居るゾンビが遠からずアレになってしまうのなら、人類側が勝つ術すべは無いだろう。

　だが……

「……博明、待って、あれ見て」

　乙羽に言われて俺は銃を散発的に撃ち続けながらも、眼を細めて――それを見た。

「なんだ……？」

　ぼたりぼたりと落ちる黒い塊かたまり。

　あれは……ゾンビの腐肉か？　肉が崩れて、剥はがれ落おちている？

「もしかして、自壊？」

「そう――なのか？」

　人間よりも一回り、いや、二回りも大きな個体で、小型の猿にも等しい様な跳ね回り方をしたのだ。腐敗して千切れ易くなった肉が骨格から剥がれ落ちてきているのか。

　もしそうなら万ばん々ばん歳ざいだが――

「骨が見えてる。やっぱりあのゾンビ、自壊してる」

　乙羽が指さす先には、俺が撃つのを止めたせいか、跳ね回るのを止めたゾンビの姿があった。確かにあちこちの肉が剥がれ落ちて、骨格の様なものがその下から落ちている。

　本当に？　本当に自壊し始めたのか？

「はっ――いいぞ！　そのまま崩れろ崩れろ！　そのまま潰れ――」

　俺の台詞は途中で凍り付いた。

　ゾンビの肉は、一歩ずつ、こちらに歩いてくる度に、拳一つ分ずつが剥がれて落ちていく。その下から見えるのは白い……いや白銀の色をした、骨格だ。

　そう。まるでそれはステンレスか何かで出来ているかの様な――

「…………おい……あれ……」

　そういえば……ゾンビに比べると多少マイナーな印象があるが。

　ファンタジーなんかでは、同じ死体が動くという意味で、『骸骨兵スケルトン』なるものが出てくると聞いた覚えがある。ゾンビと異なり、完全に肉や臓器は腐くさり落ちて無くなり、骨格だけの状態になった死者。

　それが――そこに立っていた。

　それがファンタジー小説や映画で出てくるものと違う点は、骸骨が、明らかに金属製だという事だった。肋骨の内側も空っぽではなく、何やら機械装置らしきものが動いているのが見える。内燃機関の様な駆く動どう音おんは全くしなかったが。

「……繭って……」

　確かに人工知能はそう言った。

　俺はてっきり、繭という表現を使われた事から、中で育っている殲滅兵器も、もっと生物的なものを想像していたのだ。

　だが考えてみればあれは『ナノマシン』が作り上げたものだ。

　そして人体にも鉄分はあるし、歯や一部の骨は鉄よりも硬いと言われる。ゾンビの中に育っていたのは――金属製の骸骨ロボットだったのだ。

　そういえば未来から送り込まれた殺人ロボットのＳＦ映画が――その殺人ロボットの本体が丁度、あんな感じだったか。

「って、そんなのありか……!?」

　銃弾が効かないのも道理だ。

　しかもナノマシンが造り上げたものだというのなら、あの肉体――いや機体というべきか――はある程度の自己修復能力も備えている可能性が高い。

「ゾンビだと思ったらロボットとか。ずるい」

「ずるいとかそういう問題じゃねえだろ！」

「……逃にげよう。あんなのどうでもいい」

「ゾンビじゃないと分かったら淡泊だな、お前!?」

　そんな間の抜けた会話を挟はさんで、のしかかってくる絶望感から眼を逸らしつつ――そして俺おれは気づいた。

　今やメタルでスケルトンな感じの敵の周りが、なんだか歪ゆがんで見える事に……いや、陽炎かげろうの様なものが纏まとわり付ついて、揺らめいている事に。

「熱……？」

　大量の銃弾を叩たたき込まれたから？

　それとも――

「何だか動きが鈍った？」

　そういえばアレは先程から飛び跳ねなくなっている。

「何だか分からんが逃げるぞ！　今のうちだ！」

　俺達たちは、その場に立たち尽つくして陽炎をまとうスケルトンに背を向けて、走り出した。
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　程ほどなくして――俺達は、先のタイムマシンの部屋と似た様な、しかしだだっ広いだけで何も無い部屋に辿り着いた。壁面には幾いくつもシャッター付きの出入り口があるが、いずれもが閉まったまま。線路こそ無いが、俺は列車の操車場を思い出した。

　篠や植村さん、椎子はその部屋の端に居た。どうやら行き止まりらしい。

「椎子、何なんだここ？」

「試験室」

　椎子は即そく答とうしてきた。

「ここで開発された品の、耐久試験や安全試験を行う部屋。高温とか高圧とか……高磁場とかそういう負荷を掛けてね。やたら頑がん丈じようだし、地下にあるから、壁を壊したりして外に出るのは現実的じゃない」

「……素敵な情報をありがとう」

　俺は呻うめく様に言ってから、幾つか並んでいるシャッターを見やった。

「あのシャッターの向こうには、何があるんだ？」

「試験に使う試作品が置かれてるだけで、通り抜けは出来ないわよ」

「つまり、行き止まりという事みたいです……」

　と篠が悲愴な表情で言ってきた。

　なるほど……袋の鼠ねずみか。

「隠かくれる場所が無い。距きよ離りを取る物もない。最悪」

　と乙羽が評してくる。全くその通りだ。そして駄だ目めを押す様に――俺達が逃げてきた通路から、あのスケルトンが姿を現した。

「……え？」

　ゾンビが来るものだと思っていた篠や植村さん、椎子は、驚きの声を漏もらしている。

　まあ当然だろう。腐った肉の中にあんなもんが隠れているなんて普ふ通つうは思わない。いや、肉が腐り落ちたら骸骨が残るのは当然だから、むしろ自然なのか。まあ普通の白骨じゃなくて金属製だが。

「銃弾が効かなかったのは……」

「中身がアレだったからですね、多分。しかもアレ……」

　陽炎を纏わり付かせながら歩いてくるスケルトンは、よく見れば……表面が沸ふつ騰とうするかの様に蠢うごめいているのが分かる。恐らく銃撃を受けた際にへこんだであろう部分、そこが、見る間に修復されて、つるりとした金属の表面を取り戻していくのだ。

「ナノマシンによる自己修復……！」

　椎子が呻く様に言った。

　やはりそうか。元々あのスケルトンはゾンビの中で、ナノマシンが作り上げたものだ。人間を材料に丸ごと作り替えるにはそれなりに時間が掛かるみたいだが、銃弾のへこみを直す程度なら文字通りに瞬またたく間まという事だ。

　ただ……

「――椎子。聞きたい事があるんだが」

「なに？　自殺の方法なら一酸化炭素中毒がお薦すすめだけど」

「練炭あんのかよ。そうじゃなくてな。あいつ、どうも少し動きが鈍くなる時があるみたいで――今も飛んだり走ったりしてないんだが」

　動きが速いときと遅おそい時でやたらに差がある。

　それは何故なぜか……？

「……運動によって蓄ちく積せきした熱の放出……それと自己修復でも熱を発生するでしょうね」

　と椎子は親指の爪つめを噛みながら言った。

「戦せん闘とう用として必要とされる純然たる装そう甲こうの厚さと、駆動系の容量からあの大きさにならざるを得なかった……でも当然、表面積より体積が……」

「なんだ？　何の話だ？」

「二十一世紀の世界を侵略して殲滅する事を想定した兵器なんでしょ？　しかも物資は全すべて現地調達……だったら人間サイズの兵器が最も効率が良い。人間が入れる所には当然、何処にでも入れて、人間の暮らす環境を利用出来る。介かい護ご用ロボットが人型が望ましいと言われるのと同じ。用よう途とはまるで逆だけど」

　椎子は早口でそんな事を言い始める。

　俺達に説明するというより、声に出す事で自らに確かく認にんしている様な口ぶりだが――

「でも銃じゆう器きの攻こう撃げきを想定した頑強さ、人型を駆動し、運動能力でも人間を圧倒できる出力が大前提。しかも自己修復も当然に発熱をするだろうから……やっぱりあいつ、放熱が追い付いてない」

「つまり？」

「どの程度かは分からないけど、あいつ、派手に動いたり、自己修復した直後は、動きが鈍くなる筈よ。暑さでバテてるって言えば分かりやすい？」

　そう椎子は結論づけた。

「生き物も……人間が汗あせをかいたり犬が舌を出したりするのも、放熱処理の為だけど……身体が大きくなればなるだけ、熱は体内にこもりやすくなる。そもそも熱はブラウン運動の――というか、高熱は物質の劣化を早めるし、磁性体も熱の影えい響きようを受けるから、電子装置にとっては誤作動の元、熱は天敵」

　……ああ、そういえばＶＲＦＰＳ用のゲームマシンでも、負荷が大きい場面になったら冷れい却きやくファンがぶんぶん回ってたっけ。磁石も火で焼いたら一時的に磁力が消えたりするんだっけか？

「――分かった」

　と乙羽が一言呟つぶやく様に言うと――猛烈な勢いで飛び出していた。

「おい、乙羽!?」

「今が好機」

　そんな言葉を俺達の方に放ほうり投げて寄越しながら――彼かの女じよはスケルトンに向かって走って行く。

「いや、無む茶ちやだ、おい!?」

　動きが鈍っているといっても、完全に停とまっている訳ではないし、普通の人間と同じ程度には動ける様なのだ。しかも相手は自己修復可能で金属装甲持ち。ショベルを持った生身の人間程度じゃどうにも――

「ってしょうが無い奴だな！」

　俺は〈ライトウエイトストーカー〉で狙いを付けてスケルトンを銃じゆう撃げきする。

　自己修復で熱を帯びるというのなら、攻撃を続けてさえいれば、破壊出来なくとも、動きを鈍らせ続ける事は出来る筈だ。これでも充じゆう分ぶんに乙羽の支し援えんになる筈。

「――ッ！」

　篠も気づいたのか、Ｍ７００で銃撃を開始。

　植村さんは椎子を庇かばう位置に立ちつつ、モスバーグ散弾銃を構える。残っているのがもう散弾ばかりなのか――乙羽に当てずにスケルトンを狙うのが難しいのだろう。彼女は構えるだけで、発砲しない。

「今度こそ」

　スケルトンの手前二メートル、奴が手に持った鉄パイプの間合いぎりぎりで、乙羽はサイドステップ。そのまま身を投げ出す様にして前転し、勢いを利用し、ショベルも使って跳ねる様に起き上がる。

　速い。俺が驚おどろいている間に、乙羽は跳ちよう躍やく――相手の背後からその脳天にショベルを振ふり下おろした――が。

「――っ!?」

　ショベルの先せん端たんは軌道を描ききる前に止まる。

　スケルトンが乙羽の行動を予測していたかの様に、上半身をあり得ない程の柔軟さで捻ひねり、これを鉄パイプで受け止める。そのまま鉄パイプは猛烈な勢いで振り抜かれ、乙羽はショベルもろとも吹ふっ飛とばされていた。

「乙羽っ!?　おい、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

　軽々と飛ばされた彼女は、壁面に激突――そのまま床ゆかに倒れ込む。

　そのまま気絶か、とも思ったが、彼女は気き丈じようにもわずかに身を起こして言った。

「心配ない……骨は折れてないから」

　とはいえ、見た限り、右手で左ひだり肩かたを押さえているし、息も荒あらい。恐らくヒビ位は入っているだろうし、相当に痛い筈だ。

「乙羽さん!!」

　篠が悲鳴じみた声を上げる。

　スケルトンが乙羽に向かって歩き始めたからだ。

　俺達は立て続けに銃撃を続けるが、スケルトンはまるで意に介かいした様子が無い。効いていない訳じゃないんだろうが、決定的に破壊するだけの威力が、銃弾では足りないという事らしい。

（手しゆ榴りゆう弾だんを使うか？　――いや、此こ処こから投げたら乙羽を巻き込む）

　俺は腰に吊った最後の一発を意識する。

　元々屋内で使うのは色々危険だし、装甲目標には正直、効果は期待できないだろう。焼しよう夷い手榴弾なら相手の動きを止める効果は有ったかもしれないが。迂う闊かつに投げても、スケルトンは平気で、乙羽だけ殺してしまう可能性だってある。

「――植村さん」

　と椎子が背後で何か言っているのが聞こえた。

「私をあの『二番』シャッターの所に。それから、博明、もう少し時間稼かせいで！」

「え？　おい――」

　一瞬、振り返かえると椎子が車椅子を自ら動かしてシャッターの所に向かおうとしている。植村さんは『どうします？』と言わんばかりに俺達の方を見るが――

「椎子ちゃんの言う通りに！」

「――承知いたしました」

　篠の一言で植村さんは椎子の方に走り――

「博明様！」

　植村さんは散弾銃を俺の方に投げて寄越してくれた。

「感謝！」

　言いつつ俺はＭＰ９と〈ライトウエイトストーカー〉を投げ捨てて身軽になると、モスバーグを片手に走り出す。基本的に金属製の耐たい弾だん装甲が有って、内部にまで銃弾が届かないメタルスケルトンには、銃器は決定打になり得ない。

　だが大口径散弾銃の着ちやく弾だんの衝しよう撃げきを用いれば、物理的に相手に干かん渉しようが可能な筈だ。

「こんのっ！」

　走りながら俺は乙羽に手を伸ばそうとしているスケルトンの、膝ひざを狙って発砲した。

　がくんと姿勢を崩すスケルトン。やっぱりだ。装甲があるといっても関節部は弱いし、何より、人体構造を模している以上、適切な部分に強い打だ撃げきを加えてやれば、姿勢を崩す程度は出来る！　いわば銃でやる『膝かっくん』である。

　……うわ、格好悪!?

「逃げろ、乙羽！」

「…………」

　乙羽はごろごろと転がりながらスケルトンからの距離をとる。

　反対に俺おれはスケルトンに近づきながら、更にモスバーグを操作して銃撃。

　一発。二発。狙うのは全て同じ左の膝。

　だがスケルトンは俺に向き直り――驚いた事に、持っていた鉄パイプをぶん投げてきた。

「ぬおっ!?」

　咄とつ嗟さに掲げたモスバーグに鉄パイプが激突。

　衝撃でモスバーグはくの字にひん曲がり、それでも堪えきれずに俺はその場に尻しり餅もちをついていた。まともに喰らっていたら、恐おそらく骨が砕けていただろう。

　とんでもない腕わん力りよくだ。

　しかもスケルトンはこっちに向けて歩き始めた。まずい。乙羽は助けられたが――

「くっ――」

　俺は慌あわてて起き上がって走ろうとするものの、尻餅をついた時に尾てい骨でも折ったのか、痛みが強くて動きが鈍る。

　スケルトンはもう間近、奴がまとう熱が感じられる距離である。

「――！」

　かはっ……という吐息が聞こえた様な気がした。

　スケルトンが顎あごを限界まで開いて、俺に向けて上半身を傾けてくる。

　こいつ……俺を噛かむ、いや、喰くう積もりか！

（乙羽基準だともうこいつはゾンビの範はん疇ちゆうじゃないらしいが、ナノマシン云うん々ぬんが本当ならこいつに噛まれても――）

　当然、ゾンビ化する。

「――博明!!」

　銃じゆう声せいと共にスケルトンの顔面に火花が咲いた。

　篠だ。彼女がスケルトンの顔――いや『眼』を狙ったらしい。金属のしゃれこうべ、その眼がん窩かの奥でぼんやりと光っていた紅い眼の片方が、潰れているのが見えた。

　そして――

「博明、こっち！　こっちに来て！」

　続けて聞こえてきたのは椎子の声。

　尻で地面を擦こすりながら後ずさり、振り返ると、そこには――開かれたシャッターと、その奥からゴルフカートの様なずんぐりむっくりした車両が、椎子と植村さんを乗せて出てくるのが見えた。

　なんだあれ!?　車体はともかく、天井部分にでっかい……パラボラアンテナみたいなのが付いてるけど!?　なんかぶっといケーブルも引きずってるし！

「これの射程は短いの！　こっちに連れてきて！」

「…………！」

　射程。その言葉でＦＰＳマニアの俺はぴんと来た。

　なんだかよく分からないが、それが椎子が持ってきてくれた『切り札』だというのは分かった。彼女は車両の運転を植村さんに任せて、手元で何やら操作をしている様だ。

　と――同時に。

「――え!?」

　部屋の照明が一いつ斉せいに落ちた。

　代わりに車両の鼻先に付いていた投光器が点てん灯とうし、俺と、そして背後から追ってくるスケルトンを照らし出す。車両は何やら鈍く低い駆動音を立てながら、パラボラアンテナらしきものを俺の方に――いや、スケルトンに向けた。

「博明、伏ふせて！」

　叫びながら椎子が何かレバーを倒すのが見えた。

　咄とつ嗟さに床に身を投げ出す俺。どこかでばちっと火花が散るのが見えた気がした。

　次の瞬しゆん間かん――

「――うおっ!?」

　猛烈な勢いで俺の真横をスケルトンが走って――いや滑すべっていく。見えない手に引きずられているかの様に、床をつま先でこすり、火花を散らし、しかし半ば床から浮き上がって――

　これはあれか。磁力……？

　開発した品を過か酷こくな環かん境きように置いて耐久性や安全性を確かめる為の試験場。恐らくあの車両はその為の機材――即すなわち試験で使う強力な磁力を、あのパラボラアンテナが発生させているのだろう。

　スケルトンは十メートル以上を引きずられ、しかしそこでつま先を床に食い込ませて、停まった。上半身は未いまだに引きずられ続けて傾いている感じだが、それでも車両から三メートル程度の所でスケルトンは踏み留まっているのだ。

「す、すごい……!?」

　磁力を発生させているあの車両も、そしてスケルトンもだ。

　スケルトンはぎこちないながらも、動き続けていた。がくがくと震えながら、一歩を踏み出そうとして、しかし引き戻される。そんな綱引き状態である。

「動きは止めたから！　これで何とかして！」

　と椎子が叫んでくる。

「補助電力だけじゃ、あまり長くは保たない！」

「お、おう……！」

　俺は改めてスケルトンを睨にらんだ。

　複雑なセンサーの類たぐいはやはり修復に時間が掛かるのか、奴は片目のままだ。

　つまり……奴の自己修復よりも速く中ちゆう枢すう部分を破は壊かいしてやれば、恐らく沈黙させる事が出来る筈はずだ。

　だがスケルトンはその場に足止めされた代わりに、両りよう腕うでを振り回まわしている。ぎこちないのは変わらないが、その腕力が強いのは嫌いやという程に分かっているので、迂闊には近づけない。むしろぎくしゃくした動きのせいで、次にどこからどう腕が飛んでくるか分からない状態だ。

　やはりこれは銃撃するしかない。

　俺は――一度は投げ捨てた〈ライトウエイトストーカー〉を拾って狙いを付ける。

　すぐ後ろで篠もＭ７００を構えている様だ。

「何処を？」

「篠が撃ってくれた奴の左ひだり眼めを！」

「――了りよう解かい」

　俺達はスケルトンの暗い眼窩に狙いを付ける。

　既すでに一発、Ｍ７００の銃じゆう弾だんが撃うち込まれている以上、此処に追加で撃ち込んでやれば、頭蓋の中にまで銃弾を届かせる事が出来るだろう。

「……っておい!?」

　まさか俺達の意図を見み抜ぬいたのか、あるいは俺達の会話を聞いていた人工知能が指示したのか――スケルトンは明後日の方向に、そっぽを向いていた。

　まずい。このままでは眼窩をピンポイントで狙えない。

「なにやってんだ骸骨野や郎ろう！　こっち向け！」

　と罵ののしっても勿もち論ろん、スケルトンが応じる筈も無く――

「博明！　早く!!」

　車両の照明が明滅を始めている。

　恐らく磁場を支える電力がもう保たなくなってきているのだ。

　俺と篠が脇わきに回り込むしかないが――それまで保つか？

　いっそ、狙いを胴どう体たい部分に変えるか？

　しかし――

「………乙羽!?」

　焦っている俺の視界の端はしを、なぜか乙羽がよぎった。

「お前何やって……!?　おいまて、まさか……！」

「…………」

　ショベルを構え――乙羽は笑った。

『ゾンビならお任せ』とでも言うかの様に。自分はこの時の為に生まれてきたのだと言わんばかりに充じゆう実じつ感をその可愛かわいらしい顔に漲みなぎらせて。

　うわ、こいつ、はっきり笑うとこんなに可愛――じゃなくて！

「――ッ！」

　次の瞬間、乙羽は数歩の助走をつけた後、スケルトンに躊ちゆう躇ちよ無く飛びかかっていた。

「さっさとあっち向け」

　ショベルの一いち撃げきがスケルトンの顔を叩く。まるで平手でひっぱたかれたかの様に、スケルトンは首を九十度回転させて俺達の方を向いた。

　だが――同時に。

「――！」

　スケルトンの腕が全く別の着物の様に動いて、乙羽の服の裾を掴つかんでいた。

　まずい。捕まった。乙羽が――殺される。

「撃て!!」

　俺は叫さけびながら引き金を引く。

　この距離なら篠は勿論、俺でも外さない。〈ライトウエイトストーカー〉とＭ７００の７・６２ミリ弾が吸い込まれる様にしてスケルトンの頭部に――着弾。

　途と端たん……




　オ……オオオ……オオオオオオオオオオ……!!




　それまで無言だったスケルトンが、何処どこからどう声を出しているのか――吠えた。

　やったか？

　眼窩を射い貫ぬかれた殲せん滅めつ兵器は、四し肢しを痙けい攣れんさせる。だがそれが奴の断だん末まつ魔まなのか、単に出力が落ち始めた磁力装置によるものなのかどうか、判別がつかない。

　だめ押しをしようとして俺はボルトを操作――もう弾が無い事に気づいた。

　どうやら篠も同じらしい。

　頼たのむ！　頼むからそのまま死んでくれ！

　祈る様な気持ちで、俺は――あまり役に立つとは思えないが、腰こしのマカロフを抜いて構えつつ、かつてキース・ウェインだったスケルトンを見守り続ける。

　しかし……

「もう限界っ！」

　椎子が叫び、磁力装置が停止する。

　拮抗していた力を失って、がくんと、スケルトンの姿勢が大きく崩れた。

「――乙羽！」

　俺は愕がく然ぜんと叫ぶ。同時に布の裂ける音がして乙羽が解放されていた。

　それは良かったが……磁力装置から解放されたスケルトンは、がくがくと動きながら彼女に向けて歩いて行く。あれだけぶち込んでも、頭部に銃弾を叩き込んでも、未だ動くのだ。ずるいだろうそれは!?　胴体内に予備回路でも在るのか!?

　金属の顎が限界近くまで開かれて、銀色の牙――だろう多分――が見えた。吸きゆう血けつ鬼きの如ごとくあれをぶっ刺してマイクロマシンを注入する積もりか。

　乙羽の背後は壁かべで、逃にげ場ばが無い。

　しかも解放された際に足でも捻ったか、彼女は壁に背中を預けたまま動かない。

「乙羽！　逃げろ！」

　まずい。なぶり殺し、いや、乙羽もゾンビにされる。

　腐り果てた彼女の首をショベルで切り落とす自分を想像して俺は鳥肌が立った。

　駄目だ。そんな事させる位なら――

「――乙羽！」

　俺は最後の最後、万が一の自決用にとっておいた手榴弾を――投げる。

　同時に声を限りに叫んでいた。

「『こうなったらアレを試すしか』！」

「…………！」

　その一言で彼女は悟さとった――というより思い出してくれたらしい。

　俺が投げた手榴弾を――放物線を描えがいて飛んで来たそれを、彼女の構えたショベルが迎撃する。狙い違たがわずそれは、大口を開けて乙羽に迫せまっていたスケルトンの顎に――それこそ笑っちゃう位の正確さで飛び込んで、はまり込んでいた。

「皆みんな、伏せろ！」

　叫びながら俺も横にいた篠の身体を押おし倒たおす。




　――爆ばく音おん。




　閉所であるが故ゆえに逃げ場無く荒れ狂う、轟ごう音おんと衝撃。

　俺の耳は数秒、馬ば鹿かになっていたが――

「…………」

　顔を上げると、スケルトンが天井を振り仰ぐ様にして、停まっているのが見えた。

　やったか？

　機械のせいかその巨きよ体たいは断末魔の痙攣すらしない。彫像の様にそのまま固着していたスケルトンは――数秒後、わずかに首を動かして俺達の方を見た。

　未だ動く!?　駄目か!?　だがもう――手が無いぞ!?

　俺が戦せん慄りつしていると――

「……眼が……」

　篠が呟く。

　そう。奴やつの片方残っていた右目が――右目に点っていた光が、痙攣するかの様に何度か瞬いて、それから消えるのが見えた。

　そして横たわる――沈ちん黙もく。

「倒せた……のか？」

　俺が半信半疑でそう呟いたのは三十秒ばかりしてからだった。

　その言葉を証するかの様に、スケルトンが重い音を立てて地面に倒れ込む。

　既にあちこち劣化していたのか、強力な磁力線に晒さらされた結果か、派手な金属音を立ててスケルトンの髑どく髏ろが胴体から離はなれて、俺の足あし下もとまで転がってくる。

　試ためしに軽く蹴ってみたが、兵器はただ沈黙していた。

「……お疲つかれ様さま」

　停止した胴体の方をショベルで突つきながら、俺に向かって親指を立てて見せる乙羽。

「感謝だ、乙羽」

　俺も思わず、彼女にサムズアップを返す。

「お前、最高だわ」

　あの土ど壇たん場ばであの連係。

　古茶花邸ていで『最後の手段』とか何とか言って、ゴルフボールを使ってゾンビを攻撃する乙羽を見た時は、何を馬鹿な事をしてるんだとも思ったが。その時の乙羽の正確無比なショベルさばきを覚えていた自分を褒めてやりたいし――その時の台詞せりふ一つで、彼女が俺の意図を汲くんでくれたのは、身震いする程に嬉うれしかった。

　やっぱり最高だ。最高の相棒。

「……え？」

　俺の評価に眼を瞬またたかせる乙羽。

　その顔がゆっくり紅くなっていくのがまた可愛くて――

「むっ……乙羽さんだけですか？」

　乙羽の美少女っぷりを堪たん能のうしている俺の背後から、篠が声を掛かけてきた。

「いやいや。篠も――篠は元から最高だし」

「椎子ちゃんもですよ？」

　とくすくすと笑う篠。

　こっちはこっちでやっぱり凄すごい美人さんで、笑うと魅力が五割増しって感じだった。

「べ、別に私は――その」

　と照れ臭そうにそっぽを向く椎子がまた可愛くて。

「博明の……その……しょ……所有物として……というか……その……責任を……ね？」

「いやそのネタもういいから」

　乙羽と篠の視線がきついから。

「植村さんも――お疲れ様です。本当に助かりました」

「恐悦至極」

　と植村さんはメイドっぽくスカートの両側をつまんで優雅に一礼をする。

　そして――

「――さて」

　俺は天井を向いて言った。

「どうやら勝負あったみたいだが。おかわりはあるのか？」

　何処どこに監かん視しカメラが在るのかは分からないが、間ま違ちがいなく奴は今の俺達をも観察しているだろう。試験だというのなら、詳しよう細さい漏もらさずに。恐らくは俺達の声も届いている筈だ。

　人工知能からは何も言ってこない。

　俺は中指をおっ立てて言ってやった。

「ないのか？　ないだろうな。ならば次は――テメエだ」




●




　未来から送られてきた人工知能。

　全てを仕組み、ゾンビ惨さん禍かを引き起こした元凶であり、俺の家族、乙羽の家族、篠の家族、そして椎子にとって家族同然だった紀子さんやキースを殺した、仇かたき。
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　ゲームで言えばラスボスに相当する様な相手だが――

「……え……本当にそれだけ？」

　俺は椎子を振り返って問うた。

　俺達がいるのは……大量の配電盤が並ぶ一室だった。

　第一研究所のメイン・コンピュータ・ルーム。

　配電盤の奥おくには――愛あい想その無い四角い筐きよう体たいが幾つか並んでいるのが見えた。あれがコンピュータの本体だろう。人工知能の容れ物だ。

「それだけ。所詮、コンピュータなんていうのはでっかい計算機なんだから」

　と腕組みをして言う椎子。

　当然でしょと言わんばかりの彼女を前にして――俺は何だかこう、消化不良というか、ぼんやりとした不満を感じていた。なんだろう、あれだけ決めに決めて『次は――テメエだ』とか言った手前、派手に戦いたいというか……

「博明、どうしたの？」

「いや、コード引っこ抜いて終わりってなんか違ちがう……」

　まあ俺もＶＲゲーム機の電源コード引っかけて酷ひどい目にあった事はあるけどさ。

「死ぬような目にあったっていうのに、未だ戦いたいの？」

　と椎子は呆あきれた様に言うが、まあ、それとこれとは別腹っていうか。

「博明はゲーマーですから」

　と篠が苦く笑しようしながら言う。

「ラスボス一歩手前であれだけ苦労したから、拍子抜けしてるんですよ」

「まあそうとも言う」

　と俺が苦笑して肩を竦すくめていると。

『いやいや。君達――少し待ちたまえ』

　突とつ然ぜん――声が降ふってくる。

　未来からの使者は、何処か慌てた様な口調だったが、これもキースの人格を対人インターフェイスとして使っている弊害だとでも言う積もりだろうか。

『こんな事をしても無む駄だだよ。私は単なる人工知能プログラムに過ぎない。殺せる様なものじゃない。電源を抜いても休止するだけだよ』

「お前がその勘かんに障さわるおしゃべりを止めてくれるってんなら、無駄じゃないな」

『このしゃべり方はキース・ウェインのもので、私のものじゃないよ。そもそも私は幾らでも他の研究所のコンピュータにネットワークを通じて自身のプログラムを逃がす事が出来る。無駄だよ。無駄な事は――』

「だけど今此処でコンセントを抜けば、この第一研究所のお前は消えるよな？」

　その上でネットワークも遮しや断だんしてやれば、外部からの干渉も無い。少なくともまた別のゾンビやら何やらをけしかけられたり、何処かの部屋に閉じ込められたり、といった妨害工作をされる事は無くなる筈だった。

『それよりも私は兵器システムの管理者だ。私が命じれば世界中の端たん末まつは――君達の言うゾンビは全て停止させられるがね？　それでも私を消すというのかな？　それに――』

「…………」

　俺は一応、念ねんの為ために仲間達の顔を見回してみたが。

　いちいち問うて確認しなくても分かる。

　誰だれもが『馬鹿じゃないのコイツ？』という顔をしていた。

「ゾンビを止めても死んだ連中は戻もどってこないだろ？」

　俺は肩を竦めて言った。

　今いま更さら、家族を殺された復ふく讐しゆうだなんだと言う積もりは無い。乙羽も無いだろう。

「仇討ちなんて殊勝な心がけは無いけどな。でもお前を綺き麗れいさっぱり消す事が出来れば、さぞ、気持ちがすっとするだろうさ」

「博明。早くそこのレバーを落として。それで終わるわ」

　椎子が何処か乾いた声でそう言った。

　キースの事を家族同然に思っていた彼女にしてみれば、彼かれの声で喋るこの人工知能の存在は許しがたい筈だ。

『野蛮で幼稚だ。理解に苦しむ』

「それが人間の、良いところだ」

『そもそも私は――』

　――ぶづん。

　そんな音と共に人工知能のおしゃべりは途と切ぎれた。

　見れば乙羽がショベルで、電源レバーをたたき落とした所だった。

「往生際が悪い」

「……まったくだ」

　俺は長いため息をついた。終わった。とりあえず。

「……しかしどうするよ、これから」

　俺は改めて仲間達をもう一度見回して、そう問うた。

「タイムマシンは……本物だった訳だけど、あれ、動かないんだろ？」

「中枢の部品が一つ抜かれているの。人工知能がゾンビに命じてやらせたんでしょうね。何処かに保存しているのか、完全に破壊されたのかもわからないけれど……」

　苦労してやってきたというのに、結局は骨折り損のくたびれもうけって訳か。

「『世直し』は無理……か」

　俺は溜ため息いきをついて…………それから、ふとある事を思い出した。

　全てを見み透すかしたかの様に俺に、生き延びる為の示し唆さを与あたえてくれていた――あのキャラクター。俺はてっきり、あの後ろに誰か生きた人間がいるものだと思っていたが。

「…………」

　俺はスマートフォンを取り出して電源を入れる。

　起動画面が一通り表示されるのを待って――ロックを解除、ブラウザを操作。

「何をしてるの、博明？」

「ちょっと、知り合いに連れん絡らくがとれないかと思ってさ」

　怪訝そうに尋たずねてくる椎子に俺は苦笑を浮うかべてそう答える。

　そして――

『おめでとうございます。〈ハウンド９〉こと出で庭わ博明』

　画面に映るや否いなや〈ストラグル・フィールド〉のマスコットにしてＮＰＣキャラクター、レイヴンはそう言ってきた。

「…………え？」

　と椎子は勿もち論ろん、乙羽や篠、植村さんも驚いて固まっている。

　そういえば、コイツの話は皆にしていなかったか。無意味に不安要素を増やす必要もないかと思っていただけだが――

『この時点で私に連絡をとれているという事は、見事に完成体を倒したのだと推察できます。樹じゆ堂どう乙羽、古茶花篠、植村鐵子、そして桂かつら椎子も無事の様で、何よりです』

「博明、これ……？」

「レイヴン、ですよね？」

　乙羽が首を傾げ、『ストラグル・フィールド』を俺と一いつ緒しよにプレイしていた篠がそう尋ねてくる。俺は二人に頷うなずいて見せてから――スマホの画面を指さして言った。

「どうにも確証が持てなくて黙だまってたけど。コイツ……多分、キースのアレとは別に、未来から送られてきた人工知能だよ」

「――！」

　咄嗟に鐵子さんがマカロフを構え、乙羽がショベルを振り上あげる。

　まあ先に俺おれ達たちにゾンビだかスケルトンだかをけしかけたキースの偽者と遭そう遇ぐうしている訳だから、人工知能というものに警けい戒かい心しんを持つのは当然だが……俺のスマホをぶっ壊したところで、多分、レイヴンは何の痛つう痒ようも感じないだろう。

　こいつの本体（？）は、多分、ネットワークに今も繋つながっているどこかのコンピュータの中だ。あるいは俺の自宅のパソコンだったりするかもしれない。

「大丈夫、コイツは俺達の味方だ。篠が生きていると俺に知らせて合流させたのも、いや、ひょっとしたら、俺と乙羽を引き合わせたのも、多分、コイツだ」

「――!?」

　驚く仲間達に俺は、これまでの事を説明した。

「じゃあ……これは……」

『はい。私は未来の貴女あなたによって作られた人工知能です――桂椎子』

「――!?」

　眼を丸くする椎子。

『そして私を送り込んだのは、やはり今からおよそ二十年先の出庭博明です』

「…………まあ、そうじゃないか、とは思ってたけど」

　と俺は溜息をついて言った。

「だがそれならそうと早く――」

『不用意に未来の情報を与えてしまうと、貴方あなた達の行動を変化させてしまう可能性がありました。貴方達には極力、自発的に出会い、戦い、生き残ってもらいたかったのです』

　画面の中のレイヴンは小さく肩を竦めて見せた。

　なんか芸が細かいな、こいつ。

『それに迂闊な情報の供与は、敵に――キース・ウェインを騙かたる人工知能に察知されてしまう可能性がありました。私が貴方達の支し援えんとして送り込まれたと知れば、試験などせずに、全力で貴方達を抹まつ殺さつにかかっていた事でしょう』

「…………敵」

　その言葉を舌の上で転がしてみる。

　そう。これは――このゾンビ惨禍は災害なんかじゃなくて、明らかな戦争だった。

　戦争ならば敵がいるのだ。未来から過去を滅ぼす為にナノマシンや人工知能の設計図を送り込んできた奴らが。

「敵ってのは……」

『今から十七年後に開発される人工知能です。人類を支配しようと試みて戦争が起こったのですが、当初の予測に反し、人工知能の反乱から三年、人類側はいまだに抵てい抗こうを続けています。このままではらちが明かないと判断した人工知能は、過去にデータを送って自分自身の開発を早めるのと同時に、抵抗勢力を可能な限りに減らす試みを行いました。それが今回のゾンビ災害です』

「…………」

　俺達はただただ唖あ然ぜんとするばかりだ。

　というか本当に『ター●ネーター』だったのかよ。

　だが――

「あなた、私達を支援する為にって言ったわよね」

　ふと――椎子が言った。

『はい。お母さま』

「お、おかあさま!?」

『貴女が私の生みの親なのですから。この呼こ称しようが適当でしょう。二十年後の貴女は私にそう教えてくださいました』

「母親とか……そんなの…………」

　としばし、ぶつぶつ呟つぶやきながら椎子は眉まゆをひそめていたが。

「いや、まあいいわ。それは後回し。支援っていうのは、博明に示し唆さを与えて私達を合流させる事だけ？」

『いえ。それでは細部は違えど、同じ歴史の繰くり返かえしになるだけです』

　言ってレイヴンは自分の手元に数字を表示して見せた。

　１７５２６６。

『タイムマシンは現状では情報を送るにしても幾いくつかの制約があります。さかのぼれる時間にも制限が在って、おおよそ十七万五千時間が限界です。故に私はゾンビ災害の根本、ノースリヴァ社で最初のナノマシンが生み出だされた期日にまで、さかのぼる事はできませんでした。二十年後の貴方達には、ゾンビ災害が発生した直後にしか私を送り込む事は出来なかったのです。ですから』

　レイヴンはさらに別のウインドウを開いた。

　そこには小さな、何やら水晶体でできた様な、格子模様の物体が映っている。

『貴方達にお願いしたいのです。さらに時を遡さかのぼって、すべての悲劇の原因を取り除く事を。その為に私は未来から派遣されました』

「その部品――」

　と椎子が目を丸くしてスマホの画面を指さす。

『外されたタイムマシンの部品、正確にはそのデータです。これ自体はそう複雑なものではありませんから、この研究所の資材を使ってすぐに作れるはずです』

「…………！」

　俺おれ達は顔を見合わせる。

　タイムマシンが動かせる。ここに来たのは無駄じゃなかった！

『貴方達は私達の期待に応えて生き延びてくださいました。お願いを重ねるのは心苦しいのですが、改めてお願いしたいのです』

　言ってレイヴンは画面の中で身を折って俺達に頭を下げた。

『どうか世界をやり直してください』

「…………」

　俺は乙羽と、篠と、椎子と、そして鐵子さんと、順番に顔を見合わせる。

　皆が小さく頷いてくれたのを確かく認にんして、俺は最後に画面の中のレイヴンに向き直った。

「ああ。任せとけ」

　俺は握にぎり拳こぶしから親指を立てて言った。

　元より俺達はその為に此こ処こに来たのだ。絶望の最中に垣間見えた希望の光。それをこの手に掴んで、未来を手にする為に。

　だから――

「今回は、ハッピーエンドにしてやるよ」

　俺は自信たっぷりの笑え顔がおを作って、そう告げた。







終　章







　タイムマシンが過去に送る事が出来るのは情報だけ。

　だが逆に言えば情報なら別にパソコンのファイルに限らない。

　例えば人間の精神――人間の人格や記き憶おくも情報だ。

　そして情報は物理的実体を持たない以上、送り込まれた先で自身を維い持じする為の『器』を――記憶媒体を必要とする。

　例えば人間の人格や記憶の情報は、やはり、人体に――それもできるだけ元々の本人の肉体や脳構造に近い媒体に送り込む方が、間違いが少ないのだとか。パソコンに人間の人格や記憶を送り込んでも上手うまく処理出来ないし、たとえ人間の脳に送り込んでも、性別や年ねん齢れいが大幅に違っていると、やはり問題が生じる事が多いという。

　つまり……




●




『ストラグル・フィールド』のテーマソングがスマホから流れる。

　何度も何度も聞き慣れた旋律。目覚まし時計のアラーム代わりに設定したものだ。

「…………」

　俺は瞼まぶたを開いて、天井を眺める。

　瞬きを二度、三度。

　飽あきる程ほどに見慣れた、俺の――部屋。視界の端にはＶＲＦＰＳ用のプラットフォームも、本ほん棚だなも、その上に積み上げたガンコンの箱も見える。

　咄とつ嗟さに俺は枕もとのスマートフォンを手にしてロックを解除、アラームを止めてからカレンダーで期日を確認した。

「マジか…………」

　身を起こして自分の左手を握り、開いて、それが自分の身体からだである事を、そして自分がはっきりと起きているのだという事を、意識する。

　嫌という程に繰り返してきた、糞くそつまらない日常。

　その只ただ中なかにやはり俺は居て――でも。

「……あれは」

　長い夢を見ていた様な気分だった。

　その夢の中で、俺は、ゾンビ惨禍で滅ほろんだ世界で、頼もしい仲間達と生き延びて。

　そして――

「…………」

　俺はベッドから降りると、何か月かぶりに外出用の衣装に着替えた。

「博ひろ明あき？　あんた――」

「え？　兄貴？」

　階下に降りると、ダイニングに母親と弟の良よし朗あきがいた。何か月かぶりに、まだ明るいうちに階下に降りてきた俺を――それもゲーム用の軍服ではなく、ごく普ふ通つうの外出着を着ている俺を見て、二人は驚おどろいている様だった。

　時刻は午後六時半。父親は――まだ会社か。

「ちょっと出てくる」

　俺は眼を丸くしている二人にそう言って、玄げん関かんに向かう。

　何故なぜだか二人が生きている事が、涙なみだが出てきそうな位に嬉しかった。だが涙ぐんでいる顔を見られるとか、恥はずかしさで全身を掻かきむしりそうだ。だから出来るだけ二人とは顔を合わせたくない。少なくとも今は。

「あ、博明、どこへ――っていうか帰ってくるのは何時？　晩御飯は？」

「分からないけど、下で喰くうから、のこしといてくれ」

　俺はそう言って靴くつを履くと、胸の奥で渦巻く、もどかしい気持ちにせかされて外に飛び出していた。

　あれは本当に夢だったのか。あの生々しい記憶が全すべて？

　乙おと羽わ。篠しの。椎しい子こ。鐵子さん。レイヴン。何もかもが、引きこもりのゲームオタが、自分を肯定する為にでっち上げた、ただの妄想だと？

「…………」

　意味もなく走って、走って。叫び出したいのを堪こらえて。

　俺は――ふと、自分が見覚えのあるホームセンターの前にまで来ている事に気づいた。

　ホームセンター〈ワトソン〉。あの夢の中で俺が乙羽と共に立てこもった――場所。

　勿論、現実に見る〈ワトソン〉は荒廃してもおらず、ごく普通に営業中で、人や車が出入りしている。見回しても世界はごくごく普通の日常風景を継続中だ。

「やっぱり……」

　夢なのか。夢でしかなかったのか。

　俺はその場に頽くずおれそうな失望感を味わっていた。

　いや。世界が平へい穏おん無事なのは良い事なのだ。あれが夢で妄想に過ぎないというのなら、それはそれで良かった筈はずなのだ。母親も、弟も、そしておそらくは親父おやじもゾンビになんぞならなくて。父親を失ったお嬢じよう様さまもいなくて。ゾンビ化した母や姉を自分の手で始末せねばならなかったゾンビマニアの少女もいなくて――

　ああ。そうだ。これは喜ぶべき事なのだ。

　なのに――俺は。こんなにも。

「…………」

　溜息をつくと俺は、黄昏たそがれ色に染まる街の中、家に戻ろうと歩き出して――そして。

「――え」

　前から歩いてくる人ひと影かげに俺は見覚えが有った。

　おかっぱの黒くろ髪かみと、赤いセルフレームの眼鏡めがね。目鼻立ちは整っている癖くせに、どうにも地味で無表情、その癖、何かの拍子に笑うとびっくりするくらいに可愛くて。

　樹じゆ堂どう乙羽。俺の相棒。

「お…………」

　乙羽、と声をかけようとして、しかし俺は躊躇した。

　全て妄想だったなら、俺は、初対面の女の子にいきなり声を掛ける不審者だ。

　妄想でなかったなら、乙羽の方から俺に何か反応を示してきても――

「……………………」

　しかし近づいてくる乙羽は全くの無表情で。

　俺の姿は目に入っている筈なのに、まるで反応しない。呆ぼう然ぜんと立ち竦む俺のすぐ横を、彼かの女じよは見ず知らずの他人そのもの、といった様子で通り過ぎて…………………………

　いいのか。これで。

　あれは夢か。夢にしてしまっていいのか。

　俺は――

「『今回は、ハッピーエンドにしてやるよ』」

　――発作的に、記憶の中に在ったそんな台詞を呟いていた。

「…………」

　乙羽が立ち止まる。

　そして――

「……ショベル、買っとこうかと思って」

　何か言い訳するかの様な口調で、乙羽はそう言った。

「まずはホームセンターが基本ってか」

「そう。ゾンビものの、お約束」

　言って乙羽は、俺の方を振り向きもせず、ホームセンターへ向かって歩いていく。

　俺は踵きびすを返して彼女を追う。後ろ姿しか見えないが、彼女の耳が真っ赤になっているのだけは確認出来た。

　ああ。照れてるのか。

　俺と同じ様に、あれが夢なのか違うのか、確証が持てなくて、俺に声を掛けるのを躊躇ためらってしまって……それが恥ずかしくて。

　そういう所、本当に可愛かわいいよな、こいつ。

「じゃあ、一つ、頑がん張ばって世界をやり直すとするか。相棒」

「……ん」

　俺の言葉にようやく振ふり返る乙羽。

　いつもぼんやりと無表情の仮面を被っているその可愛い顔には――とびっきりの笑みが浮かんでいた。
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あとがき







　どうも小説屋の[image: ]です。

　お待たせして申し訳ありません、『Ｚの時間』二巻をお届けいたします。




　本巻では『え？　そうなるの？　そうだったの？』というどんでん返し的なネタを仕込んであります。どういうネタかは読んでからのお楽しみ。一部マニアの方にはお叱りを受けるかもしれんのですが（汗）。




　乙羽は書いていて何だか楽しいキャラでありました。

　ボーデレ（というか何というか）なメインヒロインは、積極性に欠けるというか、話を転がしにくいので使いどころが難しい事が多いのですが、状況と相まって乙羽は割と自分から動いてくれたので、話の中で動き回らせるのに余り苦労しませんでした。




　その意味ではオーソドックスなツンデレとして本巻では桂椎子という新キャラが出てきます。こちらは如何にもラノベ的というか、リアリティって意味ではかなり極端なキャラですが、海外のゾンビモノとかには先ず出てこないタイプなので、お気に入り。




　逆に篠は担当氏の『処女ビッチ系で』という注文により色々と困惑しながら手探りで書いていたキャラです。当初は上手く動かずに全面書き直しをしておりますが、おつきの人を初老の執事ではなくてメイドさんにした途端にかっちりハマったというか。




　鐵子さんは元々植村徹雄という執事さんだったのですが、上記の理由でメイドさんにチェンジ。なんか自然と眼鏡のメイドさんになっていました。武装メイド（眼鏡）にして良かった。いいですよね、眼鏡の武装メイドさん（力説）。『ブラック・ラグーン』のロベルタとか『トレンチ・フラワーズ』のマリンとか。




　ともあれこの『Ｚの時間』――担当氏に言わせると『ゾンビものとしては予想以上には売れたが、重版かける程じゃなかった』という事で、二巻終了であります。なので原稿の一部を急遽二巻完結の形式に差し替えました。期待してくださった方々には申し訳ありません。ゾンビものは別のアプローチも考えているのですが、何処かでやれたらいいなあ。

　２０１８／８／１４
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